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　　　プロローグ







　教皇浮ふ遊ゆう都市《ベベル》。闘とう技ぎ場。

《ミストガン》ＶＳ《ベベル》。

　大勢の観戦者たちが、いや、異常に気付いた《ベベル》を始めとする、電波の受信環かん境きようにある全ての浮遊都市の人々が、その戦いを見守っていた。

『レクティ……っ！』

『ブレアさん……っ！』

　月の光を集めたかのように輝かがやく白銀色の髪かみの少女──ブレア・アイゼナッハの声に応じ、金きん髪ぱつ碧へき眼がんで小こ柄がらな少女──レクティ・アイゼナッハが手にする魔ま双そう剣けんにぐっとチカラを込める。彼女は相手の魔剣士──ペイシェンス・マッケインとゼロット・アシアスを引き剝はがして一いつ旦たん間合いを取り、ブレアと合流した。

『リコさん……っ！』

『任せろ』

　さらっとした濃のう紺こん色の髪に、エメラルドブルーの瞳ひとみの少女──ユーリ・フロストルがひと声をかけたあと、さっと身を翻ひるがえす。その直後、突とつ如じよとしてユーリがいた空間から一発の魔ま力りよく弾だんが飛び出した。

　ユーリの背後に位置した、ビーナス像の現うつし身みのような少女──リコ・フラメルによる狙そ撃げきだ。

『ちょこざいな』

　ユーリと対たい峙じしていた、貌かおに大きな傷のある屈くつ強きようそうな短髪の男──グレゴール・ヘカトンが魔ま術じゆつ障しよう壁へきを展開。同時に《ベベル》代表小隊の鷹のように鋭い眼の魔ま銃じゆう士しの青年──フランシス・ソワカから執しつ拗ような射しや撃げきが浴びせられ、ユーリは追つい撃げきを断念せざるを得ない。

『ミソラ、そちらはどうだ……っ！』

『決まってるじゃないの……っ！』

　艶つややかで長い深しん紅こう色しよくの髪をした少女──ミソラ・ホイットテールが砲ほう撃げきを放ちながら、答える。

『ぜっんぜん問題なしよ……っ！』

　ミソラの視線の先には、紫水晶アメジストの如ごとき瞳に、美しくも尖とがった顔立ちの少女──ユミエール・シーザーの姿があった……！







　　　第一章　超ちよう越えつ者たちの饗きよう宴えん







　闘技場。上空。

『雑ぞう兵ひようのくせにこざかしい……っ！』

　紅ぐ蓮れんの長ちよう剣けんを振ふるい、ユミエールがミソラへ火球を撒まき散らす。だが、ミソラにはあっさりと躱かわされた。こちらへ近寄らず中距離ミドルレンジ以上の距きよ離りから砲撃を放ってくるせいだ。

　おそらくは《ファルシオン》戦での、ユミエールの戦いぶりを分ぶん析せきされたのだろう。徹てつ底ていして接近戦は避さける方針らしい。

　対策としては、ユミエール自身がミソラに接近し斬ざん撃げき戦を挑いどむ手があったが、実行するつもりはない。それが戦術的には最も効率がいいことは理解しているが、ミソラ如き雑兵相手に、自らが動くことをよしとしないのだ。

　まさかユミエールの誇りプライドを計算しているとは思わないが、小こ癪しやくな手を打ってくるとは思う。

　最大の敵であろう《コウライ》代表小隊をあっさりと屠ほふってしまったユミエールたちにとって、ミソラたちの戦いぶりは不快以外の何ものでもない。

『グレゴール、おまけ相手に何をやっておる……っ！』

　敵を仕留めきれぬ配下たちに苛いら立だちを覚え、ユミエールが一いつ喝かつした。

『申し訳ございません姫ひめ様。いささか浮うき足立っておりました』

『よい。そなたがそのように申すのであれば、それは我にも責任があるのであろう』

《ミストガン》代表小隊があくまで粘ねばるというのであれば、戦術を凌りよう駕がする圧あつ倒とう的なチカラを見せつけるまで。

　今一度《ベベル》代表小隊──人型魔ま甲こう蟲ちゆうに抗あらがうことの愚おろかさを叩たたき込まなければなるまい……！

『皆みなの者、《ベベル》代表小隊のチカラを知らしめてやるぞ』

　ユミエールの指示を理解した《ベベル》代表小隊の面々が、彼女のもとへと集合し始める。

　やけにあっさりと後退できたものだな。《ミストガン》代表小隊はもっと小癪な手を打ってくると思ったが、とユミエールが僅わずかに眉まゆを寄せた刹せつ那な──

『そうやすやすとやらせるかっての……っ！』

　集合しかけたユミエールたちに向けて、ミソラが収束ストラ魔イクブ砲ラスターを放ってきた。白銀色の光の奔ほん流りゆうが迫せまり来る。

『こざかしいと言った……っ！』

　予測していた事態に、ユミエールは魔ま力りよくの瞬間モメン開タム・放バーストを発動。残った魔力のほぼ全てを炎えん熱ねつ変へん換かんし、正面に巨きよ大だいな豪ごう火か球きゆうを生み出した。瞬間モメン開タム・放バーストは一気に魔力消費する行こう為いであり、全身からの炎熱爆ばく発はつの他にこういう使い方もできるのだ。

　ユミエールは当然のようにそれを、収束ストラ魔イクブ砲ラスターへぶつける。直後、巨大な爆発がフィールド上空に生じる。

『く……っ!?』

　爆ばく煙えんの向こうにいるミソラが下した唇くちびるを嚙かんだ。収束ストラ魔イクブ砲ラスターが完全に相そう殺さいされていたのだ。

　さらなる格の違ちがいを見せつけるため、ユミエールは配下たちに命じる。

『いま一度見せつけてやれっ！　《ベベル》代表小隊の実力を……っ！』

　その直後、闘技場に残ざん酷こくな風が吹ふき荒れた……！







　闘技場。観戦席。

　再び生じたその圧倒的なチカラの波動は、突とつ然ぜんの事態に戸と惑まどう観戦者たちに、己おのれの無力さを痛感させた。自分たちがいくら騒さわいだところで、このチカラの持ち主である人型魔甲蟲たちに眼を付けられたら、それでお終しまいなのだと悟さとらせてしまうのだろう。結果としてゼスの演説による騒そう乱らんは収まったものの、絶望的なまでの沈ちん黙もくが辺りを包み込んだ。

　そんな中で、最前列に陣じん取どる者たちは……

「あの……お姉ちゃんたち、危ないんじゃないでしょうか？」

　ブレアと同じ白銀色の髪に、くりくりとした愛くるしい瞳の少女──アリア・アイゼナッハが、ミソラたちの生命を危き惧ぐした。

「ええ。如い何かに〈ソーサラーフィールド〉の影えい響きよう下で肉体は傷つかないとはいえ、精神こころは傷つくわ。まして《崩ほう力りよく》によるオーバーキルなら、再起不能に陥おちいることは充じゆう分ぶんに考えられるわよ」

　アリアの言を受け、くるくるとしたブロンドの髪に、奥深い紫色ヴアイオレツトの瞳の少女──ミーナ・パープルトンが指し摘てきした。

　前の試合で、ユミエールから直ちよく撃げきを受けたチャオはあまりの精神ダメージに体が動かせなくなっていた。通常の戦せん闘とうでは予測しえない事態が、この戦いでは起こりうる。

「カナタちゃん。ユミエールちゃんは、こういうとき容よう赦しやしないわよん」

　ボルドーのジャケットを羽織った掌てのひらサイズの少女──エミリー・ウィットベルンもカナタに警告した。

「うん。ユミエールは好戦的だし、争いの渦か中ちゆうにいることを愉たのしむ人だよ」

　色素が抜ぬけきった髪と肌はだを持つ、白い妖よう精せいのような少女──リーゼリット・フェアチャイルドが同意した。

「カナタさん。カナタさんが共生派わたしたちのために尽じん力りよくしてくれたことには感謝しております。ですが、この場はどうか教え子の皆さんのことを第一に考えてください。ミソラさんたちは将来のある身です。ここが引き際ぎわなのではないでしょうか？」

　丁てい寧ねいに結わえられた紫むらさき髪がみの少女──クリスティーナ・バルクホルンがカナタのためを想って口にする。

　教官とその教え子である関係から見れば、部外者である全員が、教え子の将来を第一に考えるように口にした。

　当然だ。如何にカナタが策を伝授したとはいえ、この戦いは分ぶが悪すぎるのだ。

　不条理に抗おうというミソラたちの姿勢は評価できるけど、今回は無理ね。西洋人形のような美び貌ぼうを持つ少女──エリス・ヴィーゲルトが内心でつぶやいた。

　しかし、カナタは、

「……………………」

　何も言わず、厳きびしい表情でフィールドを睨ねめつけたままだ。

　試合を止める素そ振ぶりはないが、カナタがミソラたちのことを心配しないわけがない、とエリスは思う。

　短い付き合いだが、密度の濃こい時間を過ごす過程で、カナタが教官として教え子のことを本気で考えているのはわかっている。だからこそ、カナタ・エイジはミソラたちの身が絶体絶命の窮きゆう地ちに陥ったとき、必ず試合を中断させるはずなのだ。心配する必要は何もない。

　だが、エリスは完全に不安を拭ぬぐい去ることはできなかった。

　この試合を中断するなら、このタイミングなのではないか？　エリスは絶えずそう思うのだが、カナタに試合中断を申し出る言動は一切見られないのだ。

　フィールドでは《崩力》を発動したユミエールたちを前に、ミソラたちが戦う意思を示していた。

『リコ、予定通り陣じん形けいを変えるわよ』

『ああ、わかった。みんな、わたしを基点に鶴翼の陣クレインウイングをとってくれ』

　後衛のリコを起点に、ミソラたちはＶ字型の陣形を取る。

『ふっ、この状じよう況きようで策を弄ろうするか』

　戦術を凌駕するチカラを前に、なおも抗おうとするミソラたちを、ユミエールがせせら笑う。

『グレゴール、あやつらは我らを策に嵌はめようとしておるらしいぞ』

『愚かなことですな。して姫様、如何に対処なさいますか？』

『知れたこと。正面から叩き潰つぶす』

『姫様、敵の陣形ならば突とつ端たん部に攻こう撃げきを集中させれば労せず崩くずせますが』

『それが道理だ。だが、正せい攻こう法ほうでは人型魔甲蟲の強さを観衆に示せたとは言い切れぬ。戦術を凌駕する武力こそ、我らが真しん髄ずいよ』

　そう言って、野や獣じゆうのように獰どう猛もうな笑みを浮かべた美び姫きが紅蓮の長剣を振りかざし、配下へ命令を下す。

『さあ、殺さつ戮りくの饗宴を始めようではないか。我らに挑いどみ抗うことの愚かさを思い知らせてやれ……っ！』

『皆の者、姫様の命を叶かなえることを第一にせよ……っ！』

　ユミエールの一声に応じ、グレゴールを始めとする《ベベル》代表小隊の全員が進しん撃げきを開始する。

　その光景を見やり、司会はもちろん、多くの観衆たちが言葉一つ発さなかった。彼らは気づいているのだ。これから起きるのが、一方的な殺戮劇に過ぎないことを。

「カナタ・エイジ」

　額に脂あぶら汗あせを浮うかべながら、しかし表立ってミソラたちの身を案じているのを悟られぬように、エリスは澄すまし貌がおで尋たずねた。

「ミソラたちはこの不条理を覆くつがえすつもりのようだけど、あなたは本当にできると思っているの？　この状況でそれをするには奇き跡せきでも起こらない限り無理よ。《崩力》の障しよう壁へきを破るのは簡単なことじゃないわ」

　しばしの沈黙。やがてカナタが口を開く。

「《ベベル》代表小隊はチカラ業わざで戦術を破りにきた。戦術を凌駕するチカラを誇こ示じするためにな。ここまでは全部俺の読み通りだ。……不条理を覆すことは簡単にできることじゃない。それでも俺は、教官としてミソラたちがゼスの計画を潰すってことを疑っちゃいない。どんな強さを持っていても、ミソラたちを相手にしたら必ず潰される」

　クリスが尋ねる。

「カナタさん、あなたはなぜそのように断言できるのですか？」

「決まってる。信じてるからだよ、あいつらが奇跡を起こすことをな」

　カナタは険けわしい表情でフィールドを見み据すえたまま、それ以上言葉を発しようとはしなかった。







　闘とう技ぎ場。フィールド。

　来たか……っ！

　眼前に迫る最高度の脅きよう威いを認識し、リコはカナタの策を反はん芻すうする。




　──あのさ、《コウライ》代表小隊の敗因は、奇き襲しゆうが失敗してからの切り替かえにあるんだよ




　ゼスの演説が流れる中で、カナタはこう口にしていた。




　──《コウライ》代表小隊は最初から最後まで捨すて身だったけどさ、相手が捨て身ってわかってたら《ベベル》代表小隊はいくらでも対処しようがあるんだよ。極きよく端たんなことを言えば、《ベベル》代表小隊はただ《崩力》の障壁を張りながら守りに徹てつすればいいんだから




　カナタは《崩力》を最後まで扱あつかいこなせず、強固な障壁を利用しきれなかった。だが、もと《崩力》の遣つかい手として、この世界では誰だれよりもあの戦いを分ぶん析せきできていた。




　──だけど《コウライ》代表小隊が捨て身の奇襲を仕し掛かけた以上、もう同じ手は通じない。だから勝つためには、調子に乗った相手の鼻っ柱ぱしらを、全力で叩たたくしかない。《ベベル》代表小隊は、間ま違ちがいなくお前たちとの試合で示じ威い行こう為いをするよ。その圧あつ倒とう的なチカラを、自分たちに抗あらがおうとする人々の心を折るために見せつける。だからこそお前らは《ベベル》代表小隊に都合のいい舞ぶ台たいを用意して、相手が敢あえてチカラを見せつけようとして強ごう引いんになったところを、連れん携けい戦術でぶっ叩くんだ




　つまり、鶴翼の陣クレインウイングに入ってきたところを叩き潰す……！

　カナタの計算では諸もろ々もろの工夫を凝こらしたところで、勝率は一パーセントにも満たないという。しかもユミエールに至っては、単独で挑いどむ場合勝てる見込みはないとのこと。

　しかし、たとえ勝算が殆ほとんどないとわかっていても、カナタ・エイジの教え子に絶望はない。

『リコ、あたしはいつでもいいわよ』

『リコさん。わ、わたしも大だい丈じよう夫ぶです』

『リコ、そなたに任せるぞ』

『リコさん、託たくしました』

　誰もリコの失敗を疑ったりはしない。これから起こす反はん撃げきは、リコの些さ細さいなミスひとつで失敗するというのに。

『ふっ、女め神がみなわたしに任せておけ』

　そう言ってリコは〝神憑きツヌグイ〟を発動。ユーリの善戦のお蔭かげで、すでに精神統一は終えていた。魔ま力りよくも高めており、多ステイ弾ンガ頭ーレイ弾殲ン・フル滅雨バーストはいつでも発射可能だ。

　鶴翼の陣クレインウイングに接せつ触しよくしようとするユミエールたちを、〝神憑きツヌグイ〟で捉とらえたが、現状ではユミエールたちが墜おちる未来はまだ存在しない。

　やはり墜とせないか。

　それでも、仲間たちがこれから引き寄せる未来かのうせいを信じて、リコは魔ま銃じゆうの引き金を絞しぼった。




　魔銃戦技──多ステイ弾ンガ頭ーレイ弾殲ン・フル滅雨バースト




　リコの魔銃の砲ほう口こうから青白く巨きよ大だいな魔力弾だんが放たれる。それは四度の四分ぶん裂れつを繰くり返し、合計二百五十六発の魔力弾となってユミエールたちへ降り注いだ。

『その程度、我らに通ずると思うな……っ！』

　上空から迫せまる弾だん雨うに対し、ユミエールは瞬間開放モメンタムバーストで反撃。ユミエールたちの天頂方向に獄ごく炎えんが生じ、全ての弾雨を一いつ瞬しゆんで殲せん滅めつしようとする。

　だが、その未来は当然リコに視みえていた。

　時間差をつけて落下して来た本命の第二波が、ユミエールたちに降り注いだが、

『こざかしい。だが、我らに届くことはないぞ』

『この程度で倒せるほど甘い相手だとは思っていない』

　現状、多ステイ弾ンガ頭ーレイ弾殲ン・フル滅雨バーストに《崩ほう力りよく》で強化した障壁を貫つらぬくチカラはない。しかし、リコが放った魔力弾は、正確に標的へと降り注ぎ、《ベベル》代表小隊の足を遅おくらせていた。

『わたしにできるのはせいぜい足止め程度だが、いまキミたちがいるのは鶴翼の陣クレインウイングだ』

　リコが言い放つ。

『レクティ、ブレア……っ！』

『行きます……っ！』

『推おして参る……っ！』
















　その一声に応じ、レクティとブレアが真っ直すぐに、ユミエールと向かった。

『姫ひめ様をお守りしろ』

　瞬しゆん時じにグレゴールが指示を出す。

『気をつけろよ。あの者らには《崩力》の障壁を破るチカラがあるぞ』

『グレゴールっ！　我に構うな、雑ぞう兵ひようどもにチカラの差を見せつけてやれ……っ！』

『はっ、ペイシェンス、ゼロットの二人で迎げい撃げきしろ』

　グレゴールとフランシスの二人はそれとなくユミエールを護衛する。

『ミソラ……っ！』

『任せなさいよっ！　中距離ミドルレンジならあたしにだって時間を稼かせげるわ……っ！』

　予定通り、ミソラがユミエールに取りついた。

　グレゴールが叫さけぶ。

『姫様……っ！』

『構うなと言った……っ！』

　間合いを取って断続的な砲ほう撃げきを放つミソラに、ユミエールが嬉き々きとして瞬間開放モメンタムバーストを放ち、ミソラを捉えようとする。ただ接近をしないミソラは、どうにか回かい避ひできている様子だ。

　まともに攻せめられていないがこれでいい、とリコは思う。

　足止めが目的のミソラと、手の内が割れているレクティとブレアは、元より本命ではない。この戦いで反撃の切り札となるのは……

『ユーリ……っ！』

『行きます……っ！』

　リコがその名を呼んだとき、動きが乱れた《ベベル》代表小隊のもとへユーリが突とつ撃げきした。獲え物ものを狙ねらう鷹たかのように鋭するどい動き。この一撃で絶対に墜とすという気き迫はくがひしひしと伝わって来る。

　咄とつ嗟さにグレゴールが警告する。

『気をつけろフランシス。向こうは何か奥の手があるぞ』

『はっ、心得ました……っ！』

　フランシスが魔銃でユーリに牽けん制せい射しや撃げきを放つ。複数同時射撃マルチシヨツトの連射だ。だが、この瞬間のために集中していたユーリにとってそれを躱かわすことは造作もなかった。

　軽々と間合いを詰つめて、ユーリは縮退魔力を凝ぎよう縮しゆくしながら、魔力超振動機構シユナイダーを発動。超ちよう振しん動どうする穂ほ先さきでは、三叉撃トライデントに酷こく似じした形状の面に沿うように縮退魔力の刃やいばが勢いよく伸のびていく。

　やがてユーリの身長の倍以上になって止まったそれは、縮退魔力の刃を持つ長大な剣けんとなった。

『これで終わりです……っ！』




　魔ま槍そう戦技──風神アニラ・貫ペネト穿レイター




　リコとの特訓を経へて生み出した、ユーリの新しい戦技。それを慢まん心しんしきったフランシスへぶつけようとする。

　だが、

『そう容易たやすく墜とさせません……っ！』

《ベベル》代表小隊の中で、常にユーリを警けい戒かいしていたグレゴールが最速の一斬を横よこ薙なぎに放つ。

　この間合いで届くわけが──とユーリが思った刹せつ那な、彼女の瞳ひとみにありえない事象が映る。あろうことか、一瞬、世界がグレゴールを中心に二つに分断されたかのように見えたのだ。禍まが々まがしい色をした閃せん光こう。最速の飛ぶ斬ざん撃げきであるそれは、風神アニラ・貫ペネト穿レイターがフランシスに命中するより先に長大な剣けん身しんに命中。直後、凝縮された魔力が炸さく裂れつし、周辺に壮そう絶ぜつな暴風を撒まき散らした……！







　しまった……っ！

　そう思った瞬間には、全てが水すい泡ほうに帰きしていた。

　必殺の風神アニラ・貫ペネト穿レイターを迎げい撃げきされ、フランシスは健在だ。

　グレゴールが《崩力》を駆く使しして放った最速の飛ぶ斬撃は〈トリシューラ〉に命中。初手から切り札を放とうと魔槍に込めていた術式が一瞬で吹ふき飛び、ユーリは思わず魔槍を手放しそうになった。

『すでにあなたは我が飛ひ翔しよう斬ざんの間合いのうち。姫様に逆らう愚おろか者に死の裁きを……っ！』

『く……っ!?』

　飛翔斬──真しん空くうの刃やいばを伴ともなう斬撃のことだろう。かつてレアルが使っていた飛行魔ま術じゆつの派生術式──カマイタチに似ているが、こちらは遣い手の腕うでも一流だ。ユーリは一撃も放つことなく回避を余よ儀ぎなくされ続けた。

『初手でフランシスを墜とそうとしたようでしたが、狙いがあからさまでしたな。その年の割にはなかなか筋がいいですが、人型魔甲蟲われわれと戦うにはチカラ不足……っ！』

　ま、まずいっ!?　これだと作戦が……っ!?

　焦あせったユーリが強ごう引いんにペイシェンスとの間合いを詰めようとしたとき、グレゴールがさらに放った飛翔斬とユーリの軌き道どうが交こう錯さくしてしまった。

『く……っ！』

『ユーリ……っ!?』

『……問題ありません。少し掠かすっただけです』

　飛翔斬に微かすかに触ふれた肩かた口ぐちから、肩そのものを持っていかれたような痛みが奔はしった。激痛を通り越こして、気絶するところだ。

　掠っただけでこの威い力りよくっ!?　なんて理り不ふ尽じんな敵だ……っ!?

　その圧あつ倒とう的な脅きよう威いを前に、ユーリはますます焦しよう燥そうに駆かられる。

　どうすればいい。奇き襲しゆうが失敗した以上、これ以上作戦の継けい続ぞくは……

　グレゴールの注意を上う手まく逸そらせれば、どうにか打つ手もある。だが、警戒されている以上、それは厳きびしいと言わざるを得ない。

　ユーリが下した唇くちびるを嚙かみしめたとき、フランシスと交戦中のリコから通信が入る。

『まだだ。もう一度仕し掛かけられるはずだ』

『リ、リコさん……っ!?』

　目の前のありえない光景に、ユーリが眼を瞠みはる。本来なら、後衛に控ひかえているはずのリコが混戦の中に突つっ込んできたのだ。

　カナタの作戦では、この時点で人数は五対四。相手がいなくなったリコの役割は、全体への援えん護ご射しや撃げきのはず。だが、リコは総合的に状じよう況きようを判断し、ここは援護ではなく、加勢を選んだらしい。

『ここでこの二人を倒たおせなければ、今後の作戦展開に支障をきたす』

『ですが、リコさんのチカラでは……っ!?』

『問題ない。あれを使う。まずは邪じや魔まなグレゴールから倒すぞ』

　そうじゃない。

　リコはあくまで射砲撃系だ。

　銃じゆう剣けん型の螺旋龍風破ドラグ・トルナードを使えたとしても、このレベルの相手にやすやすと命中させられるとは思えない。

『………………っ!?』

　急上じよう昇しよう。グレゴールの飛翔斬はユーリがいた空間を斬きり裂さく。その間に、フランシスのマークを外したリコがグレゴールに接近戦を挑いどむ。

　標的を捉とらえ、スナイパーライフル型の魔ま銃じゆうを二射。リコの武器はバレルが長いため、接近戦で回避機動を取ったグレゴールに対して、ロクに狙いを絞しぼることができない。対して、グレゴールは飛翔斬を連打。強引に間合いを詰めようとするリコを的確に捉え、障しよう壁へきごと弾はじき飛ばす。

『ち……っ！』

『近接戦せん闘とうの経験が足りませんな。武装の選せん択たくも適切とは言えません』

『だろうな。だが……っ！』

　体勢を立て直したリコが強引に〝神憑きツヌグイ〟を発動。まるでこの場で全力を使い果たすかのように、リコが攻め入る。

　ユーリと交戦中のフランシスに二射。正確な射撃で相手の動きを妨ぼう害がいし、ユーリをフリーにする。

　その援護射撃の意図を察したユーリは気配を殺しながら、再度風神アニラ・貫ペネト穿レイターを準備する。消費魔ま力りよく量が膨ぼう大だいなため、今回の一撃を放てば当分は打ち止め。

　ここが勝負どころだ。

『何度やっても同じことです……っ！』

　肉にく薄はくしようとするリコに、飛翔斬が連打。グレゴールは命中を確信していることだろう。だが、リコは荒あらぶる斬波をもろともせず、普ふ段だんと何ら変わらぬ澄すまし貌がおで泳ぎ切ってみせた。リコはそのまま縮退魔力の螺ら旋せん槍そうを展開。銃じゆう床しようを握にぎり、

『喰らえ……っ！』

『な……っ!?』

　驚きよう愕がくに眼を瞠るグレゴールに、リコは銃口に宿した螺旋龍風破ドラグ・トルナードを叩たたき込む。突きを躱そうと咄とつ嗟さに背を大きく仰のけ反ぞらせるグレゴール。彼はその体勢から飛翔斬を放ち、リコの螺旋龍風破ドラグ・トルナードを自じ爆ばくさせてみせた。突とつ風ぷうが周囲に吹き荒れる。

『見事な読み筋でしたが、接近戦はやはり手ぬるい』

　そう評価し間合いを取ろうとするグレゴールに、ユーリが襲おそい掛かかる。

『まだです……っ！』

『煩わずらわしいほどの粘ねばりですが、わたしに近づけると思わないことです……っ！』

　再びユーリに飛翔斬が連打。

　だが、先程と違ちがってユーリは落ち着いていた。

　これまで戦っていてわかったことがある。

　魔ま剣けん術、動体視力、反応速度──そういった類たぐいの《崩ほう力りよく》で強化できない要素については、ユーリも大きく引けを取っているわけではない。

　それに──グレゴールはリコのせいで動どう揺ようしていると見え、斬撃が大おお振ぶりだ。

　なら、やりようはいくらでもある。

『まずはあなたから墜おとさせてもらいます……っ！』

『姫ひめ様の家臣として、正面から叩き潰つぶすのみ……っ！』

　鬼き気き迫せまる様子で肉薄するユーリに、グレゴールが飛翔斬を連打。一撃でも直ちよく撃げきしたら、撃げき墜ついを免まぬかれない斬波の中を、ユーリは駆け抜ぬける。

　一撃目、横薙ぎの一撃。剣筋から飛翔斬の軌道を読み、ユーリは微かすかに上昇。二撃目、三撃目はＸ字に交錯するように放たれる。ユーリは左にフェイントをかけたあと、左に弾はじけ飛び回かい避ひ。四撃目を上段から振りおろされる前に、ユーリは完全に間合いを詰め切ってみせた。

『な……っ!?』

『斬撃が大振りでしたね。強者の慢心が見て取れました……っ！』

『いまだユーリ……っ！』

『はああああああっっっ！』

　リコの加勢を得たユーリは、長大な剣となった〈トリシューラ〉をグレゴールに叩きつける。




　魔槍戦技──風神アニラ・貫ペネト穿レイター




『そうやすやすと……っ！』

　グレゴールが絶対防ぼう御ぎよの如き障壁を展開。しかし、

『そんなもので止められると思わないでください……っ！』

　ユーリの放った必殺の一撃がグレゴールを捉えた。それは《崩力》の障壁と僅わずかな間鬩せめぎ合うも、超ちよう振しん動どうする縮退魔力の波がその障壁を容よう赦しやなく斬り裂き、障壁の向こう側に辿たどり着くと炸裂。無数の真空の刃を撒き散らした。

　どうだ……っ！

　吹き荒れる突風とともに間合いを取り直したユーリとリコ。戦イいニのシ主ア導チ権ブを握るため、魔力を大おお盤ばん振ぶる舞まいした二人の視線の先には、ハァーハァーと呼吸を荒くし、険けわしさと苦しさの入り交じらせた満まん身しん創そう痍いの表情をするグレゴールの姿があった。

〈ソーサラーフィールド〉の影えい響きよう下で負傷は全て精神ダメージに変へん換かんされるとはいえ、もうひと押しで倒れることは明白だった。

　ユーリたちがお互たがいに貌を見やり、最後のひと押しを試みようとした刹せつ那な、不意にグレゴールが野や獣じゆうのような笑みを零こぼし哄こう笑しようする。

『ぬはははははっ！　少しは戦い甲が斐いがありそうですな……っ！』

　その直後、グレゴールが化けた。もとより筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとして大おお柄がらな肉体が膨ふくれ上がったかと思うと防護服プロテクターである上着が弾け、人間のものとは思えぬほど鍛きたえ上げられ、まるで骨格そのものが組み換えられたように逞たくましい、鋼はがねのような肉体が露あらわになる。同時に貌付きが変わり、口が裂け、歯は牙きばのように尖とがり、体表は殆ほとんどが白灰色アツシユブロンドの剛ごう毛もうに覆おおわれていた。

　なんて重圧プレツシヤーだ……っ!?　ユーリたちの前に突とつ如じよとして現れた、白はく狼ろうの獣じゆう人じんが告げる。

『呪じゆ詛そ──獣人猛化ザ・ビースト。いまのわたしの肉体には、これまでの攻こう撃げきは通じませんぞ』

　くぐもった声で告げられたのは、撃墜が困難になった事実。そして、

『さて、姫様の手前、これ以上醜しゆう態たいを晒さらすわけにはいきません』

『逃にげろユーリ……っ！』

　轟ごうっ！　と一いつ瞬しゆんでグレゴールが間合いを詰つめ、ユーリの眼前に迫せまると、絶大なチカラで強化された獣じゆう爪そうを叩きつけてきた。

『が……っ！』

　ただの打だ撃げきにもかかわらず、ユーリの障壁を軽々と破り、その理不尽なチカラはダメージを与あたえた。腹部を殴おう打だされたユーリは一瞬気が遠くなった。

『ユーリ……っ！』

　慌あわててリコが魔銃を構える。あの怪ばけ物もの相手に半はん端ぱな射しや撃げきは通用しない。リコは残り少なくなった魔力を迷うことなく消費し、拡散多弾頭射撃マルチプルバーストを放つ。十六の魔ま力りよく弾だんがグレゴールへと向かうが、あらぬ方向からの弾雨に全弾叩たたき落とされた。

　攻撃が来た方向を見やると、

『呪詛──武器創造クリエイトアームズ。状況に応じた武器を投とう影えいするチカラだ』

　そこには、両りよう腕うでに二連装のガトリング砲ほうを備えたフランシスの姿。彼は、一発一発に砲ほう撃げき並みの威力がある、強きよう烈れつな射撃を雨のように放ってきた。絶え間ない火線から追われるようにして、リコはいまだに苦く悶もんの表情のユーリに合流し、背中合わせとなる。

　フランシスと連れん携けいし、挟はさみ込む位置取りについたグレゴールが言い放つ。

『ただの人間のチカラで、わたしたちを倒せるとは思わないことですな』

　その直後、ユーリたちは殺さつ戮りくの饗きよう宴えんの供く物もつとなった……！







　リコたちが苦戦する中。

　闘とう技ぎ場。フィールド。

『リコさんっ！　ユーリさん……っ！』

　頼たのみの綱つなであった二人が窮きゆう地ちに立たされたとき、レクティは思わず叫さけんでいた。

『落ち着くがよいレクティ。なれば私たちがこの二人を倒して、救きゆう援えんに向かえばいいだけのことだ。いくぞ……っ！』

『わかりました……っ！』

　ブレアに促うながされ、レクティもここが勝負どころだと判断した。

　いまの状況なら、人数的には五分五分。ただでさえチカラ面では劣おとっているのに、人数の面でも不利になれば勝算が本当になくなってしまう。

　ここで勝負にでるのは間ま違ちがっていない。

　相手が《崩力》の遣つかい手でなければだが、

『行きます……っ！』

　レクティとブレアが互いに速力を合わせ、邪念がなく澄み切った闘気を纏う魔剣士の少女ペイシェンスへと迫る。もう一人の氷のように冷たい眼差しの少年魔剣士ゼロットでないのは、ペイシェンスのほうが動きが若じやつ干かん鈍にぶく、狙ねらいやすいとカナタが判断したからだ。

　だが、その判断はいまとなっては誤りだ。

　グレゴールたちが呪詛を発動したのを機に、ペイシェンスたちも全力を出すつもりだからだ。《コウライ》戦では発揮されることのなかった、彼らの呪詛が明らかとなる。

『ブレアさん、あれは……っ!?』

　ペイシェンスは魔ミ装ス錬リ金ル製の魔剣を霧む散さんさせると、虚こ空くうから一ひと振ふりの刀を取り出した。

　その刀が帯びるのは尋じん常じようならざる剣けん気き。まるで斬れぬものなどないというような、レクティがこれまで眼にしたことがある、どんな一振りよりも研とぎ澄まされた剣気だった。

『かまわん、このまま撃うちこむぞ……っ！』

　焦しよう燥そう感に駆かられたブレアの指示に従い、レクティは攻撃を断行する。




　レクティＬ＆ブレアＢアイゼナッハ流魔双剣戦技合技──龍りゆう牙が絶ぜつ炎えん衝しよう




　二人の魔双剣から放たれた紅ぐ蓮れんの龍が、ペイシェンスを吞のみこもうとする。だが、次の瞬しゆん間かん、ペイシェンスが刀を天に掲かかげ、一気に《崩力》を注ぎ込む。するとペイシェンスの取り出した刀は一瞬で巨きよ大だい化。飛空艇ていすら真っ二つに叩き斬きれる巨人の刃やいばとなり、ペイシェンスはそれを容赦なく振りおろす。




　呪詛戦技──斬ざん艦かん刀とう




　その巨大な刃は紅蓮の龍の顎アギトを叩き折り、頭ず蓋がいをかち割り粉ふん砕さい。余った勢いで熱風を辺り一面に撒まき散らしてみせた。

『え……っ!?』

『なっ!?　いったいなにを……っ!?』

『呪詛──闇あん夜や刀とう。わたしの呪詛は変へん幻げん自じ在ざいの刃となり、卿けいらを貫つらぬく』

　切り札を無力化されたレクティたちへペイシェンスが言い放った。続いて闇夜刀がまるで影かげのように伸のびて、襲いかかってきた。二人が慌てて飛び退のき、周囲への警けい戒かいが疎おろそかになったところで、すぐ背後から気配がした。

　慌ててレクティたちが後ろの敵へと刃を振ると、何か硬いものに挟まれた感かん触しよく。怪け訝げんな表情でレクティたちがそれを見やると、そこにあったのは一切の濁にごりのない氷で生み出された二ふた振ふりの剣。それはゼロットの両腕に握にぎられていた。

　その氷剣に挟まれたレクティとブレアの魔双剣は、それぞれ一本ずつが浸しん食しよくされ、二人は慌てて魔双剣を手放した。

『なんだこれはっ!?　魔ミ装ス錬リ金ルを凍こおらせるなど……っ!?』

『某それがしの呪詛──絶対氷結アイスマンは触ふれたものを全て凍らせます』

『く……っ!?』
















　アイゼナッハ流は、自分が握る剣に全てを込める。ゆえに戦せん闘とうで予備の刃を携たずさえておらず、龍牙絶炎衝が使えなくなった……！

　ペイシェンスが冷静に言い放つ。

『さて、姫ひめ様の意に添そうように、こちらでも殺戮の饗宴を始めようか』







　闘技場。フィールド。

　このときすでに勝敗は決していたと言ってもいいかもしれない。

《絶力》。人じん智ちを超こえた圧あつ倒とう的なチカラに、抗あらがうことなど叶かないはしない。誰だれもがそう思っていることは、完全に静まり返った観衆たちが示している。

『グレゴールたちは呪詛まで使ったか、まあよい』

　ミソラと対たい峙じしたユミエールが言い放つ。

『どうやら大勢は決したようだな。我はそのようなものを使うつもりはないゆえ、少しは愉たのしませるがよいぞ』

『あんたね、あんまりあたしを甘く見ていると痛いめを見るわよ……っ！』

　仲間たちは揃って劣れつ勢せいだ。いや、劣勢というよりろくに反はん撃げきすらできていない。

　カナタからの作戦も、ほとんど遂すい行こうできていない。

　当初の作戦など、すでに破は綻たんしている。

　それでも、《ベベル》ユミ代表小隊エの隊長ールさえ倒たおせれば……

　ミソラが発はつ砲ぽう。その砲撃を潰つぶすためにユミエールが瞬間モメン開タム・放バーストを発動したのに合わせて、ミソラは一気に加速をつけて接近した。

　狙いは、至近距きよ離りからの収束ストラ魔イクブ砲ラスター。

　勢いを失って霧散していく獄ごく炎えんに合わせて、ミソラが間合いを詰める。幻想イリユー加ジヨン速アクセルでフェイントをかけたあと、ユミエールの正面から収束ストラ魔イクブ砲ラスターを放つ。白銀色をした光の奔ほん流りゆうが、真っ直すぐに標的を貫こうとした。

　だが、

『首しゆ級きゆうをあげたとでも思ったか小こ娘むすめ』




　魔ま剣けん戦技──紅ぐ蓮れん剣けん




　紅蓮の長剣に宿りし獄炎が、正面から降り注ぐ光を真っ二つに斬り裂さいてみせた。まるで川が二つに割れたかのように、そこの一点だけは光の奔流が遮さえぎられる。

　これが《崩ほう力りよく》……っ!?

　その理り不ふ尽じんなチカラは、明確な暴力となってミソラを襲おそう。

『逃にげなくていいのか。そこはすでに我の間合いぞ』

　直後、ユミエールが瞬間モメン開タム・放バースト。至近距離に迫ったミソラを煉れん獄ごくの炎ほのおが包み込んだ。

『きゃあああああっっっ!!』

　体を構成する細さい胞ぼうひとつひとつが燃焼するような痛み。想像を絶するダメージに、ミソラは思わず叫んでいた。

『どうする、そろそろ終わりにするか？』

　炎が消え激痛から解放されたミソラに、ユミエールが降こう伏ふく勧かん告こくをした。

『そんなこと、できるわけないでしょうが……っ！』

　ミソラは返事と同時に砲ほう撃げきを放った。だが、それが終わりの先延ばしに過ぎないことは、誰の眼にも明らかだった。







　闘技場。観戦席。最前列。

「カ、カナタさん、もう引き時です……っ!?」

　青ざめた表情で、エリスが訴うつたえた。

「ねえカナタ、ミソラたちはもう戦えないと思うよ」

「カナタちゃん、あの子たちはもう限界よ」

「わたしもミソラさんたちはもう詰つんでると思うわ」

　リーゼリット、エミリー、ミーナも同意する。

　劣勢、劣勢、劣勢──。あらゆる局面が、ミソラたちの危機を示している。ミソラたちは手も足も出ていない。これ以上続けても勝算がないのは誰の眼にも明らかで、ミソラたちが耐える姿を見るのはもう忍しのびない。

　エリスは思わず悲ひ嘆たんに暮れる。

「……やっぱり、この世界の人間たちに不条理を覆くつがえすことはできないの」

「本当にそう思うか？」

　悲ひ愴そう感の感じられない瞳ひとみで、カナタがフィールドを見み据すえながら尋たずねる。

「ミソラたちを見てみろよ、あいつらが諦あきらめているように見えるか？」

『リコさん、接近戦は危険ですっ！　リコさんは退さがってください……っ！』

『それだとユーリ一人に攻こう撃げきが集中し過ぎる。なんとかこのままで、隙すきを探すぞ』

『レクティ、一刀ずつの飛ひ炎えんを合わせられぬか……っ！』

『ブレアさん、それでもチカラ負けは避けられません。むしろ、ここはそれをフェイントにして、不意を突つくのはどうでしょうか？』

　絶対的な《崩力》の遣い手たちを前に、ミソラたちは戦う意思を捨ててはいない。

「いいえ、戦ってるわ。諦めず、必死に運命に抗おうとしている」

　その姿が見るからに痛々しいのだ。だからこそ、エリスも申し出る。

「でも、カナタ・エイジ。これ以上は無理よ……」

「この勝負、教官としてなら即そく中断するべきかもしれない。けど、俺はあいつらならやれるって信じてるんだ。ゼス・ヴィーゲルトの計画をぶっ潰せるってな」

　エリスは知らないが、この試合が始まる前、カナタは闘とう技ぎ場のＶＩＰルームでゼスとアンネローゼにこのように宣言していた。




　──あのさ、二人とも熱が入ってるところわりーんだけど、お前らの計画は俺の教え子たちが必ず潰すよ。だから、こんなところで何を言い争っても無む駄だだぜ。どんな強さを持っていても、ミソラたちを相手にしたら必ず潰される




「俺はゼスの計画が潰されることを疑っちゃいないよ」

　揺ゆるぎのないカナタの言葉。幾いく多たの試練を、ミソラたちとともに乗り越えてきた教官の言葉は、エリスに安あん堵どを齎もたらしかけた。

　ほっとしたエミリーが言う。

「すごい自信ね。教官であるカナタちゃんがそこまで言うなら、ミソラちゃんたちの勝利を信じて間ま違ちがいないのね」

「そいつはどうだろうな。ぶっちゃけるとさ、俺はこの試合でミソラたちが勝てるとは思ってない」

「ど、どういうことでしょうかカナタさん……っ!?」

　慌てふためいたクリスが尋ねた。

「貴方あなたはミソラさんたちが勝つ見込みがあると判断していらっしゃるからこそ、この試合を続けているのではないのですか？」

「まさか。この試合は特務小隊ロイヤルガードで戦っても勝算は殆ほとんどないよ。ましてミソラたちならなおさらあるわけないじゃんか」

「じゃあ、なんであなたは悠ゆう々ゆうと構えてるのかしら？」

　こいつ、一体何を言っているのよ……っ!?　内心の驚きよう愕がくを悟さとられぬように、澄すまし貌がおでエリスが尋ねた。

「悠々？　──俺はあいつらがいまにも墜おちるんじゃないかってずっとはらはらしてるよ」

　先程からずっと腕うでと脚あしを組み、ミソラたちの戦いから眼を離はなしていないが、どこがはらはらしているというのか。

　苦戦しているミソラたちをただ見ているだけではないか。

　そんなエリスの胸中にかまわず、カナタは飄ひよう々ひようと口にする。

「それでも、俺は信じてるんだ。ミソラたちなら、きっと最良の未来を手た繰ぐり寄せられるって」

　ミソラたちから片時も視線を逸そらさずに見守るカナタの言葉の真意を、エリスは汲くみ取りきれなかった。







　闘技場。フィールド。

『どうした？　逃げてばかりでは勝負にならんではないか』

　そんな言葉とともに、ユミエールは三発の火球を放つ。

『く……っ！』

　まだ痛みを発する全身に鞭むちを打ち、ミソラが懸けん命めいに回かい避ひ。しかしユミエールの放った火球はミソラに近づいた直後、爆ばく発はつ。

　爆熱がミソラの足首に絡みつく。それが齎す神経が焼き切れるような激痛に、ミソラが貌を歪ゆがめるのが見て取れた。

『ふっ、痛かろう熱かろう悔くやしかろう』

　ユミエールが昂こう然ぜんと言い放つ。

『世界の頂上に立つ兵つわものを決める戦いだというのに、この体ていたらくか。この世界の人間どもは学ばぬな。矮わい小しような貴様らに、我らに勝てるチカラなどありはしない』

　そこから追つい撃げき。数発の火球を、ミソラに叩たたき込む。

『ありはしない、ね』

　躱かわすより迎げい撃げきしたほうがいいと判断したミソラが発砲。迫せまる火球四発を叩き落とし、

『生あい憎にくとこっちは、この程度の苦境に立たされたくらいで諦めるほどの軽い気持ちで戦ってるんじゃないのよ……っ！』

　その勢いで、ユミエールへも発砲してくる。避よけるに及およばないと判断したユミエールは、それを障しよう壁へきで受け止めた。

　絶対防ぼう御ぎよである《崩力》で強化した障壁は、ミソラの砲撃では傷ひとつつかない。

『痴しれ者が。彼ひ我がの戦力差も理解できぬとは』

　ミソラの反はん抗こう心を根こそぎ奪うばい取ろうと、ユミエールがさらなるチカラを行使。獄炎で作られた巨きよ大だいな火球を生み出し、ミソラへ放つ。

『砕くだけろ……っ！』

　その一言に応じて、巨大な火球はミソラの眼前で砕け、炎のシヨツ散トガン弾・フレアとなって襲いかかる。

『………………っ！』

　不意を突かれたミソラは突とつ然ぜんの事態にどうしていいかわからず、命中寸前までその場で足を止めていたように見えた。

　直後、炎のシヨツ散トガン弾・フレアがミソラのいた空間を焼き尽つくす。

　あっけないものよな、強敵を倒たおした感かん慨がいとは程遠い、空くう虚きよさを覚える胸のうちで、ユミエールは戦果を見届けようとする。

　灼しやく熱ねつの炎が晴れた向こうにあったのは、彼女の予想とは裏腹に、力強い眼でこちらを見つめるミソラ・ホイットテールの姿だった。

　外れたわけがないのだが、とユミエールが微かすかに眼を細めたとき、

『行くわよ……っ！』

　なんとミソラがこちらへ挑いどみくるではないか。

　圧あつ倒とう的なチカラを持つこの我に向かってくるとは……。いや、こうでなければ戦いは面おも白しろくない。

　獰どう猛もうな笑みを浮うかべ、ユミエールが数発火球を放つ。まだ墜ちてくれるなよ、と祈いのりながら。

　これまでなら直ちよく撃げきはせずとも掠めていた火球を、ミソラは次々と躱していく。ユミエールがミソラの動きを計算し、爆熱で確実に捉とらえられると判断した火球をだ。

　疲ひ労ろうとダメージでミソラの状態はどうにか戦せん闘とうを続けられるレベルであり、速度も明らかに試合開始当初より劣おとっている。

　にもかかわらず、躱す。

　躱してみせた。

　ふっ、興味深い。窮きゆう鼠そ猫ねこを嚙かむということか……っ！　ユミエールが口の端はをつりあげた。

『動きが変わったな。それが貴様の全力か』

　まるで自分の動きとその意図全てを理解しているようなミソラの動きに、ユミエールはようやく心が躍おどり始めた。

　そうだ。かかってこい！　さらなる苦痛を味わわせてやろう……！

『高機動砲撃姿勢スタイル。それにしても、勘かんがいいな。常人ならば、すでに墜ちていてもおかしくないのだが』

　自らが放った三連発の火球と付ふ随ずいする爆熱を躱し、しぶとく飛び回るミソラを見やり、ユミエールが口にした。

『悪いわね、そう簡単に墜ちるわけにはいかないのよ……っ！』

　こちらの懐ふところに入ってこようとするミソラ。思ったよりもキレのあるその動きに、ユミエールの対応が一いつ拍ぱくにも満たない程度だが、遅おくれた。

　迫る砲撃。障壁を張るも僅わずかに間に合わず、ユミエールの防護服プロテクターに煤すすけた汚よごれがついた。汚れた左ひだり腕うでの袖そでをユミエールが見やると、ミソラは口にする。

『あんたって意外と大したことないのね』

　その瞬間、ユミエールの瞳が濃のう厚こうな怒いかりと敵意を宿す。

『決めたぞ小こ娘むすめ。貴様は我が紅ぐ蓮れんの業ごう火かで焼き殺す』

　激高したユミエールは、即そく座ざに決断。荒ぶるチカラを猛たけり狂わせ、ミソラがいる空ごと紅蓮の業火で焼き尽くし始めた……！







　闘技場。観戦席。最前列。

　空が燃えている……！　フィールドを見上げるエリスの瞳は、大気中に燃え盛さかる炎ほのおを映していた。

　ユミエールが執しつ拗ように、瞬間モメン開タム・放バースト、火球、爆熱波、火か炎えん放射などの徹てつ底ていした熱量を、ミソラがいる空間へ叩き込んだ結果だ。

　しかし、ミソラは微み塵じんも怯ひるむことなく、火の海を泳ぎ、ユミエールへ砲ほう撃げきを放っている。

　ちょうどこの瞬間まで、エリスは忘れていた。

　ミソラ・ホイットテールが宿した新しいチカラのことを。

「なんでしょうかミソラさんのあの動きは？　やけに勘が冴さえ渡っているようですが……」

　怪け訝げんそうに口にするクリスに、エリスはしたり貌をしたくなるのを堪こらえて言う。

「あの子はあのチカラを駆く使しして、夢幻泡影ニトケルテイの軍勢を躱して、わたしにあと少しで一いち撃げきを浴びせるところまで迫ったのよ」

「ふーん、虚こ空くうの高みか」

「虚空の高み？」

「俺が勝手にそう呼んでるだけで、空士の間ではいろいろと呼び方があるよ」

　どうやらカナタは、ミソラのチカラの正体を知っているらしい。

「あのチカラは確かに強い。使い方次第じゃ、どんな状じよう況きようにも対応できる。それでもユミエールには届かないよ。そのことはミソラ自身が一番よくわかってると思う」

　土ど壇たん場ばでミソラがものにした希望を、カナタは否定した。

「あの状態は消しよう耗もうが激しい。まだ扱あつかい慣れてないミソラじゃどこかで感覚がずれる。極限まで研ぎ澄まされた感覚に、体の動きがついていけなくなるんだ。《キメラ・バリアント》との戦いのときもそうだった。ミソラの感覚がずれた瞬間、ユミエールが痛打を放ってくるよ」

　どうやらミソラは以前にも、虚空の高みに至った経験があるらしい。

「そしてミソラにそれを避ける手段はない。ユミエールはミソラを倒しきれずに苛いら立だちに似た不快感を覚えているはずだから、きっと最後は容よう赦しやない一撃を放ってくるよ」

　その言葉を聞いたとき、これまでミソラたちへの好意を表だって示そうとしなかったエリスが声を荒あらげた。

「じゃ、じゃああなたはどうするのよっ!?　この状況で、もう勝算なんて残ってないんでしょ……っ!?」

　カナタに必死に訴うつたえる。

「大事な教え子が酷ひどいめに遭あうってわかっているのに、どうして止めようとしないの……っ!?」

「エリス……」

　エリスやクリスを始め、この場にいる一同の視線を受けても、カナタは頑かたくなに己おのれの考えを貫つらぬこうとする。

「止める止めないは俺にできることじゃない。これは俺の戦いじゃなくて、あいつらの戦いだからな。お前もミソラたちをよく見てろよ」

　非情ともとれる言葉を口にしながら、カナタはかたときもフィールドにいるミソラたちから目を離はなさない。

　まるでこの戦いを、その瞳ひとみに焼き付けようとするかのように……




　……グレゴールたちと対たい峙じするユーリたちの姿はすでに地上にあった。

『リコさん、しっかりしてくださいっ！　まだ墜おちていいわけがありません……っ！』

『冗じよう談だんを言うなユーリ。敵の攻こう撃げきがあまりにもぬるいから居い眠ねむりしかけただけだ』

　獣じゆう化かしたグレゴールの爪そう撃げきを受け落下し、地に墜ちたリコをユーリは慌あわてて助け起こした。リコは気き丈じようにも立ち上がり、上空から睥へい睨げいする《崩ほう力りよく》の遣つかい手たちに魔ま銃じゆうを構えた。




　……ペイシェンスたちと対峙するレクティたちは刃やいばが尽きかけていた。

『ブレアさんっ！　もう刃が……っ!?』

『案ずるな。刃が折れようとも、心は折れぬ。素手であったとしても、支し援えんくらいはできよう』

　変へん幻げん自じ在ざいな刀による斬ざん撃げきと氷結斬撃の連打を前に、残った一刀の魔ま双そう剣けんまでも失ったブレア。彼女は自らの信念を頼たよりにゼロットに挑むも、エネルギー弾だんの直撃を浴びた。

『が……っ！』

『ブレアさん……っ!?』

　落下していくブレアを助けるため、レクティはすぐさま急降下した。




　……ユミエールと対峙するミソラはすでに限界を迎むかえていた。

『く……っ!?』

『ぬかったな。終わりだ小娘……っ！』

　どう動いても防ぎようのない至近距きよ離りから、ミソラは瞬間モメン開タム・放バーストに襲おそわれた。

『きゃあああああ……っ！』

　紅蓮の業火が遂ついにミソラを捉え、絶ぜつ叫きようのあと彼女はチカラ尽きて地に墜ちていった。







「ミソラっ！　ミソラっっっ！」

　観戦席の最前列で、その光景を目まの当たりにしたエリスは思わず立ち上がって叫さけんでいた。

　奮戦を続けていたミソラが、ゆっくりと地に墜ちていく。

　撃げき墜つい判定はまだ出ていない。《崩力》による一撃だったとはいえ、ミソラたちの粘ねばり強さに審しん判ぱんはまだ気絶と判断できないのだろう。

「ミソラ、しっかりしなさいっ！　気を取り戻もどすのよ……っ！」

　もうすぐグラウンドに墜落するミソラを見やり、

「あれだけ必死になって努力したじゃないのっ！　実戦と同じく命を懸かけて、鍛たん錬れんしたじゃないのっ！　なのに、あなたはここで墜ちるのっ!?　それで満足なのっ!?　こんなところで墜ちるために努力してきたわけじゃないでしょう……っ！」

　その声が届いたとでもいうのだろうか。気絶しかけていたミソラがグラウンド直前で飛行魔ま術じゆつを発動。体勢を立て直しながらどうにか落下速度を殺し、着地を試みようとした。

　爪つま先さきが地に着く。

　その瞬間、一瞬意識が途切れたかのように、彼女はぐらっとつんのめり、慌ててグラウンドに魔ま砲ほう剣けんを突つき立て杖つえ代わりにした。

　ここで倒れたらもう起き上がれない。そう感じ取ったのだろう。

　ままならぬ体をどうにか動かし、ミソラは気丈にも上空から睥睨するユミエールを見上げた。

『……いま、何かした……？』

「ミ、ミソラ……っ！」

　掠かすれて小さくなった声。脂あぶら汗あせばかり浮うかぶ額。一目で満まん身しん創そう痍いとわかるその小さな体は、いまだに不ふ屈くつの闘とう志しを示そうとする。

　こうまでして、なお抗あらがおうというのか。

　奮戦虚むなしく、チカラ及およばず──降参ではダメなのか。

『なんだか勝ち誇ほこってるようだけど、ちっとも痛くないわよ』

『ふんっ、よかろう。ならば、少しずつその心をへし折ってやろう』

　直後、ミソラの周囲に強烈な火球の雨が降り注いだ。ロクに動けぬミソラの体がまるでスタント人形のようにあちらこちらに吹き飛ばされる。

　もう彼女に戦えるだけのチカラが残っていないのは明らかだった。

　だが、審判はまだミソラに撃墜判定を下さない。ユミエールの火球が直撃せず、いたぶられるままのミソラがまだ意識を保たもってしまっているからだ。ユミエールに弄もてあそばれているのは誰の眼にも明らかだった。

「カナタ・エイジ、この試合を止めさせなさいっ！　あの子にはもう抗うチカラはないわよ……っ！」

　腕うでを組んだまま微び動どうだにしないカナタに、エリスが叫んだ。

　抗うチカラがないのはミソラだけではない。翼つばさをもがれ、地に墜ちたリコ、レクティ、ブレア、ユーリの四人も一いつ緒しよだ。同じグラウンドで、最後の悪あがきを試みようとしているが、敗色は濃厚と言わざるを得ない。

『くっ!?　これほどまでチカラの差があるなんて……っ!?』

『ユーリ、もう少し耐たえろ。まだわたしは援えん護ごできるぞ……っ！』

『ブレアさん、すみません。わたしも〈アマノハバキリ〉が折れました』

『よく保もったと讃たたえるべきであろう。だが、武器がなくともまだできることがある』

　そう言って、カナタの教え子たちは勝ち目のない戦いに、最後まで挑いどむ。

　刃が折れ、魔ま力りよくと体力が尽つき、この戦いの行く末を薄うす々うすと感じながらも、彼女たちは戦っている。

　爆ばく風ふうと汚お泥でい、土つち埃ぼこりに塗まみれ、無ぶ様ざまに醜しゆう態たいを晒さらしながらも、また立ち上がる。

《ベベル》代表小隊も勝利を確信しながら、さらに嬲なぶり殺しにするとでもいうのか。いまだ抗おうとする彼女たちに、止とどめを刺ささず、いたぶり続けている。

　すでに勝負はついているというのに、なぜこうもむごいことを……！

　憤いきどおりを覚えたエリスの瞳はカナタを映した。殺気立ったその瞳は、教え子を救おうとせず、傍ぼう観かんしかしない教官を咎とがめているのだ。

「カナタ・エイジ……っ！」

　その言葉から滲にじみ出るのは、殺意の最後通告。状況次第では、ここでカナタ・エイジの首を飛ばし、代わりに自分が教官として降参を宣言する。

　この理り不ふ尽じんな教官には、それしかないと思ったのだ。ミソラたちの将来あしたを護まもるために……

「ミソラたちはまだ戦ってる。あいつらの眼は、死んじゃいない」

　直後、ミソラが動く。

　あのぼろぼろになった体のどこにそんなチカラが残っていたのか。降り注ぐ火球の雨に弾はじかれるだけの体で、最後の反はん撃げきを繰くり出していた。

　度たび重なるチカラの行使──最も早はや、作業と慢まん心しんしていたユミエールの隙すきを突き、再び虚空の高みへと至ったミソラは、魔砲剣を構えて挑もうとする。

　エリスには、ミソラがなぜこのタイミングで動いたのかようやくわかった。

　今動けるのは、爆ばく発はつに晒されながらこの瞬間のためにチカラを蓄たくわえていたからだろう。

　カナタの言う通り、ミソラはまだ死んでいなかったのだ。

『まだ我に抗うか、雑ぞう兵ひよう』

『……あんたは知らないでしょうね』

　無数に放たれる火球を躱かわし、ミソラは間合いを詰つめようとする。だが、直線軌き道どうで詰めさせてくれるほど、敵は甘くない。

『カナタ・エイジの教え子はね、この程度の逆境で諦あきらめちゃいけないのよ。逃にげちゃいけないのよ。あいつはどんなに辛つらい時も弱よわ音ねひとつ口にしなかった。あいつは、たとえ一人でも世界を護るっていう気き概がいがあった。そしてあいつはいま、全世界の命運を背負って、二大陣営に戦いを挑んでる』

　火球を躱しながら、ミソラは四方八方に跳はね回る。

『たとえいまの状じよう況きように対して嫌いや味みを口にしても、その役目を、この世界を護るっていう責任を拒きよ否ひしたりはしない。なんでかわかる？』

『わからぬな。そなたが何を言いたいか全くわからぬ』

『でしょうね。あんたたちの世界では、きっとそういう存在がいなかったのよ』

　向こうの世界でのユミエールたちの苦労を慮おもんぱかるも、ミソラが退ひくことはない。

『カナタ・エイジっていう空士は、どんなときも己の矜きよう持じを、信念を曲げたりはしない。あたしたちはその教え子なんだから──』

　一いつ瞬しゆんの隙を見つけたかのように、ミソラは一気に間合いを詰めた。その身を幾いく度どか爆熱が掠めたが、それで動きを止めることはない。

　この突とつ撃げきを止めるにはミソラを殺すしかない、とエリスは思う。ミソラの突撃は死ぬまで止まることはないのだ……！

　なぜならば──

『カナタ・エイジの教え子は潔いさぎよく墜ちることは赦されてないのっ！　たとえ醜みにくくても、泥どろ臭くさくても、強敵相手に抗ってみせないといけないのよ……っ！』

　この子たちの心は、最後まで折れぬからだ。

　彼女たちの瞳に激しく燃え立つ気き焰えんは、ある男への信念であり、決して絶望することはない。

　とった……っ！　とミソラが最後の一いち撃げきを放った。至近距離から確実な照準で、収束ストラ魔イクブ砲ラスターが叩たたき込まれる。

　白銀色の光の奔ほん流りゆうが、ユミエールを包み込んだ。だが、

『「……届かなかったの」』

　やがて砲ほう撃げきが止んだ直後、ミソラとエリスが同じタイミングで同じ言葉を口にしていた。

　二人の視線の先には、絶対防ぼう御ぎよである《崩力》で強化した障しよう壁へきで身を包んだユミエールの姿があった。

　理不尽なことに、傷ひとつ負っていない。

　これが、ミソラにとっての不条理。

『小こ娘むすめ、ここで降くだると宣言すればこのまま燃やさないで赦ゆるしてやってもよいぞ』

　宙を舞まうミソラの顔面を、嗜し虐ぎやく的な貌かおのユミエールが素手で摑つかみ上げた。最早ロクに身動きのとれぬミソラの体が宙にだらりとぶらさがる。

　審判がいよいよ撃墜判定を下そうとしたとき、ユミエールがふと自らの防護服プロテクターの裾すそを見やる。

　微かすかな土の跡あと。

　ミソラの靴くつ跡あとがついていた。

　いましがた気力が尽きかけていたミソラに蹴けられたのだ。

　再びミソラの右足が動く。

　その瞬間、ユミエールの防護服プロテクターに二つ目の靴跡がついた。最後の最後まで、ミソラは屈くつしない。この身を屈服させようとするならば、燃やし尽くしてみせろ。できるものならば──。その小さな二つの靴跡が、ミソラの想いを代弁していた。

『不快だな。囀さえずるだけしか能のない痴れ者め、塵じん芥かいにしてやろう』

「カナタ・エイジ……っ！」

　もう見ていられない。最後まで不条理に抗おうとする、この小さな勇者たちを、救わなければならない！　護らなければならない……！

　彼女たちが空に散らず、いまもなお戦い続けるのはなぜだ？　──決まっている。この世界で人類と魔ま甲こう蟲ちゆうの共存の道を模も索さくするためだ。

　全身全ぜん霊れいを捧ささげ絶望に立ち向かう者たちのために、いま自分ができることはないのか？　──エリスがぎゅっと拳こぶしを握にぎる。

　たとえ、世界中の誰だれもが《崩ほう力りよく》の遣つかい手に抗えなくとも、わたしならあの不条理に抗えるわ。

　絶望の底で戦い続けるミソラたちの高潔さが、エリスを突き動かす。

　その直後、エリスはいまだに試合を止めようとしないカナタの頰ほおに平手打ちをし、観戦席を飛び出して行く。「エリス」と名を呼び、遅おくれてクリスもフィールドへ飛び込んだ。

　……その瞬間、ぶたれた頰を赤く染めているカナタは腕を組むのを止め、不ふ敵てきな笑みを零こぼす。それから、べっとりとしていた掌てのひらをズボンで拭ぬぐった。腕をずっと組むことで己おのれに枷かせをかけなければ、エリスの代わりに自分が飛び出していたことだろう。腕を組んだまま固く握り締しめていた掌は、赤い血で濡ぬれていた。







「よしなさいユミエール……っ！」

　予期せぬ方向からの呪じゆ力りよく弾だんにユミエールは咄とつ嗟さに腕を引っ込めた。地に墜おちるミソラを、エリスは慌あわてて抱だき抱かかえる。

「もう勝負はついたわ。これ以上ミソラを弄もてあそぶことはないでしょう」

「これはこれは。誰かと思えば、まさかあなたが飛び出してくるとは……」

　乱入してきたエリスに、ユミエールは微かに眼を細めていた。だが、ミソラをいたぶることに悦えつ楽らくを覚えている敵を止めることは難しいだろう。

「……エ、エリスさん……。ま、まだ試合中です……」

「あなたたちはよく戦ったわ。だから、いまは黙だまってなさい」

　これ以上戦えば、ミソラの精神こころが死ぬ。不条理に抗う勇気は、もう充じゆう分ぶんにミソラからもらった。

　そんなエリスがするべきことは、この場を収おさめて兄を正すことだ。

「クリス、止めても無む駄だよ。わたしはたとえ命に代えても、ミソラたちにもらった勇気に報むくいるつもりだもの」

「もとよりわたくしに止める意思などございません」

　クリスはエリスの横に並び立ち、ユミエールと対たい峙じした。その意を受け、グレゴールたちもユミエールのもとへ集合する。

　必然、エリスの背後にはチカラ尽きて身動きすらままならぬリコたちの姿が残された。

「ふんっ、裏切り者に容よう赦しやするつもりはない」

　ユミエールが目配せすると、グレゴールがフィールド中央にあるモニュメントに、エネルギー弾を叩き込む。〈ソーサラーフィールド〉発生装置は瞬またたく間まに崩くずれ去った。

　闘とう技ぎ場が殺戮領域キリングフイールドと化したことで、観戦席から一瞬どよめきが生まれる。

　だが、突とつ然ぜんの事態の連続に、観衆たちの危機意識が麻ま痺ひしているのか、どよめきはエリスが思ったほど広がらなかった。

　そんなとき、エリスの前に、世界の根こん幹かんを揺ゆるがしている男が舞い降おりてきた。

「おや、困りましたね。まさか乱入者が出るとは」
















「お兄様……」

　青水晶ブルークオーツのように輝かがやく瞳ひとみに、エリスと同じ金色の髪かみをした青年──ゼス・ヴィーゲルトの姿がそこにあった。傍かたわらには、淡あわく輝く蒼玉サフアイアのような長ちよう髪はつに、膝ひざまである白いブーツを履はく光こう彩さい奪だつ目もくの美人──キルスティ・バーミリオンの姿がある。

「この場合、判定はどうやってつけるのかな？　彼女は《ミストガン》代表小隊の関係者のようだが」

「関係者による妨ぼう害がいであれば、《ミストガン》代表小隊による反則負けかと。どの道、これ以上戦い続けたところで勝負は見えていますし、抗こう議ぎの声は生まれないでしょう」

　そう言って、キルスティが審しん判ぱんを睨にらみつけた。審判は場内放送で《ベベル》代表小隊の勝利を宣言。観戦席から大きなどよめきと微かな歓かん声せいが上がる。

「どうやら《ベベル》代表小隊の優勝が決定したようだね。さて、これでわたしが教皇陛下アークビシヨツプに代わり、この世界の統治者になったわけだが、不満がある人はいるかな」

　そう言って、ゼスは闘技場に集まった観衆たちを見み渡わたすが、誰も異議を唱える者はいない。《崩力》の遣い手たちを統すべるゼスに睨まれるのを、恐おそれてのことだろう。

　だが、

「では、教皇陛下アークビシヨツプに代わりわたしがこの世界を──」

「お兄様、もうおやめください……っ！」

　エリスだけは面と向かって、ゼスに反対した。

「この世界の人類は、たしかに人型魔ま甲こう蟲ちゆうには敵かないません。《崩力》を宿さぬ矮わい小しような輩やからを見下したくなる気持ちもわかります。わたしも、その中のひとりでしたから」

　チカラこそが全て。それはこの世界で生きる上で合理的な考えであり、エリス自身もいまだに正しいと思っている。しかし、

「ですが、ミソラたちは違ちがいます。どんな逆境にも、理り不ふ尽じんにも必死で抗あらがって、不条理を覆くつがえし続けようとしていました。あの頃ころのわたしたちと同じです。この世界の人類にも、心が強く信しん頼らいできる者たちがいるのです。わたしはその者たちと友達になりたい。そして共に繁はん栄えいする道を模索したいんです」

　エリスが口にしたのは、人類と魔甲蟲の共存共栄。強者である人型魔甲蟲が、弱者である人類と平等に生きる道だ。だがゼスは、

「くだらないな」

　心の底から蔑さげすむ視線を、エリスへ注いできた。

「チカラなき者たちとともに生きる？　──勝者が支配し、敗者が服従する。世界というのは常にそういうものだからこそ、わたしはチカラを信しん奉ぽうしているんだよ。……さあ、退さがりなさいエリス。これ以上、わたしの計画を邪じや魔まするようなら、ここでキミも排はい除じよするよ」

「お、お兄様……っ!?」

　食い下がるエリスの前で、ゼスは一言だけ口にする。

「キルスティ」

「ゼス様は退さがれとおっしゃった」

　その直後、無防備なエリスへ向かって呪じゆ鎌れんを構えたキルスティが迫せまった。もしかしたらゼスは威い嚇かくを意図して口にしたのかもしれない。少なくともエリスには、あの兄が実の妹を殺せと指示したようには聞こえなかった。

　だが、キルスティは眼前へと迫り、悪意と殺意の交じった呪鎌を振ふり下ろす。傍らに立つクリスがエリスの名を叫さけび、呪じゆ詛そ──破ア邪ーのジ障リ壁スを発動しようとするが間に合わない。

　エリスの命を刈かりとろうとした鎌撃が迫ったその瞬しゆん間かん、

「お前らが勝ったら、エリスを殺すなんて約束はしてなかっただろ」

「カナタ・エイジ……っ!?」

　突とつ如じよとして現れたカナタが漆しつ黒こくの魔ま砲ほう剣けんで、鎌撃を受け止めていた……！







　　　第二章　カナタの決断







「カナタ君。キミが約束を反ほ故ごにして、わたしたちの前に立ちはだかるというのか」

　もとよりあの場での約束を護まもる者がいるとは、ゼス自身思っていない。

　ただカナタの挙動に少しでも迷いが生じればそれでよしといったところだ。

　ひとつ気になることがあるとすれば、カナタがこのタイミングで現れたことだ。ゼスの想定では、教え子の窮きゆう地ちを救うのはエリスではなくカナタのはずだったのだが……

　まさかエリスを護るためになし崩くずし的に登場したわけではないだろう。

　交こう渉しようの場で、カナタはアンネローゼとゼスの予想を超こえた提案をしてきた曲くせ者ものだ。このタイミングでカナタが現れたのは、きっとゼスの想像が及およばぬ意図が隠かくれているのだ。

　そんなゼスの懸け念ねんに反し、カナタはしゃあしゃあと言ってのける。

「まさか。お前との約束を反故にしたりはしないよ。ミソラたちが敗やぶれた以上、お前とした賭かけは護る」

　つまり、ゼスがこの世界の人類の支配権を得ることだ。

「カナタ・エイジ、ミソラたちを助けようとしなかったあなたがいまさらなにを──」

　助けられたエリスが、カナタ君を忌き避ひするか。

　一方カナタは、エリスに嫌きらわれても一切気にせず、ゼスを見やり、

「なあゼス。賭けは護るって言ったけど、この世界の人々がお前を支配者として受け入れるかどうかは別の話だぞ」

「受け入れるほかないよ。この世界の人々は、ユミエールたちの強さに抗あらがうことの愚おろかさを知ったからね」

　人の心を折るなど造作もないことだ。あらゆる人間は理り不ふ尽じんな暴力──不条理の前に屈くつさざるを得ない。

「さて、幾いくつかのトラブルに苛さいなまれましたが、この空戦武踏祭エリアルソードで《ベベル》代表小隊は優勝を果たしました。ゆえに──」

　観衆たちを見回し、ゼスが宣言する。

「これより教皇陛下アークビシヨツプに成り代わり、わたしがこの世界を統治します。むろん、誰だれもがすぐに従うとはわたしは思っていません。それにカナタ君はともかく、教皇陛下アークビシヨツプが約束を遵じゆん守しゆするとも」

　ゼスは強化した視力で、ＶＩＰルームをちらりと見やる。窓辺にアンネローゼの影かげはない。

　おそらくアンネローゼは、この闘技場のどこかに姿を隠かくし、ゼスの不意を打つ機会を虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっていることだろう。

　不意打ちされたところでわたしが敗れることはないだろうが、教皇にいいように振り回されるのはいい気がしないな。ならば──とゼスがとある思念を発する。

　それはゼスの中にある呪じゆ力りよくを通じ、《ベベル》の内空に伏ふせておいた魔ま甲こう蟲ちゆうたちを呼び寄せた……！

　突如として教皇浮ふ遊ゆう都市《ベベル》に大規模な魔甲蟲の群れが出現。黒い影が都市上空を覆おおい始め、それは闘技場上空にも及んだ。市街地で上がっているであろう数多あまたの悲鳴を想像し、ゼスが忠告する。

「すでに《ベベル》には、わたし配下の魔甲蟲が展開し、わたしの指示さえあれば、すぐに戦せん闘とう状態へ移行する即そく応おう態勢を取っております。これでこの《ベベル》は、わたし配下の魔甲蟲に護られていることになります」

「体ていのいい人ひと質じち、ということですか？」

　その声がした方をゼスが見やると、観戦席の中に背中まである金色の髪とすらっとした手足に、白いドレスを纏まとう妙みよう齢れいの女性──アンネローゼ・サザーランド・ベベルの姿があった。

　観衆に紛まぎれ、不意を打ってゼスを討つつもりだったのだろう。近この衛えの姿が見当たらないのは、何か策を用意させているからか。

「人質？　──いいえ。わたしがこの世界の支配者になった以上、全ての人間はわたしの所有物ものに過ぎません。さあ教皇陛下アークビシヨツプ、こちらへ」

　宙を舞まうゼスのもとへ、飛行魔ま術じゆつを発動したアンネローゼが近づいてくる。

《ベベル》中に配備した魔甲蟲が市民を人質に取ったお蔭かげで、カナタもアンネローゼも下へ手たに手出しができない。

　これでわたしが世界の覇は権けんに王手をかけたことになるね。

「さて、ではわたしが支配者になった手始めに、教皇陛下アークビシヨツプと彼女を支持する評議員たちの首を刎はね、新たなる秩ちつ序じよの幕開けとしましょう」

「ゼス・ヴィーゲルト、やはりそう来ましたか」

　最も早はや、対たい峙じは避さけられない。

　高まる緊きん張ちよう。鋭するどさを増す殺意。

　アンネローゼの選せん択たくひとつで、全てが決まる。彼女が《ベベル》の市民を見み捨すてゼスに抗うか、それとも市民を助け、呆あつ気けなくゼスに殺されるか。前者を選んだ場合、この場の証人──恐きよう怖ふに駆かられた観衆たちの眼には、アンネローゼの行動が自己保身によるものに映るはずだ。

　どう転んでも、アンネローゼに未さ来きはない。

　どこかに潜ひそんでいる近衛にもこの状じよう況きようを覆せないだろう。

《ベベル》に侵しん入にゆうした魔甲蟲の群れを殲せん滅めつするための大規模な戦力が存在しない以上、人質に取られた市民が行動の足あし枷かせとなるのだ。

　さあ教皇、最後の選択はあなたに任せて差し上げましょう。

　迫るアンネローゼが殺意を込めた視線でゼスを見やり、意を決しチカラを発動しようとしたとき、

「………………っ!?」

　どこからともなく飛来した光の奔ほん流りゆう。それは闘とう技ぎ場の上空にいる黒い影を斬きり裂さき、一いつ瞬しゆんで数十体のアルケナル級を葬ほうむり去った。

　砲撃が来る方向をゼスが見やると、市街地側の空に黒くろ髪かみのポニーテールに薄うす紫むらさきのリボンをした少女──クロエ・セヴェニーの姿があった。傍かたわらには、魔ま剣けんを抜ばつ刀とうして迎げい撃げき態勢を整えているロイドの姿もある。

「おや、誰だろうね我々に歯向かっているのは」

「馬ば鹿かなことをっ！　誰かあの者の砲撃を止やめさせなさい……っ！」

　アンネローゼが叫んだ。おそらく観衆に紛れた近衛に指示したのだろう。アンネローゼの選択とはべつに、《ベベル》市民が魔甲蟲に殺さつ戮りくされる可能性が高まったのだから当然だ。人類陣じん営えいの関係者に緊張が奔はしる中、

「いいや、止めさせる必要なんかねーよ」

　不ふ敵てきな笑みを浮うかべ、カナタだけは自信満々の面つら構がまえを崩くずさない。

　まるで全てが自分の計算通りとでも宣言するかのように。

「どうやらカナタ君の仕込みのようだね。だが、愚かな手を打ったものだ。もしかしてわたしが用意したあれがお飾かざりだとでも思っているのかい？」

　ゼスがキルスティを一いち瞥べつ。頷うなずいたキルスティが闘技場上空にいる魔ま甲こう蟲ちゆうたちに指示する。

「殺せ」

　直後、闘技場上空にいる黒い影が動き出した。クロエの砲撃を受けてもなお圧あつ倒とう的な数を誇ほこるその一団は、黒こく雲うんから伸のびる黒い手の如ごとく降下し、アンネローゼと観戦席に居合わせた評議員たちを喰くい散らかそうとする。

　ここで教皇を惨ざん殺さつすることにより、わたしたちの地位はより確実なものになる。圧倒的なチカラで教皇を倒たおし、さらに教皇の死に激高した何人かの勇ゆう敢かんな人々を圧倒的なチカラで虐ぎやく殺さつしたという話が広まれば、誰もわたしに逆らおうとは考えないだろう。
















　最小限の犠ぎ牲せいで、容易たやすく人々を服従させられる。

　これで、わたしの勝ちだね。

　ゼスが勝利を確信した瞬間、カナタがふっと口の端はをつりあげた。

「なにが可お笑かしいんだい？」

「お前がまだ気づいてないってことだよ。まさか俺がなにもせずに、この状況をただ受け入れてるとでも思ってるのか？」

　その瞬間、観戦席で破は壊かいが巻き起こった。次々と次々と次々次々次々と──魔甲蟲が爆ばく発はつしていく……！

「何をした？」

「んっ、言わなかったか？　お前の計画はミソラたちがぶっ潰つぶすって」

　ゼスの視線の先には、武装した観衆たちの姿があった。いや、彼らは観衆ではない。空戦武踏祭エリアルソードに参加した各学校の代表小隊の面々だ。

「ゼス・ヴィーゲルト。お前はミソラたちの戦いぶりを、見てなかっただろ」

　へっと不敵な笑みを浮かべ、カナタが語る。

「たしかにミソラたちのチカラじゃ《ベベル》代表小隊には敵かなわない。でも、お前の計画をあいつらは確実に潰してくれたよ。だからこそ俺が事前にしていた依頼通りに、みんなが動いてくれた」

　魔甲蟲の群れと対峙する者たちを見回し、カナタが告げる。

「いま動いてる連中はさ、ミソラたちの戦いを見て腹を括くくってくれたんだ。俺はさ、この試合が始まるまでに『もし《ミストガン》代表小隊が《ベベル》代表小隊たちに立ち向かう様を見て、同じ空士として何か感じることがあるなら、次に来きたるべき災さい厄やくを協力して乗り越こえてほしい』って、あそこで魔ま砲ほう杖じようを構える仲間を通じて、伝言を頼たのんだんだ。仲間たちが動き出したのは今朝からだったんだけど、充じゆう分ぶんな数の人間に聞いてもらえたようだな」

　つまり、カナタは《ミストガン》代表の負けを前提として、作戦を組んでいたようだ。

　ＶＩＰルームで、カナタがゼスとアンネローゼ相手にした発言が、不意に脳のう裏りを過よぎる。




　──あのさ、二人とも熱が入ってるところわりーんだけど、お前らの計画は俺の教え子たちが必ず潰すよ。だから、こんなところで何を言い争っても無む駄だだぜ。どんな強さを持っていても、ミソラたちを相手にしたら必ず潰される




　ふむ、あれはこういうことだったのか。

　試合に勝って勝負に負けたのだ。

「あんたはさ、傲ごう慢まんなんだよ。ミソラたちは確かに弱者だ。だが、弱者ゆえに人の心を動かすことができる。あの戦いぶりを目まの当たりにして、ここで諦あきらめるなんて選択する空士はいないよ。お前はミソラたちのチカラを甘く見過ぎたんだ。ミソラたちの諦めない戦いが呼び起こす奇き跡せきをな。

　なあゼス。俺は教皇陛下アークビシヨツプに代わり、あんたがこの世界の支配者になることを認めるって約束はしたよ。だが空士として、市民を傷つけようとする連中を俺は放っておくつもりはないぜ」

　そう言って、カナタは魔ま砲ほう剣けんの切っ先をこちらへ向けてくる。

「支配者がアンネローゼを始めとする市民を害そうとする場合、それを護まもるのは空士である俺の務めだ」

　その言葉を皮切りに、状況が動く。

「カナタ・エイジ、貴様はここで滅ほろびろ……っ！」

「ふっ、我の戦場を汚けがした罪、償つぐなってもらう」

《崩ほう力りよく》を発動したキルスティとユミエールが、ゼスの指示を待たずにカナタへ迫せまる。如い何かにカナタ・エイジが強力とはいえ、全力のこの二人を同時に相手にするのは厳きびしい。

　厳しすぎる。

　ユミエールの斬ざん撃げきと、キルスティの鎌れん撃げきが必殺の間合いでカナタに迫ったとき、容よう赦しやのない突とつ風ぷうが吹ふき荒れ、土つち煙けむりが一瞬で巻き上がる。

　直ちよく撃げきならばカナタもただではすまないはずだ。

　だが──

　土煙が静まったそこには、若じやつ干かん天然パーマのかかった、ふわふわした桃もも色の髪かみの少女──ノエル・ル・サンスーシ・デア・ランシール・ド・ワーフと、くるくると巻かれたブロンドの髪に、奥深い紫色ヴアイオレツトの瞳ひとみの少女──ミーナ・パープルトンがいた。

「《崩力》っていっても、正面から受け止められないわけじゃないのね。風の加護シルフイードを使って損したわ」

「あらチビ虎とらさん、ミソラさんたちの戦いぶりを見ていなかったの？　この人たち、偉えらそうなことを言ってるわりに、ミソラさんを墜おとし損そこねているのよ」

　険けわしい表情を浮かべ減らず口を叩たたく二人を前に、キルスティたちが一いつ旦たん間合いを取る。そこへ、

「さてとロイド、さっきアップを済ませたから、ここは全力で勝負するよ」

「まったく。鼾いびきをかいて寝ねてばかりの人は気楽でいいですね。そういえばこれって危険手当はでるんでしょうか？」

　このタイミングで魔ま甲こう蟲ちゆうを迎撃していたクロエとロイドが合流し、さらに、

「えへへっ、お姉ちゃんたちには逃にげろとか言われたんだけど、ここで逃げるようなら、わたしは大事なものを失うと思ったから、だから戦うよ……っ！」

「悪いけど、エリス様はわたしの主あるじで、ミソラたちはわたしの下僕なの。それに手を出した以上、相手がユミエール様の配下でも、赦ゆるすつもりはないわ……っ！」

「うん、よくできたわねリーゼちゃん」

　アリアと、エミリーを肩かたに乗せたリーゼリットが敵陣営に啖たん呵かを切っていた。

　アリアとリーゼリットは年ねん齢れい的に幼いこともあり、カナタは自分の身を護りながら逃げるように指示を出していたのだが、大事な仲間を放っておけなかったらしい。

　止とどめといわんばかりに、

「ゼス・ヴィーゲルトの相手はわたしが務めます。カナタ・エイジ、あなたはキルスティの相手をしなさい。……ゼス・ヴィーゲルト、わたしとあなたがここで戦うと被ひ害がいが大きくなりすぎます、場所を移しますよ」

　白い輝かがやきを後光のように纏まとうアンネローゼがゼスと対たい峙じした。おそらくアンネローゼは《絶力》を発動したのだろう。

　人類陣営の代表だ。これくらいできて当然なのだろう。

　すでに市街地上空では、空戦武踏祭エリアルソードの参加者たちによる迎撃戦が開始。魔甲蟲の群れに組織だった攻こう撃げきを加えている。

　ゆえに、この場で《崩力》の遣つかい手たちと交戦するのは当然な流れのように思えた。が、ただ一人、この状じよう況きようを作り出した少年だけはすでにこの戦いが終わりを迎むかえていることを理解していた。

　集つどってきた仲間たちを背に、カナタが言い放つ。

「いいや、その必要はねーよ。この戦いはもう終わりだ」

「終わり？　ああ、魔わ甲た蟲し陣た営ちの詰つみということですね」

　呪じゆ鎌れんを向けるキルスティの発言を耳にしながら、ゼスは顎あごに手をやりおもむろに考え込んでいる。

「まさか。そんなわけないだろ」

　カナタが口にした刹せつ那な、数十名の空士がカナタたちのもとへ向かってきた。闘とう技ぎ場上空に降下してきた魔甲蟲たちを迎撃していた集団だ。変キ異メ種ラがいない群れ相手ならば、組織だって戦えば殲せん滅めつも難しくなかったようだ。

　それに続くように、幾いくつかの集団が対峙する魔甲蟲たちを殲滅させ、《ベベル》を護るためにこの戦域へと向かっていた。

「さあ、どうするゼス・ヴィーゲルト？」

　挑ちよう発はつするようにカナタがゼスを見やった。《崩力》を空士たちへ向ければ、容易く葬ほうむれるだろう。案の定、キルスティがこのように進言した。

「ゼス様、増ぞう援えんが来たようですがしょせんは雑ぞう兵ひようです。このまま敵対勢力を一いつ掃そうし《ベベル》を掌しよう中ちゆうに収めましょう」

　そう。《崩力》の遣い手たちなら、この状況でも互ご角かく以上に渡わたり合える。だが、キルスティの言葉を耳にしたゼスは、逡しゆん巡じゆんするように数すう瞬しゆん眼を瞑つぶった。そして次に彼が眼を開いたときに出た言葉は、キルスティの期待を裏切るものだった。

「いや、いい。今日は退ひくことにしよう」

　カナタはへっと口の端をつりあげ、キルスティが意外そうに眼を瞠みはる。

「御お言こと葉ばを返すようで恐きよう縮しゆくですが、このまま戦えば押し切れるのでは？」

「キルスティ、私たちが求めるものはなんだい？」

　包囲しようとする空士たちを見回し、ゼスが尋たずねた。

「わたしたちが求めるのは、この世界の人間全てを殺さつ戮りくし尽つくすことではなく、抵てい抗こうの芽めを摘つみ、この世界の支配者としてわたしたちの存在を認めさせることだ。そのためにわたしは空戦武踏祭エリアルソードで人々の心を折ろうと、敢あえてユミエールたちに示じ威い行こう為いを指示した」

《ベベル》の住人を悉ことごとく虐ぎやく殺さつするのが、ゼスの目的なのではない。彼が求めるのは、この世界に住む人々を屈くつ服ぷくさせ、隷れい属ぞくさせることなのだ。

　そのために教皇陛下アークビシヨツプを殺害し、反はん抗こうしようとする人々の心を折ろうとした。

「だが《崩力》を前にしても、この世界の人々の心を折ることはできなかった。見たまえ、彼らの表情を」

　ゼスの瞳に映るのは、名も知らぬ空士たちがこちらへ向けてくる滾たぎった瞳だ。勝てぬと知る相手に挑いどむ彼らの瞳に絶望はない。

　そこにあるのは、空士が命を懸かける理由。

　自分のチカラが持つ意味。無む辜この民たみを護る理念。そういった人の心にある正義感によく似た勇気が、彼らを突つき動かしているのだ。

　仮にここでカナタと抗あらがう空士を悉く抹まつ殺さつしたところで、この世界の人々を隷属させることはできない。彼らの死に様を目の当たりにしても、この世界の人類には抵抗の芽が必ず残る。

　それでは意味がないのだ。

　ゼスが望むのは、この世界の人々の絶対的な隷属。二度と反抗しようと考えない世界なのだから。

「いまにして思えば、カナタ君がわたしたちの前でエリスを庇かばってみせた時点で警けい戒かいするべきだったんだろうね、彼の策略を。カナタ君は教え子たちを見み世せ物ものにして、人々の士気を維い持じし、戦意を保ち続けてみせたんだ。つまり、この場でいくら戦い合ったところで、この世界の人々を支配することはできないんだよ」

　そのあとゼスは、こう言い添そえる。

「撤てつ退たいだキルスティ」

「ですがゼス様……」

「キルスティ、キミはわたしに同じことを何度も言わせるつもりかい？」

「……失礼しました」

「では、このまま撤退するよ。ユミエールたちもいいね。まずは内空に伏ふせておいた飛空艇ていに向かう。勢いづいて敵が追つい撃げきしてくるようなら、戦技で一気に突き崩くずす。……キルスティ、キミは撤退の指揮を執とってくれ」

　そう指示したあと、ゼスはカナタを向き、

「カナタ君、キミはどうやらわたしのことを本当によく理解しているらしいね。なら、このまま撤退したわたしがどう出ると考えているか、教えてもらえるだろうか？」

「簡単だよ。あんたが次に打つ手は、総力戦だ」

　後ろに控ひかえるリバーとアンネローゼを庇うように、次々と集まってきた空士たちを背に、カナタが言い放つ。

「《崩力》で人々の心が折れなかった以上、あんたたちはさらなるチカラを示す必要がある。そんでアンネローゼは《ゲート》を破は壊かいしたがってるからな。お互たがいの意思がぶつかりあった結果齎もたらされるのは、両陣じん営えいによる史上最大規模の空戦だ」

「つまり、キミがエリスを唆そそのかした結果、多くの命が失われる未来が訪れたということだ。キミはわたしたちばかり非難するが、最も非難されるべきはキミなのではないかね？」

「そんなものは最は初なっから覚かく悟ごしてたよ」

　ミソラたちに勝算のない戦いを強しいた時から、彼は自己嫌けん悪おがやまなかった。教官として、いや人としてあるまじき選せん択たく。本来ならば、人類陣営の代表であるアンネローゼがするべき選択を、彼がしたのだ。

　──してしまったのだ。

　それが、己おのが領分を弁えぬ選択と知りながら……

「でも、たとえ戦争犯罪人の汚お名めいを着せられようと俺は自分が正しいと思ったことをする。それがミソラたちの教官として……いや、この世界に生きる空士として正しい道だと思ったんだ。──だから俺は戦う。たとえ、これから先にどんな未来が待ち受けていようと」

「ふっ、ならばキミは一いつ生しよう涯がい後こう悔かいすることになるだろうね」

　そう言って、ゼスはカナタの後ろに控えるアンネローゼを一いち瞥べつし、

「《絶力》を有する教皇が、なぜいままで率先して戦場に立つことがなかったか、キミも気になっていることだろう。そのことを教皇に問いただしてみるといい」

　警句めいた言葉を口にしたとき、キルスティが「ゼス様」と一言声をかけた。

「じゃあ、わたしたちはこれで失礼するよカナタ君。次に会うときは、戦場でお互いに命尽きるまで戦い合うことになるだろうね」

「カナタ……っ！」

　クロエの意を察し、カナタはその場の全員に指示した。

「追撃は要いらない。追いかけたところで、こっちの犠ぎ牲せいが増えるだけだろうからな」

　そう言って、彼は集まってきたクロエたちと空戦武踏祭エリアルソードの参加者たちを見渡し、

「そんなことより、俺たちも態勢を整えるぞ。無事な奴やつは撃うち漏もらした魔甲蟲がいないか確認、負傷者は退かせてちゃんとした治ち療りようを受けさせるようにしてくれ」

　空戦武踏祭エリアルソードの参加者でないにもかかわらず、カナタは当たり前のように指示をした。そのことに文句を言う者は一人もいなかった。

　退くに退けなくなっちまったな……

　エリスを庇い、策を巡めぐらせて敵の謀ぼう略りやくを潰つぶし、教皇を差し置いて敵の大将ゼスと話をする。

　カナタという存在の異質さが際きわ立だっていた。

　もうこれまでのようにはいられないだろう。

　さてと、俺もやるべきことが山積みだな。そう思いながら、カナタはアンネローゼのもとに飛び、事態の収しゆう拾しゆう方法について相談し始めた。その間、カナタの胸中には絶えずひとつの想いが渦うず巻まいていた。




　　　　※※※




　それにしても、随ずい分ぶんと被害が出たものね。

　魔甲蟲陣営との戦闘が終わり関係者たちが事後対応に追われる中、閑かん散さんとした闘技場の観戦席から、エリスは周りを見渡した。グラウンドは整地されることなく戦闘痕こんが残され、観戦席には慌あわてて逃にげた人々の荷物が散乱し、まるで台風でも吹ふき荒れたかのようだった。

　エリスはそのまま観戦席の最上段へと上り、フェンスから闘技場の外を眺ながめた。闘技場の周りには幾つものアルケナル級の死し骸がいや体液が飛び散っており、いまだに処分待ちの状態だ。多くの人手は市街地復興に駆かり出され、そこで主おもに魔ま甲こう蟲ちゆうの死骸を都市外へ運うん搬ぱんしたり、魔甲蟲の体液による細さい菌きん感染を抑おさえるるための除じよ菌きん剤ざい散布作業に従事している。

　昨日までは平和の象しよう徴ちようであった《ベベル》も、今日には戦闘の災さい禍かに吞のまれ、魔甲蟲の脅きよう威いを痛感させられてしまった。エリス個人には人類に敵対する意思がないとはいえ、間ま違ちがいなく人型魔甲蟲と人類の融ゆう和わへの道は遠とお退のいたことだろう。

「この一件で、わたしたちの理想の実現は遠くなったわね」

「ええ。ですが、今回は幸運だったというべきでしょうね。何かひとつでも上う手まくいかなければ、わたくしたちは今ここにはいられなかったのですから」

　厳きびしい現実に直面するエリスに、クリスが言う。

「今回貴方あなたがミソラさんを庇おうとした姿は多くの人々に目もく撃げきされています。貴方の勇気を知る人々は、決して貴方のことを悪く言わないでしょう」

　クリスにそんな言葉をかけられたとき、カナタたちが階段を上ってきた。

「ミソラたちはどうだったの？」

「問題ねーよ。過度の精神消しよう耗もうが原因だってさ」

　戦闘終息と時を同じくしてその場に倒たおれたミソラたちを、病院に担かつぎ込んだカナタが言った。傍かたわらには、クロエとロイドの姿がある。ミーナたちは市街地の方に駆り出されているのだろう。

　エリスと同じ光景を眼にしながら、カナタが言う。

「あいつらの頑がん張ばりがなかったら、もっと大きな被ひ害がいが出てたよ」

「その代だい償しようとして教え子が全員入院ですか。随分と酷こくな手を打ったものですね。ひとつ歯車が狂くるえば、取り返しがつかなかったんじゃありませんか？」

「もーうカナタ、あんまり酷ひどいことをすると教官失格だよ」

　ロイドとクロエから咎とがめられ、カナタは返す言葉もないようだった。

「教官失格、か」

　まるで自分に何かを問うかのように、カナタはぼんやりと空を見上げる。

《ベベル》戦において、ミソラたちの死力を尽くす姿でエリスの心を動かすという、非道で下げ種すな策を弄ろうしたカナタは言い訳ひとつしない。

　その罪を、重さを分かったうえで背負う覚悟のようだ。

　ミソラたちは、敗北の責任をカナタに問うことは決してしないだろう。部外者のエリスでも、カナタと教え子たちの間にある絆きずなは疑いようがない。

　そんなとき、

「ねえカナタ。そういえばさ、なんだか妙みような感じがしない？」

「妙な感じ？」

「うん。《ベベル》にカナタが向かってから、カナタが少し遠くなった気がする」

「？　遠くなった？」

　クロエがカナタの隣となりで同じ空を見上げた。

「うん。なんだろ、存在感が薄うすくなったっていうのかな。カナタ自体はここにいるんだけど、どこかぼやけているっていうか」

「じつはクロエの言ってる感覚が僕にもありました」

　訳の分からぬカナタの近くで、さらにロイドも空を見上げる。

「なんだかカナタが遠くなった気がしましたよ。どう表現していいかわからないんですが、いるのにいなくなったというか。まあ実際物理的距きよ離りが開いて、会えなくなってましたしね」

　この子たちって強いわりに意外と感傷的なのね？　などとエリスはある種の共感シンパシーを覚えていた。

「それとここだけの話、僕の感覚と時期を同じくして《ミストガン》でのカナタへの陰かげ口ぐちもかなり減ったんですよ。もっとも人の噂うわさなんてそう長続きするものではありませんし、Ｅ６０１小隊を育て上げた実績が評価されたのかもしれませんね」

「Ｅ６０１小隊を育て上げた実績か」

「どうかしたの？」

「さーな。でも、結果がどうなるにせよ、いまの俺にできることをしようと思っただけだよ」

　そう言って、カナタはエリスへ視線を移した。

「あなたは強いのね」

「お前が思ってるほど強くはねーよ。俺だって悩なやみもするし、戸と惑まどったりもする。だけど、あいつらが頑張ってる姿を見るとさ、それに報むくいるような何かをしてやらなくちゃいけないって感じるよ」

「それで、いったいわたしに何の用があって来たの？」

「いまが攻せめ時だと思ってさ」

「攻め時？」

「そ。人類陣営が混乱してる。だから、お前はまず行動しなくちゃならない。クリスと一いつ緒しよに、自分にできることを」

　カナタがさせようとしていることはすぐにピンと来た。だが──

「お前がすぐに動かないのは、ゼスの件がひっかかってるんだろ」

　見み透すかされて、返す言葉が浮うかばなかった。

「でも、それはいまおいておけ。そのことに捉われてこの機会を逃のがせば、お前たちの政治基き盤ばん作りが遅おくれる。取り返しがつかなくなるかもしれないぞ」

「……そうね」

　手をこまねいていれば、自分だけじゃなく、クリスや人型魔ま甲こう蟲ちゆうの子供たちに危険が及およぶ恐れがある。怨うらみを怨みで返す復ふく讐しゆうの連れん鎖さは、どこの世界でも同じだ。

　だが、エリスが上手く立ち回りさえすれば、彼女の庇ひ護ご下にある同どう胞ほうの危険を減らせる。なぜなら、いまのエリスには人型魔甲蟲と対立し、ミソラたちを救った実績があり──じつの兄を裏切ってまでも、僅わずかな仲間とこの世界を救おうとする平和の担にない手役を演じることができるからだ。

　大衆はエリスのことを胡う散さん臭くさがるだろう。だが、それはアンネローゼの匙さじ加減ひとつでどうとでもなる。そしてゼスが率いる魔甲蟲陣じん営えいとの総力戦を避さけられないアンネローゼにとって、ゼスに味方しないエリスの存在は──

「あーもう、やらなきゃいけないことばかりで嫌いやになるわ」

　自分がやるべきことを即そく座ざに理解し、エリスが彼女らしからぬ口調と所作で頭を搔かきむしった。それから、ふっきれたような笑みを浮かべ、

「クリス、この機会にわたしたちのことを売り込んでやるわよ。どうせ教皇は取り引きを持ちかけてくるんだから、それまでに少しでもわたしたちの価値を高めておくわ」

「ええ。エリス、早さつ速そくですが……コンサートはどうでしょうか？」

「コンサート？」

「はい、《ベベル》の皆みなさんの前で平和への想いを込めて歌を披ひ露ろうするんです。昔からエリスは歌が上手でしたから、人々の心も休まると思いますよ」

　眼を輝かがやかせたクリスが、いまにも踊おどりだしそうな勢いで口にした。どうやらエリスの歌を、どうしてもこの世界の人々の前で披露させたいらしい。

　そこで、カナタたちがコンサート会場を作るため闘とう技ぎ場の片づけを始めた頃ころ、右眼に片眼鏡モノクルをかけ、カールした細長い髭ひげを持つ初老の紳しん士し──ハルトマン・エンディケウスが姿を現した。

「貴様たち、いったいなにをしておるのだ？」

「んっ、いまのうちに共生派の地位を築こうとしてるんだよ。ここで哀あい悼とうの歌を歌っていいか議長？」

「好きにするがよい、と言いたいところだが、治安の面でいささか不安を覚えざるを得んな。特にエリス・ヴィーゲルトは命を狙ねらわれる恐れがある」

　おそらくハルトマンは、エリスとカナタを注意するため派は遣けんされたのだろう。アンネローゼは関係者への事情説明と協力の取り付けで多た忙ぼうなため、その代理といったところか。

　さすがロリババアね。この状じよう況きようでも、わたしに監かん視しを付けることを忘れないなんて、性格が悪いわ。エリスが悔くやしそうに歯は嚙がみしようとした瞬しゆん間かん、

「大だい丈じよう夫ぶだよ。この場には俺たちがいるし、エリスの歌を聞いてほしいのは、ちょうどいま世界中から集まってる空戦武踏祭エリアルソードの参加者たちだから」

　カナタは真っ向からハルトマンの説得にかかる。

「それにさ、未来を担う若者が切せつ磋さ琢たく磨ましたっていうのに、どうせ今回の襲しゆう撃げきのせいで、空戦武踏祭エリアルソードの後夜祭や打ち上げ的なものはなくなるんだろ。だったらせめて、今日ぐらいは労ねぎらってやろうぜ。圧あつ倒とう的なチカラを前に、挫くじけることなく立ち向かおうとしてくれた勇者たちを」

「……心得た。特別にその催もよおしの許可を出す。市街地に放送を流し、参加者を募つのってやろう」

　そう言って、ハルトマンは早々に闘技場を後にしていく。

「へえー、あの議長、もっと頑がん固こだと思ってたわ」

「ま、あの状況で立ち上がった奴やつらを尊敬リスペクトしてて、少しでも労いたいと思ってるんだろうな。アンネローゼの意向にも添そってることだろうし、まごうことなき忠臣だよ」

　ハルトマンの協力もあり、その後エリスがささやかなコンサートを開くに至った。日が沈しずみかけた頃に開かい催さいされたそれは、決して全ての視線が好意的とはいえず、奇き異いなものを見る眼や敵意も向けられていたが、エリスは一心に平和への想いを歌にして伝えようとしていた。

　……そんな光景をカナタは仲間たちとともに観戦席の最上段から見守っていた。

「エリスならすぐにみんなから受け入れられるよ。あいつ、猫ねこ被かぶるの上手いし」

「わたしは正直蚊か帳やの外だったから、カナタほどエリスさんに理解が及んでいないけどさ、人類と人型魔甲蟲の間にあった敵と味方っていう垣かき根ねを一部でも取り払はらえたのなら、ミソラちゃんたちがしたことは充分に価値があったと思うよ」

「ああ、あいつらは俺にもできなかったことを成し遂とげたよ」

　ミソラたちはエリスと大勢の人々の心を動かしたに留とどまらず、エリスを人々に理解してもらう機会を作ってみせた。

　この日世界は、ミソラたちの死し闘とうによって護まもられたといっても過言でない。

　そしてそれは教官であるカナタが強しいたものだ。

　目的を果たすためとはいえ、彼自身にとってもきついものだった。

　もうこの流れは断ち切らないとな。じゃなきゃ、死力を尽つくして敗やぶれたあいつらに貌かお向むけできないだろ。

　類たぐいまれなる功績をあげたミソラたちに報いるために、カナタは決断した。

「なあクロエ、ロイド。俺、決めたよ」

　一点の曇くもりもない貌で、彼はこちらを注目する仲間たちに宣言する。

「──教官やめることにするよ」




　　　　※※※




　同日。夜天の下もと──

『出て来いゼス・ヴィーゲルト、出て来なければこのまま飛空艇ていを墜おとすぞ』

　ボタンのない麻あさ製の衣類に、口元を固く結んだ少年──チャオ・シンクーが率いる《コウライ》代表小隊は、ゼスが乗る飛空艇を捕ほ捉そくしていた。

《ベベル》代表小隊との試合で敗北し、重度の精神ダメージを負ったチャオたちだが、肉体へのダメージはない。不幸中の幸いというべきだろうか、ミソラたちのように極限状態まで粘ねばる機会がなかった分、チャオたちは意識を取り戻もどしたあとすぐにゼスの追つい撃げきに移っていた。

　誰だれから指示があったというわけではない。

　アンネローゼに伺うかがいを立てたが、ゼスを追う必要はない、と言われていた。人類陣営は次の総力戦に全てを懸かける方針で固まっている。それを知ってなお独断で《ベベル》から出しゆつ撃げきしたのは、彼らの矜きよう持じゆえだ。

　闘技場で、アンネローゼがゼスと一対一の対決を望んだとき、むろんチャオたちは満まん身しん創そう痍いながらも、リバーとともにアンネローゼに指定された場所で待ち伏ぶせの準備をしていたが、カナタの策略のお蔭かげで不発に終わった。

　それはそれで悦よろこばしいことではあるが、現状ではむざむざゼスが率いる魔ま甲こう蟲ちゆう陣営に態勢を整える機会を与あたえてしまうことになる。ゼスがまだ人類の防空圏けん内にいる以上、同どう胞ほうの犠ぎ牲せいを減らす意味でも、討てる可能性を見み逃のがすのはあまりに惜おしかったのだ。

　しかし、数時間遅れで追撃したチャオたちが、ゼスの乗る飛空艇に追いつくのは至難の業わざだった。だが、彼らはもう接敵に成功している。当人たちの予想より早く追いつけたのは、《ベベル》からの通信を受け取った最寄り浮ふ遊ゆう都市《ラクシャータ》から派遣された救きゆう援えん部隊が、撤てつ退たい中のゼスと偶ぐう発はつ的に遭そう遇ぐうしたからであった。

　むろん《崩ほう力りよく》に精通せぬ彼らは、人外のチカラに淘とう汰たされる道しかなかったのだが、ゼスの飛空艇に被ひ害がいを与え、海上での修理を必要とさせていたのである。しかも何人かは生き残り、付近に警けい戒かいの通信を継けい続ぞく発信していた。

『聞こえないのかゼス・ヴィーゲルトっ！　ならば飛空艇ごと──』

『やれやれ、カナタ君は追撃を出さないという話だったがね』

　焦じれるチャオが通信を飛ばすと、飛空艇から返事があった。それからすぐにゼスがキルスティを伴ともなって、こちらへ上じよう昇しようしてきた。

『これでも気を遣つかって、逃にげた連中は追撃しなかったんだがね。彼らがわたしたちの強さを喧けん伝でんしてくれれば、無用な犠牲を避けられると思ったんだが』

『我々はカナタ・エイジや教皇陛下アークビシヨツプの指示を聞いたのではなく、自分たちの意思でここまできた』

　太た刀ち状の魔ま剣けんを展開し、チャオが言い放つ。

『教皇陛下アークビシヨツプに害なす貴様たちをこのまま野放しにするわけにはいかん。ここで貴様さえ倒たおせば、世界は平和になる』

『ゼス様、ここはわたしが──』

『いや、いいキルスティ。ここはわたしに戦わせてもらおう。キミは飛空艇の守りについてくれ。せっかく修理が終わったのにまた破は壊かいされたら面めん倒どうだからね』

　ゼスは《崩力》を発動。圧倒的なチカラを纏まとったうえで、右手に呪じゆ剣けんを生み出した。

『それに《ベベル》では結局体を動かす機会がなかったからね。なまった体を解ほぐすのにちょうどいい』

『たった一人で相手とは、好都つ合ごう……っ！』

　侮あなどられた、と憤いきどおることはない。すでに自分たちの無力さは痛感している。もとより五人一殺で敵一人を削けずれれば快挙。ましてその相手がゼスならば本望。

『貴様らから見て、我らが弱者であることは承知している。だからこそ──』

　チャオたちが一いつ斉せいに動く。五人でゼスを仕留めるため、包囲するように飛び交かい、じわじわと距離を詰め、牽けん制せいしつつ隙すきを窺うかがう。

『攪かく乱らんか。合理的な選せん択たくだね』

　斬ざん撃げきを呪剣でいなし、射しや撃げきを躱かわしながら、ゼスがその判断を認めた。

『敗戦を経へたからこそ学べるものがあったということかな』

『ああ、そういうことだ……っ！』

　ゼスの動きを見切り、一気にチャオの部下たちが迫せまる。副隊長のマオを筆頭に間かん髪はつ入れず強きよう烈れつな戦技を放ち、何発かがゼスを捉とらえた。

　盛大な爆ばく発はつと衝しよう撃げき波はが飛び散る。それが収まったとき、チャオの眼前には、仰のけ反ぞったゼスと半はん壊かいした障しよう壁へきがはっきりと見えた。

『終わらせてやる……っ！』




　魔剣戦技──神しん閃せん




　弓に矢を番つがえるような構えから、チャオが必殺の突つきを放つ。知覚の限界を超こえる速さで放たれた突きがゼスの胸元を貫つらぬいた……！

『がは……っ！』

　胴どう体たいに大穴が空あき、ゼスが吐と血けつした。

　悲願を果たし口角をつりあげたチャオだが、次の瞬間には不安が脳のう裏りを過よぎった。脆もろいっ!?　あまりに脆すぎる……っ!?　対魔甲蟲戦で絶大な戦果を挙げたゼスが、この程度のはずがない。

　眼前にいるゼスが偽にせ物ものか幻げん覚かくではないか、疑念は拭ぬぐいきれない。

　そして次の瞬間、

『な……っ!?』

　胴体に空いた大穴に黒い粒りゆう子しが集まり、霧む散さんしたはずの肉体の一部を復元していく。同時に胴体に大穴の空いたゼスがチャオの魔剣を摑つかみ、そのまま引き抜ぬこうとする。

　先程の一撃は致ち命めい傷しようだったはず。やはりこれは幻覚か？

　そんなチャオの胸中を見み透すかしたようにゼスが言い放つ。

『幻覚などではありませんし、先程の一撃は間ま違ちがいなく致命傷でした。お蔭で一回死んでしまいましたよ。もっともたとえ何回死んだところで──』

　などとゼスが口にしたところで、

『貴様の言葉を聞く耳など持ちはしない……っ！』

　マオを始めとするチャオの仲間たちが戦技で支し援えん。チャオの眼前にいるゼスに、複数の戦技を放ち、空間ごと殲せん滅めつした。

　夜空を明るく染め上げる閃せん光こうが消え去った向こうには、

『ば、馬ば鹿かな……っ!?』

　チャオの視線の先には、黒い粒子が集まり、霧散したはずの肉体が復元する光景が広がっていた。まるで意思を持つ細さい胞ぼうが群れをなして人間を生み出すが如ごとく、ゼスは瞬またたく間まに完全な肉体を復元した。

　これは瞬しゆん間かん再生っ!?　いや、いまの一撃はゼスの体内にある粒子状の呪じゆ核かくすら殲滅したので、復活は不可能のはずっ!?　だが仮にこの現象が呪じゆ詛そによるものだとして、その権能は……まさか……っ!?

『何回死んだところで、わたしは何度でも蘇よみがえります。わたしに死という概がい念ねんはありません。なぜならわたしの呪詛は──』

『全員、逃げろっ！　逃げ延のびて教皇陛下アークビシヨツプにこの事実をお伝えするのだ……っ！』

　ゼスの権能に察しがついたチャオが悲鳴のような声で叫さけんだ。

『お気づきになられたようですね。ですがチャオ・シンクー、あなた方を逃がすつもりはありません。ここで墜おちてもらいます』

　仲間を逃がすためにチャオが足止めしようとした刹せつ那な、ゼスがチカラの差を見せつけるかのように魔剣を一ひと振ふりする。




　呪剣戦技──獄砕直斬アビスホライズン




　ゼスが振るった剣は、荒あら々あらしい暗黒光を撒まき散らした。空間すら捻ねじ曲げるその闇やみに貫つらぬかれたチャオは、一瞬で体を浸しん食しよくされ、全身を捩ねじ切れるような激痛に苛さいなまれる。

　それがチャオの最さい期ごの瞬と間きであった。拍ひよう子し抜ぬけするくらいあまりに呆あつ気けない最期が伝えるのは、人間の限界であり、チカラの差だ。
















『さて、残り四人。せいぜい空士らしい見事な最期を見せてもらいましょう』

　絶句するマオたちに、ゼスは鮮せん血けつを滴したたらせた呪剣を向けた……！







　　　第三章　残された時間でできること







　教皇浮ふ遊ゆう都市《ベベル》。入院病びよう棟とう。

　重い瞼まぶたを無理やり開けようとしたら、視界が霞かすんだ。それでも、無意識下で眼を開けなければならないという自覚があったのだろう。

　ぼやけた視界がやがて像を結び、こちらを覗のぞく色素が抜けきったような肌はだの白い幼女の姿を映した。

「あっ、起きた」

　どこか呆あつ気けに取られたリーゼリットの声を聞いたとき、ミソラはすでに戦闘が終わっていることを理解する。

　とりあえずミソラが毛布をどかし体を起こそうとする間に、リーゼリットは病室の外に駆かけ出していった。

　ミソラの記き憶おくは、襲しゆう撃げきしてきた魔ま甲こう蟲ちゆうたちが退ひいたところで途と切ぎれている。《ベベル》代表小隊との戦いで削けずられ過ぎた精神力が限界を迎むかえ、病院に搬はん送そうされていたようだ。

「……負けたわね」

「寝ね起おきの第一声から景気の悪い奴やつだ。不幸が伝う染つるから向こうへ行け」

　声がしたほうを見やると、病衣を纏まとったリコの姿があった。どうやら小隊全員が同じ病室に放り込まれたらしく、周りを見回せばすでに目覚めているレクティたちの姿もあった。

　まだ人類の生存圏けんは維い持じされている。

「あたしの不幸が伝う染つるようじゃ、女神あんたの御ご利り益やくも大したもんじゃないわね」

　減らず口を叩たたきながら、ミソラはほっと一安心。仲間たちが無事でよかったと幸運に感謝するのだが、

「あれ、この日めくりカレンダー日付が間ま違ちがってない？」

「何も間違ってなどないが」

「で、でもこれ、空戦武踏祭エリアルソードの決勝トーナメントの二日後よ」

「ああ、だからそう言っている」

「うそっ!?　あ、あたし、一日以上眠ねむってたの……っ!?」

　驚おどろきの声を上げ、ミソラは慌あわててもう一度周りを見回した。体力自じ慢まんの自分ですら、この体ていたらくなのだ。《ベベル》戦で疲ひ弊へいした仲間の疲ひ労ろうは計り知れない。

「レクティたちに怪け我がはないの？」

「はい、せいぜい打だ撲ぼくと擦すり傷きず程度です」

「もっとも、精神メンタルダメージは簡単に回復せぬがな」

「どうやらミソラさんが一番重傷だったみたいですね。わたしたちは昨日の夜には眼を醒さましていたんです」

　逆にミソラが気き遣づかわれるありさまだった。ユーリが噓うそを吐つくとは思えないから、周りの仲間は自分より軽けい傷しようなのだろう。

　手も足も出なかったわね。脳のう裏りに焼き付いたあの《ベベル》戦をミソラが振り返っていると、リーゼリットがカナタを引き連れてきた。

　飄ひよう々ひようとした面つら構がまえを崩くずさぬカナタの眼の下に、微かすかにだが隈くまができているのは、ミソラの身を心配したせいだろう。

「ふーん、思ったより落ち込んでないみたいだな」

「まあね」

　カナタらしい挨あい拶さつに、ミソラもそれらしく返してやる。

「負けることなら慣れてるわ。それに落ち込んでる暇ひまなんかないでしょ」

　下した唇くちびるを嚙かみながら、ミソラが静かに、だがはっきりと口にする。

「……次は絶対に勝つ」

「ふっ、当たり前だ。次は美しく勝つ」

「そのぅ……カナタさん、もう体調も回復しましたし、時間があれば訓練をお願いします」

「そうですね。あのままでは終われません」

「うぬ。次こそは、勝ち星を摑つかみます」

　万ばん全ぜんの状態で挑いどんでも勝てぬ相手に敗やぶれたミソラたちだが、悔くやしがる様子は見せても、落ち込む様子は見せない。

　たとえ試合の結果がどうしようもない惨ざん敗ぱいであっても、泣く暇なんかない。そんなことより先に、奴らを倒たおす方法を考えなければ……とミソラたちは屈くつ辱じよくに耐たえ、さらに空士の回かい廊ろうを歩もうとしていた。

「ま、今日はゆっくり休めよ。あとこれ、優勝の盾たてと記念のメダルだってさ。《ベベル》代表小隊が危険行こう為いにより失格で、お前らが優勝に──」

「いらない」

　カナタの言葉を遮さえぎり、差し出された賞品をミソラは払はらいのけた。予あらかじめそうされることを予期していたのか、カナタはそれら賞品をサイドテーブルに置いた。

「だろうな。リコたちも断ったよ、あんなのは優勝とは到とう底てい呼べるものじゃないってな。でも、とりあえずは置いておく。これは俺のもんじゃなくて、お前らのもんだからな」

「それで、あたしが寝てる間に世界はどうなったのよ？」

「べつにどうとも。あの戦いの最中、どこまでお前の意識があったかはわからないけど、この世界の人類の心を折るのに失敗したゼスはこれといって抵てい抗こうせずに撤てつ退たい。混乱した人類陣じん営えいを、いま教皇陛下アークビシヨツプが必死に纏めあげようとしてるよ」

　そんなカナタの言葉を聞きながら、ミソラはふと思う。

　そういえば、あれはどうなったんだろう？

　決戦トーナメントの前夜、ユーリは優勝したらカナタに大事な話をすると言っていたが……

　そんなとき、ふとユーリがカナタに声をかけた。

「カナタ先せん輩ぱい」

「どうかしたのか？」

「これでミソラさんを含ふくめ、Ｅ６０１小隊の全員が、わたしたちの空戦武踏祭エリアルソードでの優勝を否定しました。ですから、わたしからカナタ先輩に話をすることはありません」

「ああ、わかった」

　カナタの返事を聞き、ミソラの胸のざわつきが急激に鎮しずまっていく。

「そのぅ……優勝してたら何かする話があったんですか？」

「うぬ。ユーリ先輩は厳格な方だからな。もし優勝を喜ぶようであれば、その者へ説教をするように主あるじにお伝えするつもりだったのではないのか？」

　レクティとブレアが首を傾かしげる中、病室のドアが開いた。

「ふふっ、みんなお疲つかれさま。目が覚めたらしいね」

「クロエさん……っ!?」

「じゃあ早さつ速そくだけど、これ、わたしからお見み舞まいね」

　クロエに続いて、ロイド、ミーナ、ノエルが両手いっぱいの紙かみ袋ぶくろを抱かかえて、病室に入ってきた。彼らは手にした紙袋から、菓か子し箱を取り出すと次々とミソラたちに配り出す。

　ミソラが手に取ったのは、六号サイズのピーチパイがまるまる一個入っていた。戦せん闘とう職なのでこれぐらいなら食事代わりに食べられるが、他にもファミリーサイズが数箱あるので、流石さすがに持て余してしまう。

「えっ!?　さすがにこの量は……っ!?」

「だから、買いすぎだって言ったのよ……っ！」

　きっとクロエを睨にらみ、ノエルが咎とがめた。

「あら、わたしもこの量で適切だと思うけど。まあ、チビ虎とらさんは体が小さいから多いと感じるかもしれないわね」

「うん、そうだよね。これぐらいなら、その気になったらすぐ食べちゃうよ」

　ミーナとクロエにとっては当然とばかりに話を合わせられ、ぐぬぬぬっと唸うなったノエルはロイドを見やる。

「僕は中立でお願いします。それと誤解があったようで訂てい正せいしておきますと、ノエルさんの体が小さいというのは誤りです」

　病室での騒さわぎは避さけたいミソラたちは、おおっ！　と心の中で感かん嘆たん。てっきりこのままロイドがフォローを入れてくれると思ったが、そこはロイドなので、

「お見舞いを選んだのはクロエですが、購こう入にゆう資金を提供してくれたのはノエルさんです。こういう場合、体が小さいではなく太っ腹と表現するべきでしょうね」

「「「「「……（こ、ここでダメ押し……っ!?）」」」」」

　ミソラたちが絶句した刹せつ那な、ノエルは三さん白ぱく眼がんできっとロイドを睨みつける。

「軽口皮肉男、あなた、わたしと白黒つけたいらしいわね」

「おやおや、まさか誇ほこり高きサンスーシ家の人間が、無抵抗の人間を傷つけるというんですか？」

　ロイドは含み笑いを浮うかべ、さくっとノエルの視線を受け流す。彼はノエルの殺気をものともせず、ミソラに薄い新聞を渡わたした。

「それと、こちらが一昨日起きた事件の号外になります」

「えっ!?　ど、どうも……っ!?」

　ロイドから手渡されたのは、《ベベル》防衛戦の記事だ。それを一読し、ミソラは眉み間けんに皺しわを寄せた。

「教皇陛下アークビシヨツプが指揮してゼス一党を迎げい撃げきっ!?　なによ、あれはあんたの策略だったのに、手て柄がらを掠かすめ取られてるじゃないの……っ!?」

「ま、あの戦いに参加した奴らはそれが噓だってわかってるよ」

　しかし、カナタはまるで気にする素そ振ぶりを見せない。

「でも、俺はその噓を気に入ってるよ。アンネローゼは本気でゼスに勝つつもりだってわかるからな」

「どういうこと？」

「アンネローゼは意図的に情報を伏ふせて、魔甲蟲陣営に俺の動向が漏もれないように配はい慮りよしているんだよ。俺の存在を隠かくし駒ごまにして、ゼスを倒すつもりなんだ」

　その言葉を聞き、ミソラたちは貌かおを引き締しめた。

「でも、俺はまだアンネローゼとは何も確約してないからな。リバーを通じて、会談の申し入れが来てるよ。まだ被ひ害がい対応に情報操作、今後に向けての人心掌しよう握あくとか、手も回らない忙いそがしさだろうに」

「《ベベル》はいまどうなってるの？」

「流石に教皇のお膝ひざ元もとだけあって、市民レベルじゃ落ち着きを保ってるよ。もっとも行政府は大忙しだろうけどな。こういうことはあまり言いたくないけど、魔甲蟲陣営への恭きよう順じゆんや隷れい属ぞくと引き換かえに、助命を請こう提案をする奴が出ないとは言い切れないだろ」

「ずいぶんと厳きびしい状じよう況きようなのね。……それで、あんたはどうするつもりなの？」

「ちょうどこれから会談の予定だから、俺は貌を出しに行くよ」

「あたしたちもついて行く」

　リコたちの返事を聞くまでもない、というようにミソラが即そく答とうした。

「ねえカナタ。ここまで来たから、わたしたちもいいよね」

　にこっと微笑ほほえむクロエの言葉も、カナタへの同行を望むものだった。

　みんな、気になっているのだ。今後の世界がどうなるのか。カナタ・エイジが、世界にとってどういった役割を担になう存在になるのか。

「お前らのチカラがなかったら《ベベル》は護まもれなかったろうしな」

　ミソラたちの意を汲くみ上げ、カナタが頷うなずいた。

「そんじゃ支し度たくしろよ。これから宮きゆう殿でんに向かうから」







　空戦武踏祭エリアルソード決勝トーナメントから二日後。

　ノエシス宮殿。謁えつ見けんの間ま。

「ずいぶんと大勢集まりましたね」

　午後のスケジュールを調整し、時間を作ったアンネローゼが皮肉めいた口調でこちらを見やる。妙みよう齢れいの女性の姿だったが、その貌には化け粧しようでは隠しきれぬ憔しよう悴すいが僅わずかに感じられた。

　アンネローゼの視線の先には、カナタに加え、ミソラたちを始めとする所縁ゆかりのある者たちがおり、高たか御み座くらに座るアンネローゼがカナタたちを見下ろす構図となっていた。

「もう隠す必要もないだろ。ここまで明らかになったら、どうせ教皇として公表しなくちゃならないんだから」

「いずれそうなるにしても公表する順序というものがあるんですが、仕方ありませんね」

「理解が早くて助かるよ」

「ですが、その前に伝えるべきことがあります」

　アンネローゼはクロエを見やり、

「あなたには危あやういところを救ってもらいました。ありがとうございます」

「いえいえ、人として当然のことをしたまでです」

　にこにこと天使のような笑みを浮かべてクロエが返す。ゼスが魔ま甲こう蟲ちゆうによる襲しゆう撃げきをかけてきた際、戦いの火ひ蓋ぶたを切った勇気を讃たたえているのだろう。

　だが、傍かたわらにいる仲間の評価は異なるようで、

「おやおや、寝ぼすけのくせに偉えらそうなことを言いますね」

　と、呆あきれたようなロイドの一声を聞き、クロエが赤面しながら貌をしゅんと俯うつむけた。

　追つい撃げきとばかりに、ノエルが責め立てる。

「そもそも《ミストガン》が出し惜おしみして、代表小隊にクロエ・セヴェニーを出さなかったってのがおかしいでしょ。もしあなたが入っていれば第一人工空島メガフロートでの事件ももっと簡単に解決できたのよ」

「あれ、ノエルちゃん、もしかしてわたしに会えなくて寂さびしかったの？」

「そ、そんなこと言ってないでしょ！　あなたね、あとからぽっと出てきたくせに戦せん端たんを開くなんて、おいしいところを取り過ぎだって言っているのよ……っ！」

「でも、ノエルちゃんは近接系だから、戦端を開くのは難しくない？　ノエルちゃんは遠距離アウトレンジかつ広範囲ワイドレンジの攻こう撃げきなんて持ち合わせてないから、敵の機先を制す意味でもわたしが攻撃するのがベストだったと思うけど」

　食い下がらんときっとクロエを睨みつけるノエルを、カナタは鼻で笑う。

「へっ、せっかく小さな巨きよ人じんって認めたのに、小人ドワーフに戻もどったか」

「あら、この子はチビ虎さんで充じゆう分ぶんよ」

　ミーナが乗ってきたところで、ノエルが限界を迎むかえた。

「認めたって言っても、どっちも小さいがつくじゃないのっ！　あなたたち《ミストガン》の空士は何様のつもりよ……っ！」

　ふんっ、と鼻息を荒あらくするノエルに対し《ミストガン》上級生勢は呆れたり、愛あい玩がん動物を見るような眼まな差ざしを向けていた。

「では、本題に入りますよ」

　一通り御お礼れいを口にしたアンネローゼが、カナタたちに今後の方針について説明してくる。

「まず人類陣じん営えいの今後ですが、魔甲蟲陣営に総力戦を挑いどみ、《ゲート》を破壊します。事実上、ゼスが率いる魔甲蟲陣営との戦いはそれが最後になり、最終決戦になるでしょう」

　やっぱりな、とカナタは自分の読みが正しかったことを悟さとる。

　次にゼスと戦うときは、雌し雄ゆうを決するときなのだ。

　おもむろにクロエが挙手した。

「《ゲート》ってなんのことですか？」

「簡単に言うと、魔甲蟲が生まれいずる門のことです。魔甲蟲が出現する源であり、おそらく魔甲蟲陣営の拠きよ点てんとなっているそれを破は壊かいしなければ、この先、この世界の人類に未来はありません。向こうもわたしの行動を読んでいるでしょうから、《ゲート》が存在する座標が戦闘空域になることでしょう」

　ゼスの言葉にあった通りの帰結だ。

　やはり最後の戦場は《ゲート》になるらしい。

　きょとんとしたクロエがもうひとつ尋たずねた。

「《ゲート》って、空にある大きな扉とびらみたいなものでしょうか？」

「そんなファンシーなものではありませんよ」

　アンネローゼが厳しい表情で告げた。

「《ゲート》は浮ふ遊ゆう都市の三倍以上の体積を誇る、超ちよう巨きよ大だい魔甲蟲の呼こ称しようです。強力な障しよう壁へきで護られており、エグザイル暦れきが始まって以来、その存在に傷をつけた者はおりません」

　以前、レクティとブレアからもらった資料に《ゲート》について記述があった。その記述によると、飛ひ炎えん衝しよう天てん撃げきが通じなかったとか。

　おそらくはその巨体全てが《崩ほう力りよく》で強化した障壁で覆おおわれているのだろう。いや、それ以上の強度を持った障壁という可能性すらありうる。

「これから、作戦目標である《ゲート》の破壊とゼスの討とう伐ばつのために、人類陣営を再度纏まとめ上げる必要があるでしょう。人類陣営としては問題が山積しておりますが、その問題を解消するために、いま動いているハルトマンさんやリバーさんに加え、わたしも奔ほん走そうしなければなりません。そして魔甲蟲を生み出す門である《ゲート》を破壊するために、わたしはカナタさんのチカラを必要としています。カナタさん、わたしたち人類陣営はこれまで幾いく度どかあなたに協力を依い頼らいしてきました。それらは全て断られてきましたが、それでもわたしは──」

　アンネローゼが必死に協力を要よう請せいしようとしたとき、

「いいよ」

　と、カナタがあっさりと口にした。思いもよらぬ答えに、アンネローゼが面めん喰くらった。

「いままで断っていたのに、なぜ急に承しよう諾だくを……？」

「もちろん、あんたが用意していた条件を吞のんだからだよ」

　飄ひよう々ひようとカナタが説明する。

「ゼスは人類と人型魔甲蟲との共存を否定した。でも、追い詰つめられたミソラたちをエリスが庇かばったっていう事実があるいまなら、あんたの手しゆ腕わんで共存を認めさせることができる。そして人類陣営としては、来きたるべき総力戦に向けて俺のチカラが不可欠だ。なら俺への協力を取りつけるために、あんたは最大限の譲じよう歩ほをしてくるはずだろ」

「話が早くて助かります。ちょうどその提案をしようと思っていました。この戦いが終わり次第、エリスさんを魔甲蟲陣営の代表、クリスさんを人類陣営の対魔甲蟲問題外交官にし、わたしもそれに協力することを誓ちかいます」

　エリスとともに参加していたクリスが感かん銘めいを覚えたようにその名を口にした。

「教皇陛下アークビシヨツプ……っ！」

「どの道、次の戦いで人類陣営は大きく疲ひ弊へいすることでしょう。そして魔甲蟲陣営がゼスだけでなく、アルメキア大陸にゼス傘さん下かではない魔甲蟲の群れもいる以上、人類陣営わたしたちは、新代表になるエリスさんに助力を請わざるを得ません」

　無言のエリスに、カナタが尋ねる。

「エリス、お前はそれでいいのか？　結果として、兄を討つことになったけど、お前はそのことに納得できるのか？」

「……突とつ然ぜんのことで、まだ納得できてはいないわ。でも、人類陣営が兄を討つ事情は理解したつもりよ。わたしたちとしてはいまのところ反対する理由はない」

　いまのところ、か。

　まだ心の整理がつかないのだろう。結果的に兄と対立する状況になったとはいえ、優しい彼女に肉親を、それも大好きな兄を殺す決心がつくとは思えない。

　状況によっては、カナタにも読めぬ事態に陥おちいる恐おそれがある。

「エリス、つらいでしょうがいまは──」

「ありがとうクリス。いまはとりあえず世界の混乱を収めることを考えることにするわ」

　アンネローゼの承諾を得た瞬間、エリスは平和の担い手として政治の舞台に上がることが決まった。彼女の活かつ躍やく次第で、ゼスから見捨てられた人型魔甲蟲の未来が決まる。

「それとこれは忠告だけど、攻せめ込むなら今日から二か月以内のほうがいいわね」

「と言いますと？」

「この世界にはお兄様の意思に従わない魔甲蟲の群れがあるって知ってるかしら？」

　交こう渉しようの場で、ゼスが触ふれていた件だ。地上を支配している魔甲蟲を始め、幾いくつかの勢力はゼスに属さず、魔甲蟲同士で散発的な戦せん闘とうが発生しているらしい。

「お兄様の陣営が最大派は閥ばつなのは、《ゲート》を押さえていて、そこから定期的にこの世界にやって来る魔甲蟲の大部分を取り込めるからなの。《ゲート》は定期的に向こうの世界に干かん渉しようし、人々を誘ゆう惑わくしてこの世界に齎もたらすけど、次の大きな干渉がいまから二か月と少しあとに控ひかえてるわ。お兄様はきっとそれで戦力を蓄たくわえたあと、一気に攻こう勢せいを仕し掛かけてくるわよ。それまでは守りを固めつつ、総力戦の準備にあてると思うわ。魔甲蟲陣営には、人類でいうところの指揮官が不足しがちだから、組織として効率的に機能させるには、すごく時間がかかるの」

　エリスの読みでは、それまでゼスは《ゲート》の防衛に専念するとのことだ。

　魔甲蟲陣営の指揮官とするに足る人型魔甲蟲の数に限りがある以上、《ゲート》防衛戦の準備に膨ぼう大だいな時間がかかるのも理解できる。

　戦略的編成や配置、状じよう況きように応じた戦術の変化。これらを原種型魔甲蟲は判断できず、変キ異メ種ラは今回の戦闘の規模の大きさに思考が追いつける個体が少なく、完全に理解できるのは人型魔甲蟲のみというのは経験上間ま違ちがいない、とカナタも思った。

　となれば最高の攻め時は現い在まなのだが、生あい憎にくと人類陣営にも攻められぬ事情がある。いまだにゼス・ヴィーゲルトを信じる勢力が存在し、それを排はい除じよまたは説得するのに時間がかかっており、まだ意思統一は果たせていないのだ。

　人類の防空の要かなめである要よう塞さい浮遊都市は機能こそしているが、《ベベル》で起こった一連の事態について正確に理解している者は皆かい無むだろう。

「理想を言えば、即そく座ざに《ゲート》攻こう略りやく戦にとりかかるのが望ましいですが、人類陣営も総力戦の準備にはまだまだ時間を要します。リバーさんに確認させたところ、人類陣営の混乱を収め、必要な戦力を抽ちゆう出しゆつするためには少なく見積もっても二か月かかるそうです。その間に魔甲蟲陣営も防衛の準備を整えることになるでしょう。であれば、わたしたちが取るべき道は一つ。準備期間を無理やりにでも二か月以内に短縮させ、《ゲート》が干渉する前に総力戦を仕掛けることです」

　そう告げた後、アンネローゼが尋ねる。

「それとエリスさん、もうひとつ教えてほしいことがあります。ゼスの呪じゆ詛そについて教えてください」

　ゼスの呪詛、か。

　交戦する恐れがある以上、カナタもその情報は欲しかった。

「じつは昨晩、独断追撃に移っていたチャオ・シンクーたちがゼスに返り討ちに遭あいました。ひとりマオ・リーファという隊員が生き残りましたが、その者の報告によると、ゼスは致ち命めい傷しようを受けても、復活したとのことですが……」

「実際に目まの当たりにしないと信じられないと思うけど」

　おもむろにエリスが告げる。

「お兄様の呪詛──不死王ノスフエラトウスのチカラは、自らの死に対する拒きよ絶ぜつよ。お兄様はこの世界で栄えい耀よう栄えい華がを果たすまで、あらゆる死を拒絶できるの。だからこそ、お兄様は他の人型魔甲蟲を押しのけ、王たりうるのよ」

「自分の死に対する事象改変、ですか」

　神の御み業わざに等しき所業に、アンネローゼが息を吞んだ。

「そんな怪ばけ物ものどうやって倒たおせばいいのよ……っ!?」

「ミソラ、違うわ。──お兄様は倒せないの」

『……………………』

《崩力》の理り不ふ尽じんさを知っている者たちは、何も口を挟はさめなかった。一同の視線は、必然カナタに集まったが、

「ま、なんとかするしかないだろうな」

　カナタはそう口にした。

　アンネローゼが話題を切り替かえる。

「それと次の戦いには、候補生であるみなさんのチカラも借りることになるでしょう。御ご協力をお願いします」

　その後、幾つかの連れん絡らく事じ項こうについて確認したあと、カナタたちは解散の流れになった。エグザイル暦が始まって以来、人類が経験したことのない大戦が始まる。その事実を胸に、全員が想い想いに謁えつ見けんの間をあとにしていたとき、リバーが声をかけてきた。

「カナタ君。教皇陛下アークビシヨツプがキミに話があるらしい。少し残ってもらっていいかい？」

　もう大体のことは聞いたはずだ。となれば残りは──。ミソラたちを先に行かせ、カナタは謁見の間に残ることにした。







　カナタのために椅子が用意されたあと、人払いがなされた。カナタと向き合って座ったアンネローゼの額には、深い皺しわが刻まれていた。これから話すべき事実については、冷れい徹てつな合理主義者といえる教皇でさえ、同情を禁じ得ぬほどのことなのだろう。

　なぜアンネローゼが自分だけを残したのか、カナタは思い当たる節があった。

「カナタさん、今後あなたに起こりうる変化で説明しておかなければいけないことがあります」

　深刻な貌かおつきで、アンネローゼが口にする。

「あなたが冥めい力りよくおよび《絶力》を使う都つ度ど、あなたを知る者たちから、あなたの記き憶おくが消失していきます。痛つう烈れつな記憶は魂たましいに刻み込まれているせいかなかなか消失しませんが、小さな想い出はすでにあなたを知る者たちから消え去っていることでしょう。この現象は、ナチュラル、ウィザードに関係なく発生します。覚えていられるのは、呪じゆ力りよくか冥力を宿す者だけです。

　中でも、一番致ち命めい的てきなのはオーバードライブです。あれは一時的に莫ばく大だいなチカラを得ますが、その代だい償しようも取り返しのつかないものになります。おそらく次の戦いでわたしがあれを使えば、わたしが存在したことを覚えていられるのは、あなたと人型魔甲蟲だけになるでしょう。次の戦いは死力を尽つくしても厳きびしいものになりますから。そして断言してもいいですが、最終決戦であなたが全力を出した場合、あなたの周囲の人はあなたのことを完全に覚えていられなくなります」

「ゼスがさ、あんたがなんで前線に出ないのか聞いてみろって言ってたけど、やっぱ事情があるんだな」

　チカラを持つゆえの代償。《絶力》の遣つかい手が戦える機会は限られるということだ。

　アンネローゼが本気で戦える機会は限られ、もしそれで倒せなかったら、彼女という要の存在に関する記憶を失った人類陣じん営えいは混乱瓦が解かいし、魔ま甲こう蟲ちゆう陣営に敗やぶれることになる。

　カナタの場合は、ミソラたちやクロエたちから想い出が──消え去る。

「もしわたしの記憶がリバーさんたちから失われる時があるならば、それはわたしが人類の勝利を確信したときか、またはわたしという存在を駒こまとして消費するべきだと判断したときでしょう」

　前者の場合が理想だが、後者の場合において人類は窮きゆう地ちに立たされるだろう。

　覚かく悟ごの重さ。決意の固さ。アンネローゼの言葉に込められた意思には、カナタも同感であった。

　次の戦いでカナタに求められる役割は教官ではない。

　彼に求められる役割は──

「あなたには世界のために犠ぎ牲せいになってもらいます。勝っても負けても、あなたの苦労が報むくわれることはありません。ですから、何か質問があればわたしの答えられる範はん囲いで教えますよ」

　これが俺を残した目的か。

　勝っても負けても、カナタ・エイジという存在が刻んだ記憶は、友人たちから消失する。ミソラたちやクロエたちからも、カナタ・エイジという存在はいなくなる。

　アンネローゼがこの場にカナタを残したのは、事実説明と──どう足あ搔がいても報われぬ者への、せめてもの手た向むけなのだろう。

「……そっか。ま、そうなるだろうな」

　普ふ段だんと変わらぬ飄ひよう々ひようとした態度のカナタだが、心の奥底のどこかで寂せき寥りよう感があったことは否いなめない。

　しかし、それを彼はアンネローゼに悟さとられぬように打ち消した。

　人は万能でもなければ、完かん璧ぺきでもない。いかに努力しようと生まれ持った姿形を変えることはできないし、才能と素養には限界がある。

　そこに可能性や理念を感じれば、カナタはこの運命さだめに抗あらがおうとし、《絶力》を使わずにゼスを倒す方法を模も索さくしただろう。

　だが、今回の件ではその必要を感じなかった。

　ゼス・ヴィーゲルトの呪詛──不死王ノスフエラトウスを破るには、彼が全てを擲なげうつことは『前提』なのだ。そうまでしても倒せるか、いや、互ご角かくに渡わたり合えるかどうかすらわからない。

《絶力》抜ぬきでは、勝負にすらならない。

　チカラの代償は、計算に入れなければならない。

　だからこそ彼は強きよう靭じんな精神力でままならぬ運命さだめを受け入れ、残された時間の使い方を考えることにした。

　それが、教官としての最後の仕事。

　あの激戦を戦い抜いた教え子たちに、彼ができること。

「そういやせっかくだからさ、冥力の記憶消失現象と呪殺の記憶消失現象の原因について詳くわしく教えてくれよ。この二つは関係性があるんだろ」

　何事もなかった振ふりを装って、カナタはまだ明らかにされていない事実に踏ふみ込むことにした。

　あっさりと質問で返されても、アンネローゼが「本当にわたしの説明を理解できたんですか？」などと尋たずね返すことはなかった。この若じやく輩はい者の動どう揺ようは、永い時を歩んできた彼女に見み抜ぬかれていたのだろう。

「そうですね。その件について説明するには、大陸時代の末期に人類が魔ま術じゆつ信しん仰こう派と機械科学信仰派に分かれ、争っていた時代の出来事を知ってもらう必要があります」

　その時代のことなら、カナタも少しだけ知っている。レクティとブレアが渡してくれた初代アイゼナッハの手記に、大陸時代の戦争末期に魔甲蟲という言葉が生まれたとの記述があった。

「結論から言えば、圧あつ倒とう的物量を誇ほこる機械科学信仰派が優勢に立ち、魔術信仰派は窮地に立たされました。その際、魔術信仰派は世界中にある大気中の事象干渉力──魔マ成ナを駆く使しして、一ひと際きわ才ある少女に大規模召しよう喚かん術式を行うように指示します。勢いづく機械科学信仰派を殲せん滅めつするためにです」

　魔マ成ナ……？　聞き慣れない言葉だ。
















　だが、大陸時代には、いまは失われたチカラがあったと聞く。おそらくはそれが魔マ成ナなのだろう。

「しかし、魔術信仰派の少女には意中の相手がいました。その相手は敵である機械科学信仰派に属する少年です。二人はお互たがいのことを想いやる間あいだ柄がらであり、その少女は機械科学信仰派相手に術式を駆使することを躊躇ためらっておりました。……そして決断の時が来ます。機械科学信仰派に属する少年は、魔術信仰派の少女と協力し、決戦間際に一いつ緒しよに双そう方ほうの勢力を離はなれ、脱だつ走そうを図はかったのです。むろん、二人は両勢力から追つい跡せきされましたが、そのことは予あらかじめ想定していました。魔術信仰派の少女は、破は壊かいのために用いられようとした大規模召喚術式を両勢力による争いをなくすために利用しようと考えていたのです。その術式は世界中にある魔マ成ナをほぼ全て消費して、あらゆる願いを一つだけ叶かなえてくれる存在を召喚するためのものでした」

　あらゆる願いを叶える存在、ね。

　眉まゆ唾つばものの話だが、アンネローゼは冗じよう談だんを言っているようには見えない。間ま違ちがいなく真実だろう。世界中の魔マ成ナをほぼ全て消費されたということは、大陸時代は魔マ成ナを使って魔術を発生できたのだ、とカナタは察しをつけた。

「しかし、魔術信仰派の少女の狙ねらいも読まれておりました。魔術信仰派の少女が大規模召喚術式を発動した瞬間、彼女は無数の銃じゆう弾だんを浴びて倒たおれました。将来を誓ちかいあった機械科学信仰派の少年も同様です。二人とも倒れることになりましたが、少女が果てる刹せつ那なに大規模召喚術式自体は成功し、この世界に精せい霊れいが降臨しました」

　今度は精霊か。聞いたことのない存在だが、アンネローゼがいると言うならいるのだろう。

「召喚主である少女が倒れたその隣となりで、まだ意識がある少年は絶望に包まれます。それが悲劇の始まりでした。絶望と憎にくしみに身を任せるまま少年は、精霊にあるお願いをしたのです。それはこの世界から争いを無くし、大事な人を失なくしたときはその辛つらい記憶を消し去ってほしいというものでした。そして精霊は少年の望みを叶えました。もっとも精霊は、少年の心に溢あふれる絶望を忠実に汲くみ取りもしましたが。その結果が生み出されたのが──」

「《魔甲蟲》」

　カナタが答えた。

　記憶関係の件は少女の願いではないにしても、世界平和を望むのは間違いなく少女の願いでもあっただろう。

　その始まりは、間違いなく善意からだったのだ。

「そうです。原初の魔甲蟲である《ゲート》はその特性を駆使して異世界の人間を魔甲蟲として生み出し、戦争中であった魔術信仰派と機械科学信仰派の双方を、圧倒的なチカラで滅ほろぼそうとしました。少年の願いに込められた絶望を敏びん感かんに感じ取った精霊は、少年の心に潜ひそむ絶望すらも如によ実じつに反映させたのです。世界から争いを無くすという願いは、そのために争いの原因たる人類を滅ぼすという少年の心の内にある人類への憎しみが反映されたものになっていたのです。

　呪じゆ殺さつによる記憶消失現象がウィザードに影えい響きようを与あたえないのは、当時の時代背景などを踏まえるに、ナチュラルである少年がウィザードである少女のことを忘れ去りたいと切に願っていたからなのでしょう」

　これが呪殺の記憶消失現象の正体。

　善意から始まった憎しみの呪のろい。

　世間的には、ウィザードが持つ魔ま力りよくがこの呪いを防ぐことになっているが、そもそもウィザードは防いでいるのではなく、呪いの対象になっていなかったのだ。

「そこから先はもう想像できると思います。魔甲蟲により大陸から淘とう汰たされつつあった人類は、僅わずかに生き残った魔術信仰派と機械科学信仰派がチカラを合わせ、浮ふ遊ゆう都市を生み出し、天空へと避ひ難なんしました。また現在において、ウィザードとナチュラルの人数比が一対九であるのは、大陸時代の戦争において、魔術信仰派が窮地に立たされていたことに関係しています。もっともウィザードとナチュラルが対立していた歴史は、わたしが教皇の全権力を以もって葬ほうむり去りましたが」

　虐しいたげられていたウィザードが空士として世界を護まもること。その真実を、アンネローゼは為い政せい者しやとして巧こう妙みように歴史を操作して隠いん蔽ぺいせざるを得なかったのだ。

　空士を務めるウィザードが市民を護るのは、魔甲蟲に抗えないナチュラルを護るという側面が大きい。だというのに、ナチュラルを護るべきウィザードがナチュラルに虐げられてきたなどという歴史は社会秩ちつ序じよを乱し、多くの人間を不幸にする恐おそれがある。

「それと、この話には少しだけ続きがあるのです」

　再びアンネローゼが口を開いた。

「死んだと思われていた魔術信仰派の少女ですが、実際は仮死状態で、慌あわてて駆かけつけた一人の友人の治ち療りようにより心臓が動き出し、息を吹ふき返しました。もっとも酷ひどい傷を負った事実は変わりませんので、滅びゆく運命にあることは当人も承知していたのでしょう。精霊の召喚主である彼女は最後のチカラを振り絞しぼり、《ゲート》の防衛機構の一部を破壊し、呪じゆ核かくを取り出すと、それを浄じよう化かしてみせました。おそらく召喚主であった魔術信仰派の少女は、類たぐいまれな呪力耐たい性せいがあったのでしょう。

　そして魔術信仰派の少女は、浄化したチカラを彼女に治ち療りようを施ほどこした友人へと宿らせ、託たくしました。そのチカラは、少年の怨おん念ねんにより穢けがれることのなかったこの世界にある最後の魔マ成ナであり──冥力と呼ばれています。この世のものとも思えぬチカラと心の奥底にあるチカラという意味が掛かけられています。そして冥力は行使する代だい償しようとして、遣つかい手のことを知る者から、遣い手に関する記き憶おくを奪うばい去ります。この記憶消失現象について、わたしも詳しくはわかっていません」

　それが呪力を完全に浄化できないからなのか、そもそも浄化した冥力自体に代償が伴ともなうのか。その理由を、カナタは呪力自体に備わった記憶消失効果が、善意から始まっているからだ、と思った。

　憎しみに彩いろどられた記憶の消失現象は善意によって生み出されたものであり、浄化できるものではないのだ。結果として、殺害した相手に関する記憶を消すのではなく、遣い手のことを知る者から、遣い手に関する記憶を奪い去るように仕様変へん更こうされたのは、魔術信仰派の少女がチカラを紡つむぐ者に込めたメッセージなのかもしれない。

　チカラを持つ者が常に孤こ独どくに苛さいなまれるが故ゆえ、いつかこの負の連れん鎖さを断ち切ることを望むという。それがわかっているからこそ、アンネローゼも数世紀の年月を経へて、魔甲蟲を滅ぼそうと奮ふん闘とうしているのではないか？　そんな考えがカナタの脳のう裏りを過よぎるが、声には出さなかった。

「そして事の真相を知るその友人は、混こん沌とんとする人々を纏まとめ上げ、多くの人間の犠ぎ牲せいの果てに、天空の世界を作り上げました。これがわたしの知る全てです」

「冥力を託された友人ってのは、お前のことなんだな」

「はい。わたしが生き証人です」

　だからこそ、アンネローゼは過去の出来事を事細かに説明でき、この世界において絶対的な地位を得ている。

　天賦ギフトであり呪いカーズであるチカラを託された彼女は、多くの民衆を欺あざむき、人類社会の秩序を保ちながら、世界を救うために奮闘した。そして次の戦いにおいては、覚かく悟ごを決めているのだ。

　世界を救うための犠牲。平和のための犠牲になる覚悟を。

　アンネローゼは世界秩序の維い持じのためにこれまで多くの真実を隠蔽し、自分の身を護り世界を救うために近この衛えを始めとする空士に犠牲を強しいてきたが、それは自らも例外ではないのだ。

　だからこそ、アンネローゼはカナタにも平和のために犠牲を強いることができた。

　勝っても負けても、彼が報むくわれることのない戦いを。

「カナタさん、わたしは教皇としてではなく個人としてあなたに謝罪を──」

「あんたの言いたいことはわかっているつもりだよ。もちろん、俺も全力を尽つくす」

　カナタの矜きよう持じにかけて、謝罪の言葉は口にさせなかった。アンネローゼの身にかかった責任は、カナタに推おし量はかれるものではないのだ。

　人の生しよう涯がいはなにを為なしたかで決まる。

　アンネローゼはたとえ悪逆教皇の誹そしりを受けようとも、自らを犠牲にしても、総力戦に勝利し、《ゲート》を破壊してゼスの野望を打ち砕くだくつもりなのだ。

　なら、カナタがやるべきことは──決まっている。

　すでにその回かい廊ろうを歩む者にとって、立ちはだかる壁かべがどんなに高くとも、やるべきことは変わらない。たとえその身に降りかかる不幸を知っても、カナタは歩みを止めるつもりはない。

《絶力》の遣い手として、たとえ自らが周りから忘れ去られようと、世界のための犠牲になり、どんなに頑がん張ばっても報われない結末が待っていようと──彼は戦う。

　それが彼の生き方であり、カナタ・エイジが自分にできる最大限の方法──今日という世界を未来あしたに繫つなぐためにできることなのだ。

　だからこそ、彼はこう口にした。

「でも、アンネローゼ。いまのままじゃ、人類陣じん営えいは魔甲蟲陣営に勝てないよ」

「……………………」

「単純な物量なら、おそらく魔甲蟲のほうが圧あつ倒とう的だ。総力戦っていっても、浮遊都市全部から空士を集められるわけじゃないんだろ」

　途と端たんに、アンネローゼの表情が硬かたくなった。

　劣れつ勢せいを悟さとっていたのだろう。

　防衛の為の最低限の空士を残さなければ、ゼスは必ずそこを突き、防衛力のない浮遊都市を丸ごと人ひと質じちに取ることだろう。

　ただでさえ数に劣おとる人類陣営は、防衛のために戦力を割さかないといけない分、ますます不利になる。まして相手は《崩ほう力りよく》の遣い手たちが控ひかえているのだ。通常の戦術では勝てまい。

　不利を悟り、犠牲を覚悟して、それでもなお挑いどもうという教皇に、不ふ敵てきな笑みを浮うかべて人類陣営の切り札たる少年が言い放つ。

「だからさ、やるなら徹てつ底ていして戦おうぜ」

「『徹底して』というと……？」

　怪け訝げん貌がおをするアンネローゼに、カナタはこう言ってやった。

「ほら、《ベベル》の周りには人工空島メガフロートがあるじゃんか。だからさ──」

　続くカナタの説明を聞き、アンネローゼはカナタの発想の柔じゆう軟なんさに眼を見開いた。







　ノエシス宮きゆう殿でん。正門前。

「なんだ、待ってたのか？」

「うん。エリスちゃんたちはリバーさんと一いつ緒しよに人類陣営での貌合わせと意見のすり合わせ、ミソラちゃんたちは訓練するから闘とう技ぎ場に行ってるって。カナタに見てほしいってさ」

　闘技場で訓練か。本気の俺と腕うで試だめしするつもりだな。

　ミソラたちの意図はわかったが、まさか《絶力》で相手をするわけにはいかない。

　ま、状じよう況きようがこう動いた以上、俺がするべきことは決まってるけどな。

　もしかしたら今日施す指導が俺の人生で最後の指導になるかもしれない。そんなことを想いながら、カナタはクロエとともに闘技場に向かうことにした。

　からっとした空気と暑い日差し。一昨日の襲しゆう撃げきの被ひ害がい対応に奔ほん走そうする行政府の建物の前を歩いていたとき、クロエが尋たずねてきた。

「ねえ、教皇陛下アークビシヨツプからはどんな話があったの？」

「そうだな、ロクでもない話だったよ」

　いつもと変わらぬ口調で、しれっとカナタが口にする。

「じつはさ……俺次の戦いで全力を出して戦ったら、記憶がなくなるんだって」

「カナタの？」

「いいや。俺のことを知ってる連中から、俺に関する記憶だけが」

「それって、わたしも入るの？」

「まあな」

「……ふーん」

　闘技場へ向かう足を止め、クロエはカナタに向き直ると見上げてきた。曇りなくこちらを見み据すえる茶色ブラウンの瞳ひとみに、カナタは焦あせりに近い戸と惑まどいを覚えた。

「な、なんだよ……っ!?」

「なんでもない」

　クロエの指先から放たれる指向性魔ま力りよく弾だんを警けい戒かいするカナタの前で、クロエは肩かたのチカラを抜ぬき、後ろ手を組みながら微笑ほほえんだ。

「正直に話してくれたから、今回は見み逃のがしてあげる」

　再び歩き出したクロエの隣となりを、カナタは安あん堵どを覚えながら歩く。同郷で幼おさな馴な染じみのクロエだが、女心を介かいせないカナタはその胸中を慮おもんぱかれない。

「ねえ。そのこと、ミソラちゃんたちには話すの？」

「よっぽどのことがない限り話したりはしないよ。あいつらに余計な心配させたくねーからな」

「わたしはいいの？」

「お前はそういうのを受け入れた上で、すぐに先に進める強さがあるだろ。ミソラたちに知られると、あいつらの精神メンタルが不安定になるかもしれないし。それに俺が呪力を宿したことが発ば覚れて以来、いざっていうときはお前に頼たよるって決めたんだ。だから、空戦武踏祭エリアルソードがやばくなったときも、ちゃんと連れん絡らくしただろ」

「もう少し早くてもよかったけどね。大急ぎで駆けつける飛空艇ていの中でぐっすり眠ねむってたら、ロイドに夜間哨しよう戒かいしてなかったことの嫌いや味みを言われたもん」

「それはお前が悪いじゃんか」

「えー、誰だれのせいでそうなったと思ってるの？」

　拗すねたようにむすっと頰ほおを膨ふくらませるクロエを見やり、カナタは少しだけ気が楽になった。自分のことをもう覚えていられないと知っても、この幼馴染は悲しむことなく、普ふ段だんと同じ態度で接してくれる。

　人類陣営の総力戦の準備にかかる期間は、約二か月。二人に残された幼馴染でいられる時間は、本当に僅わずかだと知りながら……

「そういえばさ、カナタ」

「なんだよ？」

　闘技場の建物の入口に差しかかったとき、クロエが悪戯いたずらじみた笑みを浮かべた。

「なんだかカナタの人生って幸さち薄うすそうだから、わたしからの贈り物プレゼントをあげる」

　なんだよ贈り物プレゼントって？　とカナタは尋ねられなかった。なぜなら疑問を言葉にするより先に、唇くちびるに甘酸っぱくて柔やわらかくて温かい感覚が広がったから。

　不意にカナタの首の後ろに手を回し、クロエがキスをしてきたのだ。大きく眼を見開いたカナタの瞳には、頰を赤く染めたクロエの美び貌ぼうが映っていた。

「ふふっ、幸運のおまじない。じゃあ、わたし先に闘技場に入ってるね」

　そう言って、クロエは恥はずかしくなったのか、逃にげ去るように闘技場の中に入って行く。

　気を遣つかって励はげまそうとしてくれたのか。これから来る別れを惜おしんだのか。それとも──

「……やっぱ女心ってよくわかんねーな」

　珍めずらしく鼻先を赤く染めたカナタが、ゆっくりと時間をかけて闘技場の中に入って行った。







　闘技場。フィールド。

「さてと、みんなわかってると思うけど、次の戦いはものすごく危険なことになる」

　カナタの視線の先には、敗戦の屈くつ辱じよくに耐たえ、次に備えて訓練に励もうとするミソラたちの姿があった。防護服プロテクターに着き替がえたミソラたちに、カナタが説明する。

「《崩力》の遣い手たちとの実戦が不ふ可か避ひだからな。激戦なんて言葉じゃ形容できないレベルだ。再起不能と隣り合わせの戦いをしてみて、みんなわかったと思う。ユミエールたちのチカラの前で、お前らのチカラは本当に微び々びたるものだってことが」

「「「「「……………………」」」」」

「もちろん、それはお前たちに限ったことじゃない。人類陣営の最精せい鋭えい小隊である《コウライ》代表でも、結果は同じだ。むしろ、お前らは《コウライ》代表小隊より奮戦してたし、力量差を前に最善の選せん択たくをし続けてたと思う」

　ユミエールの業ごう火かに完敗したミソラがぽつりと口にする。

「……でも、届かなかったわ」
















「ああ。それが現実だ。なんで届かなかったかわかるか？　──《崩力》が戦術や戦略を凌りよう駕がする個のチカラだからだ。単純な話、この前の決勝トーナメントは、お前らがどう足あ搔がこうと勝ち目のない戦いだった」

　それすらカナタは計算に入れて策を練っていた。ミソラたちもそのことはわかっていたのか、カナタを咎とがめる様子はない。根本的原因が自分たちのチカラ不足にあると思っているのだろう。

「そして人類陣営は、これから命を賭けてその戦いに臨のぞむ。どう足搔いても勝ち目のない戦いにな。今度の戦いは、俺が一番大だい嫌きらいな戦いだ。《絶力》を使える俺はともかくとして、他の奴やつらが《崩力》の遣い手と交戦すれば墜おちる確率がかなり高い。そんで俺も教官としてじゃなくて、空士として次の戦場に向かうことになった。今度の戦いは激戦になるってわかりきってるのに、俺はお前らを手助けすることはできない。だからさ──」

　ごくっと固かた唾ずを吞のむミソラたちに、カナタはこう言い放つ。

「だから、お前らの参戦を認めるわけにはいかない。これが教官として俺がお前らにできる最後の仕事だ。むざむざ墜ちるとわかっている戦場に、教え子を送り出すわけにはいかないんだ」

「ちょっとっ!?　それってどういうことよっ!?　まさかここまで来て、あたしたちに退ひけっていうの……っ!?」

　教官の決断に、ミソラたちは口々に反論する。

「負けたままで終われるわけがないだろう」

「そのぅ……わ、わたしは空士なんです」

「なればこそ、ここで諦あきらめずに勝つ手段を考えねばなりません」

「ここで退いたら、わたしたちを育ててくれたカナタ先輩に貌向けできません」

　そのとき、カナタはミソラたちの傍かたわらに控ひかえるクロエが、こちらをじっと見つめているのに気づく。彼女の瞳がどこか寂さみしげなのは、カナタの意図を読んでいるからなのだろうか。

「簡単に言ってるけど、次の戦いは間ま違ちがいなく大きな犠ぎ牲せいが伴ともなう戦いだ。それはお前らだって例外じゃない。人の生き死にに正面から向かい合う必要が出てくるし、お前らが全ぜん滅めつする可能性だってありうる。これはお前らのためでもあるんだ。お前らはこの前の試合で充じゆう分ぶんよくやったよ。だからあとはもう──」

「そんな指示、聞けるわけないでしょ……！」

　カナタは譲ゆずろうとしないが、ミソラたちも譲るつもりはないらしい。語気を荒あらげて、ミソラが想いを紡つむぐ。

「あたしたちだって、自分のチカラ不足はわかってるわよっ！　それでも、ここで退くわけにはいかないって感じてるの……っ！」

「だけど《崩ほう力りよく》──理り不ふ尽じんな暴力を前に結局負けたじゃんか。教官としてお前らの参戦を許可するわけにはいかねーよ」

「決勝トーナメントでは、確かに勝てなかった。それでも、いまならあのときよりずっといい勝負ができる。それに、いくら理不尽な暴力を前にしても、あたしたちの心は折れない」

　最後まで諦めなかったミソラの言葉には、実績に裏打ちされた説得力があった。

　もし次に控えているのが、ただの試合なら、カナタは間違いなくその態度で気を良くしただろう。だが、次にミソラたちを待ち受けるのは、試合ではなく実戦だ。それも空前の規模で行われる、史上最大の空戦だ。

　ミソラたちは形式上空戦武踏祭エリアルソードで優勝したことにはなっているが、お世辞にも空戦武踏祭エリアルソード出場小隊の中で最強とは言えない。そのことは優勝してしまった本人たちが一番よくわかっているはずだ。

　だが、ミソラは一歩も譲ろうとしない。

　全てをわかった上で、なお抗あらがい続けようとする。

　現状では《崩力》の遣い手と遭そう遇ぐうした時点で、彼女たちが墜ちることは疑いようがないというのに──やっぱこうなったか。

　想定通りの事態。

　ならば、カナタが教官としてとるべき道は──

「なら、理不尽な暴力って奴で、俺がお前らの心を叩たたき折ってやるよ。Ｅ６０１小隊と、俺たちで対戦しよう」

「俺たち……？」

　ミソラが怪け訝げんそうにつぶやいた途と端たん、カナタが仲間の名を呼ぶ。

「クロエ、ロイド」

「うん、いいよ」

「やれやれ、僕は見学でもいいんですがね」

「ミーナ、ノエル」

「いいわよ、手伝ってあげるわ」

「仕方ないわね。でも、アイゼナッハの子たちと再戦したかったし、今回はあなたの指示に従ってあげる」

　先の戦いで、《崩力》の遣い手たちと対峙した仲間たちを揃そろえ、カナタが言い放つ。

「この五人でお前らと戦う。それで、お前らの甘い考えを叩き折ってやる。それが教官として俺がお前らに施ほどこす最後の指導だ」

　レクティが問う。

「そのぅ……ですけど、カナタさんたちは防護服プロテクターがないんじゃ……？」

「防護服プロテクターは要いらないよ。攻こう撃げきを浴びるつもりはないからな」

「あ、主あるじよっ!?　それはいくらなんでも……っ!?」

　かまわずリコが問う。

「エリスやリーゼリットを連れてこなくてもいいのか？」

「不満か？」

「そういうわけじゃありませんけど……」

　ユーリが不思議そうに口にした。

　きっとミソラたちはこう考えていることだろう。《崩力》の遣い手抜きでも、俺が《絶力》を駆く使しして戦うことでミソラたちの心をへし折るつもりだ、と。

　だからこそ、カナタは敢あえてこう宣言する。

「それと念のために断っておくけど、今回俺は《絶力》を使わねーよ。冥めい力りよくも使わない。これで最低限対等な条件は整えたと思う」
















「ねえ、それってどういうことよ？　あたしたちに規格外のチカラ抜ぬきで、理不尽な暴力を示せるの？」

「まあな。そんで、お前らの心を叩き折る。それで全部解決だ」

　普ふ段だんのように不敵な笑みを浮うかべず、ミソラたちを突つき離はなすような険けわしい表情でカナタが言い放った……！







　闘とう技ぎ場。フィールド。

「あいつ、なにを考えてるのかしら？」

〈ソーサラーフィールド〉がきちんと機能した空間で、ミソラがカナタたちを眺ながめつぶやいた。

《崩力》も《絶力》もなしで、防護服プロテクターすら纏まとわぬカナタが自分たちの心を叩き折るつもりらしい。

　だが、《ベベル》代表小隊と戦っても、ミソラたちは最後の最後まで足搔き続けたのだ。そんな自分たちの心が通常戦せん闘とうで折れるなどあり得ないという自負がある。たとえ相手がカナタたちでも、だ。

「確かに妙みような話だな。本気でわたしたちの心を折るつもりなら、エリスやリーゼリットのチカラを借りればいい」

「それに、カナタ先せん輩ぱい自身のチカラもあります」

「ですけどそのぅ……それを使わないとなると……」

「うぬ。条件は五分ぶ五分ぶ。戦い方次第では、私たちも善戦できるのではないか」

　リコたちもカナタの意図は読めない。

「あいつの意図はわからないけど、確かにその通りね」

　まさかあいつに限って、あたしたちの実力を見誤ることはないと思うけど……

　なら、カナタはいったいなにを仕し掛かけようとしているのか？

　ミソラたちが戦場に出ることを反対するカナタの心理を、ミソラたちは理解することができなかった。

　それでも、ミソラたちはカナタがいる戦場に赴おもむかなければならない。《絶力》の遣つかい手たるカナタをサポートすると彼女たちは自らに誓ちかっているのだ。

「これを最後の指導にさせないためにも、あたしたちのチカラを見せつけてやるわよ……っ！」







　闘技場。フィールド。

　ミソラたちはカナタの意図を理解できずに混乱していたが、それはカナタが率いる臨時編成小隊も同様だった。

「それで、わたしたちはどう動けばいいのよ？　というか、理不尽な暴力なんて、わたしは紅あかチビたち相手に示せないわよ」

　できないとばっさり切り捨すてたのは、レクティとブレアの合あわせ技わざに敗やぶれたことのあるノエルだ。

　からかうようにミーナが同意する。

「確かに、ミソラさんたちに敗れたチビ虎とらさんには難しいようね」

「な、なに偉えらそうに言ってるのよ乳デカ女っ！　あなただって、学内選せん抜ばつ戦で紅チビたちに負けたくせに……っ！」

「あら、わたしは理不尽な暴力を示して勝つつもりでいるわよ」

　じりじりと視線の火花を散らしだした二人に、ロイドが爽さわやかな笑みを浮かべ、

「おやおや、二人とも仲が良さそうでなによりですね」

「「よくない……っ！」」

　二人から声を荒げられても動じぬロイドを見やり、カナタがふっと口の端はをつりあげた。

　そんなとき、クロエが天使のような微笑ほほえみを浮かべ、

「ふふっ、理不尽な暴力ならわたしに任せてよ。全力を出せば、誰だれであっても完かん膚ぷなきまでに叩き潰つぶすことができるよ」

「ふーん。クロエが素直に協力してくれるなんて意外だな。てっきりお前は、ミソラたちの気持ちを汲くんでやれとか言うと思ってたんだけどな」

「あははは。もちろん、相手がカナタじゃなかったら、そう言ったかな。大事な人を護まもりたいっていうミソラちゃんたちの気持ちは、わたしもわかるからね」

　その上で、クロエがこう言い放つ。

「……でも、わたしはカナタの狙ねらいがわかるんだ。だから、徹てつ底てい的にミソラちゃんたちを叩き潰すよ」

　助かるよクロエ。内心でカナタは礼を言い、ぱんぱんと手を叩いて、仲間たちの注目を集めて作戦を指示する。

「──作戦は以上。そんで、ポジションだけど、前衛がノエルとミーナ、中衛がロイド、後衛がクロエ、それと俺が遊ゆう撃げきってことでよろしく。制服で戦ってるからな、攻撃は一発も浴びずに、格の違ちがいって奴やつを見せつけてやろうぜ……っ！」







　闘技場。フィールド。

　普段通りのチカラを発揮できれば、きっと渡わたり合える……っ！

　カナタが率いる小隊を見み渡わたし、ミソラが己おのれを鼓こ舞ぶする。

《崩力》の遣い手たちと戦った経験を得たいま、通常戦力かつ同数の相手に、絶望感や悲ひ愴そう感を覚えることはない。むしろ、カナタが率いる小隊を相手に、自分たちがどこまで通じるのか試したいという気持ちすらあった。

　理不尽な暴力を示せるものなら示してみろ。いまの自分たちなら、どんな逆境でも屈くつすることはない。

　試合開始直前、左手に魔ま砲ほう剣けん、右手に信号拳けん銃じゆうを握にぎったカナタが口にする。

『さてと、前回《ベベル》で戦ったとき、俺はお前らに大敗だった。でも、今回は仲間がいるし、魔力も充じゆう分ぶんにある。だからこそ、お前らの心は俺が全力で叩き折る。容よう赦しやするつもりはねえから、全力で来い……っ！』

　直後、カナタは信号拳銃の引き金を絞しぼり、赤色の発はつ煙えん弾だんを打ち上げる。

　戦闘開始の合図。

『行くわよ……っ！』

　ミソラの一声とともに、仲間たちが速すみやかに行動を開始。迷うことなく前進し、先制攻撃をしかけようとした。

　カナタたちは臨時編成の小隊で、連れん携けい戦闘の練度ではＥ６０１小隊に分ぶがあるからだ。

　後衛に位置するクロエが砲ほう撃げきをしてきたが、ミソラたちは構わず突っ込んだ。

『行きます……っ！』

　遊撃として前衛に移動しつつあるカナタに、先さき駆がけたユーリが迫せまる。途と中ちゆうクロエから砲撃が襲おそってきたが、弾だん道どうを正確に見み極きわめて苦もなく躱かわし、魔砲剣を構えたカナタに槍そう撃げきを叩き込んだ。

『カナタ先輩はわたしが足止めします。レクティさん、ブレアさん』

　ユーリからの通信を聞き、レクティとブレアはミーナとノエルに挑いどみかかる。

『行きますミーナさん……っ！』

　レクティは強気にも、ミーナの懐ふところに入り込み、二に閃せん十じつ殺さつの剣けん撃げき。魔ま戦せん斧ぷで受け止めたミーナが反撃を放とうとすると、即そく座ざに退たい避ひ。距きよ離りを取ってから、再度攻勢に出る。

『一撃ヒツト・離アンド・脱アウエイでわたしに反撃させない気ね』

　直後、ブレアもノエルに急接近。

『ノエル先輩、ご覚かく悟ご……っ！』

『わたしはそんなに甘くないわよ……っ！』

　飛行魔ま術じゆつの派生術式──風の加護シルフイードを付加した鋭するどい斬ざん撃げきで迎むかえ撃うつ。空戦武踏祭エリアルソードの決勝トーナメントでは、アイゼナッハ流を封ふうじられたが、

『ふーん。今度は風の加護シルフイード対策もしてるみたいね』

　二ふた振ふり合わせた魔ま双そう剣けんで、ブレアは風で強化した斬撃を受け止めてみせた……！

『これなら打ち合えます』

　ブレアの使う型は剣速を重視するアイゼナッハ流魔双剣術で使われるものではなく、オリジナルだ。

　前衛は順調っ！　これなら……っ！

　ミソラが攻せめ時と思ったところで、リコから指示。

『ミソラ、クロエからの援えん護ご砲撃が入ると厄やつ介かいだ。いまのうちに単独で斬きり込め。ロイドはわたしが足止めをする』

『わかったわ……っ！』

　ミソラが単独で敵後衛──クロエへと斬り込んでいく。途中、中衛のロイドが防ぎに来たが、

『キミの相手はわたしだ』

　後衛にいるリコから連続して援護射しや撃げき。青白い魔ま力りよく弾だんが、ここぞというタイミングでロイドの動きを制限した。

『流石さすがにこの距離だと、僕にできることはほとんどありませんね。本当に正確な射撃です』

　そう言って、ロイドは大した妨ぼう害がいもせずに、ミソラを通してみせた。ミソラがロイドと対決するのはこれが初めてだが、引き際ぎわがあっさり過ぎる。

　警けい戒かいして一いつ旦たん退ひくべきか？　とミソラは逡しゆん巡じゆんしたが、すぐに頭かぶりを振り、目の前の相手に集中する。特務小隊ロイヤルガードの隊長の姿が次第に大きくなっていた。

『いきますクロエさん……っ！』

　幻影イリユー加ジヨン速アクセルを発動。クロエにロクな狙いを絞らせぬまま、的確な砲撃を放つ。

『ミソラちゃん、《ミストガン》にいたときよりずっと動きが鋭くなってる……っ！』

　たまらずクロエが高速飛行。ミソラとの巴ともえ戦せんへともつれ込んだ。両者が激しく飛び交かい、交こう錯さくした刹せつ那なに強きよう烈れつな砲撃を叩たたき込む。

　何度か砲ほう火かを交まじえながら、ミソラはこう確信する。

　いける……っ！

　仲間たちは全員予定通りの相手をマークしている。手の内を知り尽つくした相手を、だ。

　空戦武踏祭エリアルソードでの経験を経へて、ミソラたちもますます戦い方を覚え、流れというのを感じ取れるようになっている。

　戦イいニのシ主ア導チ権ブは握るものなのではない。

　相手の弱点を突つき、引っ搔かき回し、むしり取るものなのだ。

『みんな、このまま押し切るわよ……っ！』

　カナタたちに満足なチカラを発揮させぬうちに、ミソラたちは一気に勝負に出た。

　カナタと交戦中のユーリが言い放つ。

『どうですか、いまのわたしたちのチカラは？』

『……………………』

　槍撃を受け止めるカナタは沈黙したままだ。

『ブレアさん……っ！』

『うぬ。心得ておる……っ！』

　ミーナと交戦中のレクティと、ノエルと交戦中のブレアは、二人同時に間合いを取り、合流した。

『……………………』

『……………………』

　ミーナとノエルの二人も応じるように合流し、眼を細めていた。

　そのタイミングで、リコから通信が入る。

『ミソラ。業ごうを煮にやしたロイドが接近してきた。このまま迎え撃つ』

『なら、あたしも全力を叩き込むわよ……っ！』

　あらゆる物事がまるであらかじめ調和していたかのように、ミソラたちの思おも惑わく通りに動いていく。

　これがカナタのもとで学んだ戦い方だ。

　ここが絶好の攻め時だと心得ているミソラたちは一いつ斉せいに戦技を放った……っ！




　魔砲剣戦技──収束ストラ魔イクブ砲ラスター

　魔ま銃じゆう戦技──螺旋龍風破ドラグ・トルナード

　レクティＬ＆ブレアＢアイゼナッハ流魔双剣戦技合技──龍りゆう牙が絶ぜつ炎えん衝しよう

　魔ま槍そう戦技──風神アニラ・貫ペネト穿レイター




　これでどうよっ！　と、ミソラが心で叫さけぶ。だが次の瞬しゆん間かん、ミソラたちは自分たちの想い違いを知ることになった……！




　　　　※※※




　……それぞれが持つ最強をぶつけようとした刹那、カナタが呆あきれ果てたようにこうつぶやいた。

『見み損そこなったよ。お前らにできるのはその程度なのか』

　迫りくるユーリを見やり、カナタが冷れい酷こくに告げる。

『俺たちがお前らの狙ねらいを見み抜ぬけないわけがないだろ』

　彼はすぐさまユーリに魔砲剣の砲ほう口こうを向け、引き金を絞った。一発、二発、三発。それらはどれもユーリに命中することはなかった。

　しかし、それらはもとからユーリを狙っているものではなかった。そのことを証明するかのように、放った砲撃のうち二発が風神アニラ・貫ペネト穿レイターに命中していた……！

　ユーリの回かい避ひ機動を見抜いた上で、長大となった剣けん身しんの扱あつかいに慣れぬユーリの隙すきを突いたのだ。

『く……っ!?』

　カナタに当てるより先に風神アニラ・貫ペネト穿レイターが炸さく裂れつ。その反動で、ユーリは突とつ風ぷうに包まれ、弾はじかれるかのように姿勢を崩くずした。

　続けざまにカナタが接近。カナタのペースに巻き込まれることを恐おそれ、ユーリは慌あわてて距離を取る。

『どうした？　かかってこないのか？』

　カナタの次の手を警戒するユーリに、彼は飄ひよう々ひようと言い放つ。

『ユーリ、お前ってさ、俺と同じ特務のくせに大したことないんだな』




　……さらにその近くでは、レクティとブレアが放った龍牙絶炎衝──迫りくる紅ぐ蓮れんの龍の顎アギトを前に、ミーナとノエルが不敵な笑みを零こぼしていた。

『いくわよチビ虎とらさん』

『足を引っ張るんじゃないわよ、乳デカ女』

　そう言って、ミーナは急降下し、ノエルは急きゆう上じよう昇しようした。

『ほえ……っ!?』

『ぬ……っ!?』

　二人同時に仕留めるつもりだった、レクティとブレアがどちらを狙うか判断に悩なやむ。二人で同じ動きをしなければ、合技にならないのだから当然だ。それでも二人はすぐさま思考を共有し、ノエルに比べて飛行速度が劣おとるミーナを狙おうと、二人揃って急降下をかけたのだが、

『一度勝ったからって、甘く見過ぎよ……っ！』

　すぐさま急降下してきたノエルが螺旋龍風破ドラグ・トルナードを放とうとしたため、レクティとブレアは戦技を中断。二人は慌てて飛び退のき、回避行動に移った。

『レクティ……っ！』

『ブレアさんっ！　も、もう一度やりましょう……っ!?』

　通常の戦技で挑んでは、パワー負けは必至だ。ゆえに、二人は再度合技を放つため合流を図はかる。だがその刹せつ那な、ミーナとノエルが二人に斬り込んできて、レクティとブレアは再びばらけざるを得なかった……！

　アイゼナッハコンビが二人の意図に気づいたとき、ミーナとノエルが警告する。

『悪いわね、レクティさんブレアさん』

『この戦いであなたたちが龍牙絶炎衝を使う機会は二度とないわ』




　……確実な間合いで螺旋龍風破ドラグ・トルナードを放ったリコを前に、ロイドは緊きん張ちよう感すら抱いだいていなかった。

『な……っ!?』

『悪いですね。見えてます』

　リコが向けた魔銃のバレルを、ロイドが易やす々やすと摑つかんでいた。ゆえに、銃じゆう口こうから伸のびる螺ら旋せんの槍やりがロイドを貫つらぬくことはない。

『〝神憑きツヌグイ〟を駆く使ししても、僕を捉とらえることはできなかったようですね。種が割れていれば、躱かわすことは容易たやすいということでしょうか』

『く……っ!?』

　バレルを摑まれたリコが魔銃を手た繰ぐり寄せようとするが、ロイドの腕わん力りよくに負け、ぴくりとも動かない。

『ああ、失礼。僕が持っているから、動かないんですよね』

　そう言って、ロイドはバレルを手放した。

　ばっ！　と間合いを取ったあと、手心を加えられたリコが不快そうに尋たずねる。

『……どういうつもりだ？』

『そうですね、簡単に言うとハンデです。女め神がみとかなんとか名乗っている口だけの下級生は、これくらいハンデがあれば少し戦えるんじゃないですか？』

『調子に乗るな……っ！』

　間合いを取りながら射撃を放つリコに、勢いよくロイドが迫せまる。

『正確な射撃ですね。ですが、その分読みやすいです』

　魔ま剣けんが届く間合いとなり、眼と鼻の先に迫ったロイドが言い放つ。

『失礼ですけど、まだあなたの射撃は一発も当たってませんよ。先程から外れ弾だまを撃うつ練習でもしてるんですか？』







　……ミソラの放った収束ストラ魔イクブ砲ラスターは、クロエが放った収束ストラ魔イクブ砲ラスターに押し負けていた……っ！

『え……っ!?』

　紅あかい奔ほん流りゆうに包まれる前に、ミソラは慌てて退たい避ひ。彼女を掠かすめるようにして、強烈な光こう条じようが駆かけ抜けていく。

　熱気を放つ魔ま砲ほう杖じようを手にしたクロエが尋ねる。

『ミソラちゃん、全力で撃ってるの？』

　そう言って、クロエが発はつ砲ぽう。二発の紅い砲ほう撃げきが、障しよう壁へき越ごしにミソラを激しく叩いた。

『く……っ!?』

　脳のう髄ずいを揺ゆさぶるような衝しよう撃げきに、慌てて距きよ離りを取るミソラ。その後、彼女は滞たい空くうしたクロエを中心点に、激しく鋭するどい空戦軌き道どうと幻想イリユー加ジヨン速アクセルで球を描えがくようにして、クロエの死角を突こうと体を捻ひねり込ませてきた。

『これならどうですかクロエさん……っ！』

　次第にミソラの動きが隅すみ々ずみまで冴さえ渡わたっていき、やがてクロエの砲撃でも捉えきれなくなっていく。

　クロエが数発砲撃を放つが、ミソラはまるで微かすかな視線の動きからこちらの狙いがわかっているかのように躱し、的確に発砲してくる……！

　ふーん、見えているみたいだね。

　ミソラの身に起こった変化を悟さとりながらも、クロエの表情は険しくなることはない。

『でもミソラちゃん、それだと怖こわくないよ』

　そう言って、クロエは冴え渡るミソラの砲撃に、自らの砲撃をぶつけることで相そう殺さいしてみせた。鋭い動きで周囲を飛び交うミソラに対し、クロエはある一点に滞空したまま、体の向きだけ変えてミソラに応射する。

　幾いくつもの爆ばく発はつがクロエの周囲に生まれるが、彼女の体に傷をつける砲撃は一発もない。やがて業を煮やしたのか、ミソラの魔ま砲ほう剣けんに備わったシリンダー型魔力縮退路が一回転した。だが、クロエは冷え切った声でつまらなさそうにこう口にした。

『だから、怖くないんだよミソラちゃん』

　魔砲杖を構えて収束ストラ魔イクブ砲ラスターを発射。ミソラと同時に放たれたその一いち撃げきは、すぐさま爆発。ミソラの収束ストラ魔イクブ砲ラスターを相殺し、両者の間に巨きよ大だいな爆発を引き起こした……！

　爆ばく煙えんが晴れ、息の上がった様子でこちらを見るミソラに、クロエがこう言い放った。

『ねえミソラちゃん、わたしはさっきからちっとも怖くないんだけど、本気で戦ってるの？』




　　　　※※※




　これぞと思った切り札は全て叩たたき潰つぶしてやった。

　縮退魔力の長ちよう剣けんは爆発し、戦技を合わせる炎えん龍りゆうは発動できず、銃口から伸びる螺ら旋せん槍そうは届かず、虚こ空くうの高みはチカラ負けを強しいられる。

　その状態で、カナタたちと戦うとどうなるのか？　──その答えは単純なものだった。

『どうした、その程度か？』

　問いかけるカナタの視線の先には、全身汗あせだくで息を上げながら魔槍を構えるユーリの姿があった。

『ま、まだです……っ!?』

　そう口にして、ユーリが挑いどみかかってきた。

　最初の槍撃を、カナタは魔砲剣で横に振ふり払はらい、続く横よこ薙なぎの一撃を後ろに退ひくことで躱す。

　するとユーリが腰こしを落として体を安定させ、一いつ瞬しゆん溜ためをつくった。このあと、さらに攻めてくるはずだ。

　カナタは眼を細め、ユーリの次の行動を瞬時に予測する。

　いなされ続けて、焦しよう燥そうに駆られてるな。おそらく今度は、意地でも俺にひと槍入れようとしてくる。

　ユーリの性格なら……まずは俺を翻ほん弄ろうするような厳きびしい三段突づき。そのあとは袈け裟さ斬ぎり。それを俺に体たい捌さばきだけで躱されたあとは、不気味がって一度間合いを取る。そうなれば今度は俺に重圧プレツシヤーをかけようとして──

『これならどうですか……っ！』

　カナタの読み通り、ユーリはまず三段突きを放ってきた。

　敢あえてユーリの槍撃の間合いに留まりながら、カナタは体たい軸じくをぶらさぬまま、最小限の動きで身を捻ひねり、その全てを躱す。ならばとユーリが放ってきた袈裟斬りも、カナタは間合いに体を留めながら躱してみせた。

『これも通じないなら──』

　予想通り、ユーリは間合いを取り、左腰溜めに魔ま槍そうを構えた。魔槍の穂ほ先さきが渦うず巻まく疾しつ風ぷうを宿し始める。

『覚かく悟ごしてくださいカナタ先せん輩ぱい……っ！』

『いいや、覚悟するのはお前だよ』

　読み切っていたカナタが即そく座ざに発砲。回かい避ひする間がなく、ユーリは魔槍で咄とつ嗟さにそれを払ったため、魔槍の穂先に生じた渦巻く疾風が消失した。発砲と同時に肉にく薄はくしていたカナタは、魔砲剣をチカラの限り振るい下ろした。

『く……っ!?』

『お前さ、やってることがぬるいよ』

　魔砲剣を振りながら、カナタが間合いを詰つめていく。連続攻こう撃げきを仕し掛かけるも、先を読まれ続けたユーリの動きは精せい彩さいを欠いていた。

　カナタにとっては、格好の獲え物ものだ。

　数度刃やいばを交えただけで、カナタはユーリの手から〈トリシューラ〉を弾はじき飛ばし、ユーリの喉のど元もとに刃を突きつけた。

『つ、強い……っ!?』

　同じ特務でありながら、魔槍術が全く通じなかったユーリが、漏もらすようにそう口にした。だが、カナタはユーリとは真逆の言葉を口にする。

『俺が強いんじゃない、お前が弱いんだ。お前は機先を制されたり、未知の強敵を相手にすると、焦燥に駆られやすくて動きが単調になる。上級生だからこそ、《ベベル》戦でお前は呪じゆ詛そで変身したグレゴールの初撃を躱さなくちゃならなかった。そこで失敗したにせよ、そのあと上う手まく状じよう況きようを立て直せなかったのは、お前の責任だよ』

『………………っ!?』

　図星を指されたユーリから返ってくる言葉はない。

『なにしてるんだユーリ、拾ひろってこいよ。理り不ふ尽じんな暴力はこれからだぜ』

　不快そうに下した唇くちびるを嚙かみしめ、ユーリが屈くつ辱じよくとともにグラウンドへ降りていく。その間、カナタは他の教え子たちを見み渡わたし、耳元にある通信結けつ晶しようの周波数をＥ６０１小隊のものに合わせた。

『レクティとブレアの龍りゆう牙が絶ぜつ炎えん衝しようは一度予備動作を覚えれば一番対処しやすいよ。お前らはいざっていうとき、相手を正面に捉えないと戦技を放てないんだからな。相手に咄嗟に動かれたら、戦技の精度が眼に見えて落ちる』

『そ、そのぅ……っ!?』

『ぬぅ……っ!?』

『リコは〝神憑きツヌグイ〟に頼たより過ぎ。接近戦に不慣れだから、螺旋龍風破ドラグ・トルナードを使っても、相手に躱される未来しか存在しないこともある。スタミナ不足も問題だ』

『く……っ!?』

『そしてミソラ。お前は虚空の高みに至ったけど、火力が不足してる。クロエみたいに高火力の相手なら、お前の攻撃を必ず相そう殺さいできる。そうされたら、お前に勝ち目を作る手はないよ。それに虚空の高みは消しよう耗もうが激し過ぎるから、頻ひん繁ぱんに使うべきじゃない』

『う……っ!?』

　それぞれに的確な指し摘てきを受けて、反論できる者はいなかった。事実、いまその弱点を突いてみせたカナタたちの策により、ミソラたちは切り札を封ふうじられ、手も足も出せていない。

『さてと、じゃあ反はん撃げき開始だ』

　カナタの一言で、ミーナたちが攻こう勢せいに出る。劣れつ勢せいを悟ったミソラたちはじわじわと押され始めた。

『教官あいつには、あたしたちの狙ねらいは読まれてるみたいね』

『ふっ。だが、この程度で墜おちるほどわたしたちはやわではない』

『そのぅ……まだまだ戦えます』

『うぬ。一度敗やぶれたなら、また工夫してやり直せばいいのだ』

『そうですね。もう一度行きますよ、レクティさんっ！　ブレアさん……っ！』

〈トリシューラ〉を回収したユーリを起点に、前衛三ト人リ組オが挑んできた。

　これも想定通りの行動だ。

『ミーナっ！　ノエル……っ！』

　名を呼んだ二人をアイゼナッハ流の遣つかい手たちにぶつけさせ、カナタは再度ユーリと対たい峙じした。

　すぐに頰ほおを掠めるような槍そう撃げきが突き抜けるが、カナタはまるで微そよ風かぜでも吹ふいたかのように澄すました様子で、反撃の剣けん閃せんを放った。

　魔砲剣と魔槍が弾はじき合う度たび、激しい火花が飛び散り、甲かん高だかい金属音が響く。

『今度はどうですか……っ！』

　慎しん重ちようにカナタの出方を確かめるようにして、フェイントを織り交ぜ、ユーリが攻せめ立ててきた。

　迂う闊かつに間合いを詰めず、〈トリシューラ〉の間合いを保った槍撃。

　それは、槍撃だと威い力りよくを発揮するが、魔砲剣だと僅わずかにリーチが不足する絶妙な間合いから放たれていた。

　手て堅がたい攻撃だな、とカナタはそのままゆっくりと後退し隙すきを誘さそう。

　だが、ユーリはカナタの策──この場合だと、退いたように見せかけてから一気に襲おそい掛かかる逆撃を警けい戒かいしているのだろう。

　慎重に時間をかけて攻めてくるユーリに対し、カナタは槍撃を弾き、

『ふーん、ずいぶんと余よ裕ゆうがあるんだなユーリ』

　表向きは感心したように口にしたあと、このように言い添そえる。

『でも、俺に時間をかけてていいのか？』

『悪いわねレクティさん……っ！』

『一対一なら、わたしが後おくれを取ると思ったの？』

　カナタの通信結晶から聞こえてきたのは、勝気なミーナとノエルの声。カナタがユーリを引きつけている間、仲間二人がレクティとブレアを圧あつ倒とうしていたのだ。

　直後、カナタとの戦いに全神経を注いでいたユーリの気が削がれる。

『くっ、レクティさん、ブレアさん……っ!?』

『甘あめえよ……っ！』

　その隙を見み逃のがさず、カナタは槍撃を払いのけてユーリの懐ふところへと入り込み、飛び蹴げりを浴びせてやった……っ！

『きゃあああ……っ！』

『ユーリさん、一いつ旦たん退がってください……っ！』

　中衛のミソラが、カナタに砲ほう撃げきを放ってくる。だが、

『ミソラの砲撃じゃせいぜい牽けん制せいがいいところだ』

　カナタはかまわずユーリの追つい撃げきに入った。数発の魔ま力りよく砲撃がカナタへ注がれるが、黒い鷹たかのような俊しゆん敏びんな空戦軌き道どうで駆かけ抜ぬけた……！

『リコ……っ！』

『任せろ……っ！』

　ミソラの声に応じ、リコが照準、発はつ砲ぽう。カナタの頭部へ向かって、魔力弾だんが突き進む。直撃コースだ。

　だが、カナタの進撃は止められない。あろうことか彼は左手にダガーを展開し、逆さか手てに握にぎったそれで、接近する魔力弾を斬り裂さいてみせた。

『俺に読まれてる攻撃に、なにか意味があるのか？』

『く……っ！』

　単独で攻め込んだカナタにより、Ｅ６０１小隊の陣じん形けいが崩くずれ、小隊間での注意が削そがれる。

『いまだ……っ！』

　カナタの一声に応じ、臨時編成小隊が一気にたたみかける。

『わたしの一撃は痛いわよ、レクティさん』

　障壁破壊ガードブレイクとも呼ばれるその斧ふ撃げきを受け、レクティは真っ逆さまに叩き落とされる。直後、それを追うようにブレアも墜ちていった。

『残念ねブレア・アイゼナッハ。あなたとはもっと剣を交えていたかったわ』

　チカラの比べ合いで、ブレアを制したノエルが言い放った。

　これで二人撃げき墜つい。続いて、

『悪いですね、僕は凡ぼん人じんなので攻めやすいところから攻める主義なんです』

　無防備だったリコに、ロイドが襲いかかる。接近戦でリコに勝ち目はない。しかし、

『リコさん……っ！』

　どうにか間に合ったユーリが、ロイドの前に立ち塞ふさがり、迎げい撃げきしようとする。

　ユーリ相手だと、ロイドが一方的に蹂じゆう躙りんすることはできないように見えた。だが、かまわずロイドは直進。それに応じユーリが魔槍の穂先を向けた刹せつ那な、

『違ちがうぞユーリ、その男の狙いは──』

『気づいたみたいだね。でも、もう遅おそいよ』

　リコが警告する声と、クロエの一声が重なった。

　ロイドはユーリが槍撃を放とうとした刹那に急きゆう上じよう昇しよう。すると、後ろに控ひかえていたクロエが姿を現す。

『しまったっ!?　これは……っ!?』

　スクリーンショット。種が明らかになったときには、ユーリはすでに手玉に取られていた。クロエの砲撃が直撃し、ユーリが撃墜。遅おくれてロイドの剣撃を浴びたリコも墜ちていった。

　次々とＥ６０１小隊の隊員たちが墜ちて行く中、唯ゆい一いつ残ったミソラが、

『でも、これなら──』

　虚こ空くうの高みへと至り、臨時編成小隊の猛もう攻こうを凌しのごうとする。

　だが、そんな彼女の背後には人ひと影かげ。

『だからどうした？　──俺も同じことができる。お前のそれは通じねーよ』

　全てを読み切っていたカナタは、無防備なミソラの背中に砲撃を叩たたき込んだ……！

『きゃ……っ!?』

　突とつ然ぜんの不意打ちに、ミソラも敢あえなく落下していった。







　闘とう技ぎ場。グラウンド。

　背中からもらった一いち撃げきは、意識を一気に奪うばい取るものではなかった。

　適度に加減がされていたのか、撃墜され、地上に這はいつくばらされたミソラたちの中に気絶している者はいない。

　これがいまのあたしたちの実力……っ!?

　空を見上げたミソラの瞳に映る、カナタを始めとする臨時編成小隊の五人は依然として無傷だ。

《崩ほう力りよく》や《絶力》といった強大なチカラなどなくても、カナタたちのチカラは圧倒的だった。

　そこにあるのはチカラの大小や強弱ではなく、チカラの使い方。

　戦略と戦術。

　読み合いと躱かわし合い。

　その差が戦せん況きようを大きく開かせ、カナタたちをこのフィールドの支配者たらしめている。

『決勝トーナメントでお前らが《ベベル》代表小隊に善戦できたのは、単純に相手の意表を突つくことができたからだ』

　ミソラたちを見下ろしながら、カナタが言う。

『でも、《ベベル》代表小隊は同じ手が二度も通じる相手じゃない。俺たちでも、楽にお前らの手は読めるくらいだからな。俺と出会ったときと比べてお前らは確かにチカラをつけたけど──墜ちるよ。戦場で《崩力》の遣い手と戦ったら、お前たちのチカラじゃ絶対に墜ちる』

　きっとミソラがカナタを睨にらみつける。周りの仲間たちも同様に、カナタを睨みつけていた。

　彼女たちの心境はただひとつ。

　このまま地に足を着けて醜しゆう態たいなどを晒さらしてなるものか。カナタ・エイジの前で、自分たちが隣となりを飛べることを示してやる……っ！

　ミソラたちの意思ある瞳ひとみから、カナタはまだ彼女たちが屈くつしていないこと悟さとり、

『その眼、まだ言いたいことがあるみたいだな。文句があるなら、かかって来いよ……っ！』

　言われるまでもなく、ミソラたちは再び地を蹴り、空でカナタたちに刃やいばを向ける。しかし、

『行動が遅い……っ！』

『連れん携けいが甘い……っ！』

『威力が弱い……っ！』

　カナタからのそんな言葉とともに、彼女たちは幾いく度ども翼つばさを捥もがれ、その都つ度どに地に叩きつけられた。

　致ち命めい傷しようを与あたえて、気絶させるのではない。

　ミソラたちの精神力が尽きるまで、何度となく叩き落とす。〈ソーサラーフィールド〉が物理ダメージを精神ダメージに変へん換かんする以上、ミソラたちの心が折れるのは時間の問題だった。

　ボロ雑ぞう巾きんのような防護服プロテクター、激しく荒あれ狂くるうような呼吸。

　幾度となくグラウンドに叩きつけられたミソラたちが経験したのは、如い何かな攻こう撃げきをしようと、カナタたちには一ひと太た刀ちも入れられない、完全試合パーフエクトゲームだった。

　通じないっ!?　持てる全てを以ってしても……っ!?

　体力だけでなく、心が消しよう耗もうしたミソラたちの脳のう裏りに、ついに弱気な考えが過よぎり始めた。

『そ、そんなっ!?　一撃も浴びせることができないなんて……っ!?』

　最も早はや立つことすらやっとのミソラが思わずつぶやいた。

『お前らってさ、本当に戦い方が下へ手たなんだな』

『ま、まだよ……っ！』

　カナタの言葉を聞き、ミソラは気弱な考えを打ち消し、仲間たちと貌かおを見合わせて、空を舞まう。

　最早、なりふり構っていられない。せめて一撃だけでも浴びせてみせる。

　ミソラたち五人は、全員でカナタ一人に挑いどむ。

　まずはリコが発砲。しかし、カナタは首をさっと曲げるだけで躱す。レクティとブレアが同時にカナタに挑む。襲う四振ふりの魔ま双そう剣けん。カナタは大きく振りかぶった魔ま砲ほう剣けんでそれを薙なぎ払はらい、レクティとブレアを弾はじき飛ばす。間かん髪はつを容いれずユーリが攻せめる。カナタは刺し突とつを二度躱して、回し蹴り。吹ふき飛ばされたユーリは、体力切れですでに動けなくなったリコを巻き込んで落下。最後のミソラは幻想イリユー加ジヨン速アクセルに失敗。カナタが手加減をして放った砲撃を躱せず、直撃を浴びて落下した。

『どうやら、もう立ち上がることすらままならないようだな』

　ついにチカラ尽きたミソラたちを見やり、カナタが口にした。

　悔くやしいが、カナタの言う通りだ。ミソラたちはグラウンドに這いつくばったまま起き上がれない。

　体力、精神力、魔ま力りよく、あらゆるチカラが底を突き　貌を上げる気力もない。眼は翳かすみ、起き上がろうと伸のばした手は指先すら動かせなくなっていた。

『諦あきらめろ。ここがお前らの限界だ。理り不ふ尽じんな暴力に抗あらがえるチカラを、お前たちは持ち合わせていないんだよ』

　見えぬカナタの声が上から聞こえてきた。

　もうダメなの？

　なにをしても届かなかった。

　手も足も出なかった。

　これが理不尽な暴力。

　目標とするべき「最強の存在」。心の支えでもあるそれと実際に戦う中で、屈しているのはミソラたちのほうだ。

「最強の存在」が率いる小隊と戦い、抗い続けても、その先は……。先には……敗北しかない。

　カナタ・エイジを倒たおすイメージが浮うかばない。しかも、今回彼は仲間を率ひきいて戦っている。

『何度やっても同じだ。理不尽な暴力で、お前らの心が折れるまで──』

　と、カナタが何かを口にしたとき、紅い砲ほう撃げきが轟ごうっ！　とグラウンドを直撃。グラウンドが爆はぜ、舞い上がった土つち埃ぼこりがぱらぱらとミソラたちに降りかかった。

『ねえみんな、いつまで寝ねているの？』

　カナタの言葉を遮さえぎり、クロエが険けわしい眼まな差ざしで言った。その行動の過激さに、ノエルが眼を細めるが、クロエはかまわず言う。

『まさかもう終わりじゃないよね？』

『クロエ・セヴェニー。紅チビたちはもう──』

　発砲。ノエルの言葉を遮るように、動けないミソラたちにさらに砲撃が降り注いだ。

『ノエルちゃん、ごめんね。うるさいから黙ってて』

　クロエらしからぬ乱暴な言葉遣づかいに、ミソラは驚いた。

『まだ意識はあるんだよね。なら、体は動いているはずだよ。体が動いてるなら、立ち上がれるよ。それができないなら、ミソラちゃんたちが次の戦いへの参戦を諦めるって口にするまで、わたしは何度でも砲撃する』

　それでも、ミソラたちは動けない。意識はあるが、体中の神経が全て切断されてしまったかのように全く動けないのだ。

　そのことはクロエもわかっているはずだが、

『ねえ、ミソラちゃんたちは何のためにここまで来たの？』

　このタイミングで尋たずねられたのは、根源であり原点。ミソラたちの根こん幹かんをなす魂たましいとでも言うべき部分だ。

『苦しいこともあっただろうし、言いたいこともあっただろうし、逃にげ出したいことだってあったはずだよね。それを全部我が慢まんして、ミソラちゃんたちはもっと怖こわいことに臨のぞもうとしている。そんな辛つらくて険しい道を、ミソラちゃんたちはなんで歩こうと思ったの？』

　決まっている。辛いとか険しいとかより先に、立ち向かいたかった。あらゆる理不尽に立ち向かって、あいつに見てもらって、認めてほしかった。

　ここぞというときに想うのは、いつもあいつだった。

　いつかあいつの隣を飛べる空士になるため、ミソラはここで倒れるわけにはいかないのだ。

　おそらくは最終決戦で、ミソラたちがあいつと同じ部隊になることはないだろう。《ゲート》の障しよう壁へきを破りうるカナタは、人類陣じん営えいの精せい鋭えい部隊に配属され、ここぞというときに投入される切り札になる。一方で、ミソラたちの実力は二線級。空士といっても、まだ候補生であることを考こう慮りよすると、捨て駒ごまとしての最前線か、比ひ較かく的安全な補給線や飛空艇ていの防ぼう衛えいなど後方部隊に配備されるはずだ。

　どう転ぼうと、あいつの隣を飛べることはないとわかっている。あいつがあたしたちの参戦を拒こばむ理由も、参戦する危険性も充じゆう分ぶんによくわかっている。

　それでも──諦めたくない。

　だからこそ、強がりを吐はいた。何度墜おとされようと、飛び立った。

　次の闘いで空士として雄お々おしく羽ばたき、気け高だかく舞い、弱き人々を護まもり、あいつも護り──世界中に知らしめるために。カナタ・エイジこそ、あたしたちの教官こそが最高だと。

　ゆえに、ミソラは土を摑つかんだ。震ふるえる指先にチカラを込め、痺しびれがやまぬ腕うでを持ち上げ、疲れ果てた体を奮ふるい立たせ、立ち上がってみせた。

『リコ、いつまで寝てるの。とっとと起き上がりなさい』

　リコの指先が動く。

『レクティ、ごめん。起き上がって』

　レクティが腕にチカラを込める。

『ユーリさん、機を見て全員で動きます』

　伏ふしたユーリが貌を上げ、〈トリシューラ〉を杖つえ代わりにする。

『ブレア、あんたはまだいける口でしょ』

　口の中に入っていた土をぺっと吐き出し、ブレアが不ふ敵てきな笑みを零こぼした。

　やがて、空士たちが立ち上がる。残ざん酷こくな風が吹き荒れる空へ再び飛び立とうと、彼女たちは空を見上げた。

『あたしたちのチカラじゃ、あんたたちにすら完全試合パーフエクトゲームにされる。そんなチカラで、《崩力》の遣つかい手に勝とうだなんておこがましいのはわかってる』

　何も言わぬカナタにこう宣言する。

『でも──やると決めたっ！　だからこそ、何度でも立ち上がるわ……っ！』

　身の丈たけ以上の魔砲剣の切先を、ミソラはカナタへ向けた。

　この「理不尽な暴力」の意味はわかっている。

　圧あつ倒とう的に過か酷こくな状じよう況きよう下かにすることで、あたしたちの覚かく悟ごを試し、それぞれの弱点を突くことで、あたしたちの詰つめの甘さを教えてくれているんだ。

　ミソラたちが参戦したところで、次の最終決戦で役に立たないのはわかっている。

　だが、カナタは示してくれた。いまより先が──規格外のチカラがなくても、辿たどり着ける道があることを。

　きっと伝えたいことがいっぱいあるんだろう。これからの約二か月間で、到とう底てい教えきれるものではないんだろう。これからあたしたちが、あのときにもっと教わっておけばよかったって後こう悔かいすることもあるんだろう。

　時間は足りない。

　でも……

　だからこそ、いま自分にできることを……

『かかってきなさい……っ！』

　動けぬミソラが放ったのは、なおも戦うための言葉だった。そんなミソラの生き様ざまに、カナタは何を感じ、何を見たのか。彼は魔砲剣の切先を下ろし、口を開く。

『お前らのやる気は認める。俺と出会ったときとは、比べ物にならないほど実力を身につけたこともだ。でも、いまのままじゃ絶対に墜おちる。だから──』

　教官としてカナタが口を開く。

『今日から約二か月間、いままでにもまして厳きびしく指導していく。いまあるチカラの上限は簡単に上げられるものじゃない。だからこそ、お前らは細かなミスを限りなく減らして、相手の隙すきを誘さそえ。それが次の戦場に進む条件だ。そしてそれこそが、俺が教官として施ほどこせる最後の指導になる』

『……最後の指導』

　勝負が始まる前にカナタが同じ言葉を口にしていたが、今回のそれは込められた重みが明らかに違ちがっていた。

『ああ。次の戦いでは何が起こるかわからない。何度も言うけど、俺は教官として、お前らが前線に出ることは反対だ。危険が大きすぎる。平和のための犠ぎ牲せいって言葉があるけどさ、俺はそういう言葉は嫌きらいなんだよね。だってさ、俺たちが求めるのは犠牲のない平和な世界じゃんか。そんな世界を求めてるのに犠牲の上に成り立たせるんじゃ本ほん末まつ転てん倒とうだろ』

　そんな想いをカナタが口にしたとき、クロエは眼を伏せた。なぜクロエが眼を伏せたのかミソラがわかったのは、もう取り返しがつかなくなってからだった。

『お前らもわかっている通り、課題は山積みだ。繰り返しになるけど、もし次の戦場に出たいっていうんなら、今日みたいな密度の濃こい指導を、これから約二か月間みっちり受けてもらう。もし本気で《崩ほう力りよく》の遣い手に勝ちたいと思うなら、いまよりもっと細部デイテイールに拘こだわって、こちらは常に相手の先を読み続けないといけない。その上で、どうにか勝機が見えてくる相手だ。目標は、常に相手の先を制す戦いをすることだ。だから、本当に厳しい訓練になるぜ』

　些さ細さいな連れん携けいや判断ミスもなくし相手の隙と弱点を突つく、先程カナタたちが見せてくれた戦いのことだ。

『それでも──』

　ミソラの一言に応じ、彼女たちは声を揃そろえて口にした。

『『『『『あたしたちはやると決めたのよ……っ！』』』』』

　見守っていたクロエたちが口にする。

『いい小隊だね』

『ええ、これで落ちこぼれだなんて何かの間ま違ちがいでしょう』

『ふんっ、わたしの小隊のほうがずっといい小隊よ』

『あら、そう。そういえばチビ虎とらさん、鼻先が少し赤くなってるわよ』

『～～～～～～～っ！』

　宙を舞まうカナタが、ミソラたちに告げる。

『それじゃあ、これからみっちりと鍛きたえ上げてやるよ。それと──』

　不敵というより、にっと優しく微笑ほほえんで彼はこう言い添そえた。

『さっきは悪くない戦いぶりだったぜっ！　相手が俺たちじゃなければ、勝ててたかもな……っ！』




　　　　※※※




　その日からの約二か月は本当にあっという間だった。

　カナタはミソラたちの指導と並行して、アンネローゼと一いつ緒しよに作戦を詰めた。《絶力》の遣い手として、彼独自の視点で詳しよう細さいを伝えた。カナタの存在はゼスの信しん奉ぽう者たちからの襲しゆう撃げきや不ふ慮りよの事態を避さけるため、人類反はん撃げきの切り札として秘ひ匿とくされていた。

　アンネローゼは作戦の詰めだけでなく、人類陣営の足並みを揃えるのに奔ほん走そうした。長年の不在の理由を評議会で説明し、融ゆう和わを望む魔ま甲こう蟲ちゆう陣営の女王として、エリスを評議員たちに紹しよう介かいした。

　当初ゼスの妹ということで危険視されたエリスだが、闘とう技ぎ場でミソラを庇かばったことに加え、猫ねこを被かぶるのがすこぶる上う手まく、すぐに表の社会に打ち解けてみせた。ゼスを信奉する空士たちから接触コンタクトもあったが、そちらは最小限の犠牲で収めていた。

　ミソラたちは《ベベル》の混乱が一段落ついた頃ころ、カナタとともに《ミストガン》へ帰き還かんした。当時《ミストガン》では厳げん戒かい態勢が敷しかれた上、フロンが直じき々じきに出で迎むかえに来てくれた。リコが「ふっ、空戦武踏祭エリアルソードで優勝したぞ」とからかい半分に語ったが「そんなことはどうでもいいわ。よく無事に帰ってきたわね」とフロンから伝えられ、面めん喰くらっていた。

　結局《ベベル》でのあの日以来、《ミストガン》ではランキング戦が行われなくなり、代わりに大部隊での集団戦の訓練が追加された。やがてアンネローゼから各学園浮ふ遊ゆう都市へ最終決戦に関する通達が届き、学園浮遊都市にいる学生の何割かは自分の故郷に戻もどり、そこで浮遊都市護衛の任務に就つくことが決定した。それ以外の者は、学園浮遊都市に残るか、決戦部隊の支し援えんに志願できるようになっていた。ミソラたちＥ６０１小隊は、全員後者に志願した。

《ミストガン》に帰って来て以来、エリスとクロエがときおり切ない表情を見せることがあった。エリスは兄の件、クロエは人類陣営の切り札であるカナタの身を案じてのこととミソラたちは解かい釈しやくしていた。結果としてそれは、前者は正解であり、後者は半分正解だった。

　他にも数え切れないほど多くの出来事があった。

　ノエルが戦術指南という名目で《ミストガン》にやってきたり、エリスやリーゼリットが視察という名目で《ミストガン》にやってきたり、アリアが姉たちに会うために《ミストガン》にやってきたり、カナタの周りでは騒そう動どうが絶えなかった。

　だが、人類陣じん営えいと魔甲蟲陣営の最終決戦を控ひかえたいま、それらは世界中で起きていた無数の事象のひとつに過ぎない。

　ミソラたちに心残りがあるとすれば、人類陣営の切り札であるカナタの存在が秘匿された結果、《ミストガン》でのカナタの名誉を回復できなかったことである。

　人の口に戸は立てられず、空戦武踏祭エリアルソードの際闘技場でゼスと対たい峙じした彼のことは、世界中で噂うわさになったのだが、幸か不幸か《ミストガン》の二つの代表小隊で、事の真実を口外した者はいなかったのだ。

　それでも、各浮遊都市の責任者を集めた場で、魔甲蟲陣営の新代表としてエリス、加えて外交官であるクリスを伴ともない、アンネローゼがこう発言した記録が残されている。

「ゼス・ヴィーゲルトを倒たおし《ゲート》さえ破は壊かいできれば、人類陣営に未来が訪れます。もし敗やぶれれば、そのとき全人類が一生ゼスの奴ど隷れいになると思ってください。敵は強大ですが、希望はあります。いま世界中で噂されている彼の存在が、必ず人類に勝利を齎もたらします」







　　　第四章　決別の朝に







　空戦武踏祭エリアルソードから約二か月後。

「じゃあ、気を付けて行ってくるわ」

　父親との別れの挨あい拶さつをそう締しめくくったあと、ミソラはなだらかな緑が広がる丘おかの上にある、白い十じゆう字じ架かの前に立っていた。

　希望の丘。

　志こころざし半なかばで散っていった空士たちの魂たましいが集つどう場所だ。

　最終決戦を間近に控ひかえ、カナタと《ミストガン》志願組の召集日は明日に迫せまっていた。明朝には飛空艇ていに搭とう乗じようし、《ゲート》がある座標に派兵される。

　つまり、《ミストガン》にいられるのはこの日が最後だ。

　空戦武踏祭エリアルソード以降、ミソラたちは訓練漬づけの日々であり、休む時間はなかった。そのため、今日は思い思いの時間を過ごすようにカナタから言われたのだ。

　特務隊に選せん抜ばつされたカナタに挨拶しに行くというのは決まっているが、さすがに一日中一いつ緒しよというわけにもいかず、ミソラはここしばらくできていなかったことをすることにした。

　父親に別れの挨拶をした彼女がこの場所に赴おもむいたのは、むろんもう一人の親へ挨拶をするためである。

　簡単な掃そう除じをしたあと、母親の墓標に故人を悼いたむ白いアネモネの花を供そなえ、ミソラは語りかけた。

「──というわけで、あたしも次の戦いに向かうことになりました」

　亡き母親の姿を思い浮うかべ、ミソラが冗じよう談だんめかして言う。

「まあ、流石さすがに未熟なあたしは最前線配置じゃないし、できることっていっても、せいぜいあいつを陰かげからサポートするくらいなんだけど……。でも今回の戦いは、どこにいても危険が伴うし、何事もなく人類陣営の作戦通りに推移することはないと思う。戦いの規模からいって空士は大勢墜おちると思うし、《崩ほう力りよく》と呪じゆ詛そを駆く使しする人型魔ま甲こう蟲ちゆう相手に人類は有効な対策を見いだせてない」

　結局、最前線で戦う空士は要よう塞さい浮ふ遊ゆう都市勤務のベテランで固められた。まだ学生であるミソラたちの役目は、後方支援だ。かといって、人型魔甲蟲と戦うイメージを持たずにはいられなかった。

《崩力》のチカラを以もってすれば、人類陣営を蹂じゆう躙りんするのは容易たやすいことなのだから。

「でも、絶対に帰ってきます。みんなと一緒に墜ちずに必ず帰ってきます。あたし、実力では負けても気持ちで負けたりはしないから」

　そう言って、ミソラは爽さわやかな笑みを浮かべ、母親の墓標をあとにした。







　同時刻。フラメル姉妹の部屋。

「やれやれ、たまの休日くらいだらだら過ごしてもいいだろう」

　ソファーに寝ね転ころがりリコが本を読んでいたところ、同居人であるフロンから咎とがめられ、リコが反論していた。

「それとも、わたしは寝転がってはいけない規則でもできたのか？」

「たしかにそんな規則はないわね」

　認めながらも、フロンには屁へ理り屈くつに付き合うつもりはないようだ。

「と言って、わたしが赦ゆるすとでも思ってるの？　一日中ここにいても、どうせごろごろして終わりでしょう。次は厳きびしい戦いになるんだから、最後の休日ぐらいもっと有効に使いなさい」

「ふっ、事務作業のしすぎでお馬ば鹿かになったんじゃないか。有効に使うからこそ、家の外に出ないんだ」

「若さの無む駄だ遣づかいね」

「若さとは無駄遣いするものだろう」

「……あなたね、運が悪ければ今日が人生最後の休みになるかもしれないのよ」

「人生最後の日、か」

　最終決戦で墜ちるつもりはない。だが、その可能性があることはリコも承知している。かといって、この姉の言う通りにするのは癪しやくだ。

　だからこそ、リコは本を読みながらこう返した。

「もし今日が人生最後の日ならば、わたしは部屋から一歩も出ない。それこそが、わたしの生き様ざまだ」

　直後、リコは首根っこを摑つかまれ、玄げん関かんから放り出された。

「どうせ家の中にいても、落ち着かないでしょ。さっきから本がちっとも進んでなかったわ。あなたがいるべきところは別の場所よ」

　ドアを閉じられる間ま際ぎわに、見み透すかされたような言葉を投げられ、ドアが閉まると同時に施せ錠じようの音がした。

「……………………」

　行き場がなくなったリコは、とりあえず本が読めそうな場所へ向かうことにした。







　アルテミア寮りよう。ミソラとレクティの部屋。

　せっかくの休日なんですけど……

　ミソラとの相部屋のキッチンで、レクティは小麦粉にバターなどの材料を混ぜ、クッキー生地を作っていた。決戦前の最後の休日であり、レクティはせっかくだからとお菓か子し作りに精を出そうとしたのだが、

　そのぅ……なんだか、あまり捗はかどらないですね。

　明日からのことが気になって、お菓子作りが愉たのしめない。それに最近は、みんなと一緒に訓練ばかりしていたせいで、一人で何かしろと言われても困る。

　もしかすると、これが人生最後のお菓子作りになる可能性がないでもない。だが、

「ほえ……っ!?」

　上うわの空で焼き上げたクッキーは、しょっぱかった。砂糖と塩を間ま違ちがえたらしい。こんな間違いをしたのはいつ以来か思い出せない。

　や、やっちゃったっ!?　あ、あのぅ……そ、そもそも……砂糖と塩の見分けがつきにくいのがいけないんじゃないでしょうか。いったい誰だれなんですか、この砂糖と塩を作った人は？　匂においや着色料で砂糖と塩の区別がつくようにしないといけないと思いますっ!?　他にも焼き時間の甘さや、ふわふわでなくなんだかぼそぼそした触しよつ感かんも気になるんですが、そのぅ……これはいったい……っ!?

　眼をぐるぐると回したあと、レクティは勢いよく首を左右に振ふった。

　無む性しように落ち着かない。クッキー作りなら、べつにいつでもできる。最終決戦を前にしてするべきなのは、もっと別のことなのではないか。自分でも理解できないほど、レクティは何かをしたくてしょうがなかったが、それが何か見当がつかなかった。

　そのぅ……休みなんですけど、と、とりあえず小隊室にでも……

　不安で居た堪たまれないレクティは、通い慣れたその場所へ向かうことにした。







　アルテミア寮。カナタの部屋。

「主あるじよ、遊びに参りました」

　窓を開け、ブレアは慣れた様子でカナタの部屋へと侵しん入にゆうした。ここしばらくしていなかった夫婦の営いとなみをしようと思ったのだ。

　幸いにして、この日はユーリの妨ぼう害がいに遭あうこともなかったが、

「むぅ……」

　生あい憎にくとカナタは不在だった。普ふ段だんは散らかりきっているはずのカナタの部屋が、この日は綺き麗れいに整理整せい頓とんされていた。

　それはまるで死に往ゆく者が身辺整理をしたようであり、死期を悟さとった猫ねこが何も言わずに飼い主のもとを去るという感覚を覚えさせた。

　もっともブレアの脳のう裏りに、カナタが墜ちる光景は微み塵じんも浮かばない。きっと主も気分転てん換かんに掃除でもしたのだろうな、とすぐに思い直した。

　それにしても、これで全部の予定が無む駄だになってしまったな。

　ブレアの手には、アイゼナッハ本家に伝わる秘伝の巻物にある恋れん愛あい術から、これぞといった心得を書き写したメモ用紙が握にぎられていた。この日は既き成せい事実さえあればこちらのものだという心得に則のつとり、カナタにヘッドマッサージをし、油断したところで唇くちびるを奪うばう作戦を実行しようとしたのだが……ブレアはメモを破り捨すてた。

　今日はカナタとともに過ごそうと考えていたがこれで計画は頓とん挫ざした。武一直線で歩んできたブレアにこれといった趣しゆ味みはなく、大好きなアリアはリーゼリットとどこかに遊びに行ってしまっている。

「むぅ……」

　仕方あるまい、小隊室にでも行くか。そこに誰もいなければ、一人で訓練に励はげむことにしよう。







　アルテミア寮。ユーリの部屋。

　今日からしばらく留守にしますからね。

　几き帳ちよう面めんなユーリは、まず部屋の片付けにかかった。少しだけ散らかってしまった部屋を元に戻もどす。ベッドの上に転がったテディベアは戸と棚だなの上に、机の上はぎゅっと絞った布ふ巾きんでさっと水みず拭ぶき。他にも幾いくつか簡単な掃除をした後、机の引き出しにしまったままの小箱を手に取る。中には、カナタからプレゼントされた片かた翼よくを象かたどったペンダントがあった。

　そっと手に取り、身につけた姿を鏡に映してみる。

　ふふっ……

　思わず笑みを零こぼしたユーリだが、すぐに我に返りまずいまずいと反省しながら、ペンダントを小箱に仕し舞まった。鏡を見てにやけてる姿なんて、リコさんとかに見られたら不ふ審しん者としてからかわれてしまう。

　ここは自室で、他に誰の姿もないというのに、思考の中に小隊の仲間が出てくることを、ユーリが不思議に思うことはなかった。

　そして片付けを終え、さて次はどうする？　という段になり、ユーリは人差し指で頰ほおのあたりを搔かき、考え込んだ。

　あとは、買い物でも？　──いえ、明日からしばらく《ミストガン》にはいませんし。もう出発の用意はしてありますし、〈トリシューラ〉のメンテナンスも問題ありませんし……

　本当に一いつ瞬しゆんだけ、最終決戦に備えて遺書を用意することも考えたが、やはりやめておくことにした。

　如い何かなる激戦であっても、生きることを諦あきらめるつもりはない。

　きっと他の仲間も同じ気持ちであろう。

　──カナタ・エイジの教え子なのだから、声に出さずとも伝わってくる

　他にも幾つか用事を考えたが、一人でしたいことは何も浮うかばない。むしろ、いましたいことといえば──

　ユーリはおもむろに部屋のドアへ視線を移した。あそこにならきっと誰か仲間がいて、自分と一緒の時間を過ごしてくれると思ったから……







　小隊棟とう。Ｅ６０１小隊室。

「結局、みんな揃そろっちゃったわね」

　勢揃いした仲間たちを見み渡わたし、ミソラが言った。

　墓参りを終えたミソラがふらっと小隊室に立ち寄ると、そこにはすでに本を読むリコの姿があった。ミソラは「あっ」と間の抜ぬけた声を漏もらしたが、リコはこちらを一いち瞥べつすると、すぐに読書に戻った。

　まるでミソラが来るのがわかっていたみたいだ。続いてレクティ、ブレア、ユーリの順で小隊室にやってきて、ミソラと同じく間の抜けた声を上げていた。

「ああ、せっかくの休みだというのにもったいないな」

「ですけどそのぅ……わたしはらしくていいなって思いました」

「うぬ。昨日まで鍛たん錬れん漬づけであったからな」

「でも、なんとなく一いつ緒しよにいたいなって思っちゃうんですよね」

　最後の休日は、仲間と一緒に同じ時間を過ごしたい。そして普段から通い慣れたこの場所なら、不思議と仲間たちが集まる気がしたのだ。

　これまでの総決算とでもいうのだろうか。ミソラたちの話題は、必然これまでの小隊活動の振り返りになった。仲間とともに潜くぐり抜けた訓練と実戦といった想い出を振り返ったあと、ミソラが思い切って口にした。

「じつはここだけの話、初めて出会ったときリコは真っ先に退学すると思ってたわ」

「わたしはミソラが退学すると思っていた」

「そのぅ……わたしは自分が退学するかと」

「わたしはミソラさんたち全員が揃って退学かと」

「私はユーリ先せん輩ぱい以外、相手にしておらんかった」

　つまり、要いらない子の集まりだったわけなのだが、

「あらためて考えてみると、よくこれで最終決戦に臨のぞもうとしてるわね」

　ミソラが総そう括かつすると、仲間たちが声を上げて笑い出した。

　下へ手たをすれば退学になっていた隊員が半分以上を占しめる小隊が、自分たちから志願してまで《崩ほう力りよく》が支配する戦場へ赴おもむこうというのだ。

　正気の沙さ汰たではない。

　それでも、譲ゆずれないものがある。

　だからこそ、

「さてと、それじゃあちょっとした訓練でもしましょうか。さすがにあいつは小隊室に来ないだろうし」

　と、ミソラが軽い調整でもしようとしていたところで、小隊室のドアが開いた。

　そこにいたのは、

「んっ、なんでお前らが集まってるんだよ？　今日の訓練は休みだって伝えただろ」

　クロエたち上級生仲間を引き連れた、今日で最後の教官──カナタ・エイジの姿があった。







「えっ!?　なんであんたがここに来るのよ……っ!?」

「クロエたちと朝練したあと、Ｅ６０１小隊の小隊室から声がしてるのに気づいたからな。誰かいるのか見に来たんだよ。最終決戦前の最後の休みを忘れてる奴やつがいたりしたら悲ひ惨さんすぎだろ」

　カナタの後ろには、クロエに加え、ノエルとミーナの姿があった。

「あんたは訓練してたの？」

「ま、明日から教官じゃなくて空士になるのに、戦せん闘とう勘かんを鈍にぶらせておくわけにはいかないからな」

　そんなことを言って、カナタがミソラたちになぜ小隊室にいるのか事情を尋たずねている間、クロエは昨日の訓練終しゆう了りよう間際のことを思い出す。




　──正直、お前らはよく頑がん張ばったよ。あれから俺の指導にもよくついて来たと思う。もう俺から言うことは何もねーよ。もしお前らが次の戦場に出たいっていうなら、好きにするといい。お互たがい無事に帰ってきたら、そんときは生せい還かん祝いに飯でも食いに行こうぜ




　訓練で疲れきったミソラたちに、最後の生還祝いの件を口にしたとき、カナタは遠い眼をしていた。

　ミソラたちはカナタの事情を知らない。

　カナタは特務隊であり、ミソラたちとは別の飛空艇ていに乗るため、カナタとミソラたちが会えるのは今日が最後だ。もし今度彼らが会えるとしたら、それは全てが終わった後になる。

　そのとき、ミソラたちはカナタのことを覚えてはいないだろう。

「なんだ、つまりみんな仲間と一緒の時間を過ごしたかったのか。ならさ、訓練を頑張ったご褒ほう美びっていうわけじゃないけど、何か希望があったら俺も付き合ってやるよ。これから当分会えなくなるしな」

「希望って言われてもねえ。自主練のあとにお菓か子しをお腹一いつ杯ぱい食べるとか」

　これといったアイデアが浮かばず、ミソラは小首を傾かしげた。

「ふっ、わたしは自主練などせずにふかふかのベッドで休みたいのだがな」

「あのぅ……わたしはもう少し鍛たん錬れんに励みたいです」

「うぬ。私もだ」

「わたしもリコさんと連れん携けい訓練をしたいです」

　リコたちの意見も似たり寄ったりだ。

　最終決戦を前に、ミソラたちはこれといった暇潰しが浮かぶどころか、訓練のことで頭がいっぱいらしい。訓練するのも間ま違ちがいではないのだが、いささか名残なごり惜おしくもある。

　特に、カナタとともにミソラたちの訓練に付き合ってきたクロエとしては、最終日を訓練などで終わらせるわけにはいかなかった。

　彼女はもう覚かく悟ごを済ませている。

　カナタの記き憶おくを失うと知ってから、その覚悟を済ませて、指導に臨んでいた。

　だが、強くなることで手一杯だったミソラたちに、せめて何か一つでも、最後の想い出を作らせてあげたかった。

　たとえそれが必ず消え去ってしまうにしても……

「ふふっ、みんな、発想が貧困過ぎだよ」

　クロエはにこにこと天使のような笑みを浮かべて宣言する。

「せっかくの機会だからさ、いままでやれてなかった夏らしいイベントを纏まとめて消しよう化かしちゃおうよ。みんな一緒にプールで泳いで、そのままバーベキューして花火をして、それでパジャマパーティーするの。いいでしょ？」

　暦こよみの上では、いまは夏の終わり。都市環かん境きようもそれに応じて変化させるため、温度設定もだいぶ低くするはずなのだが、まだ秋というには暑いくらいだ。

　今日の気温は泳ぐには充じゆう分ぶんかもな、とカナタが思ったとき、

「ふっ、面おも白しろそうなイベントだな」

「あのぅ……でも訓練せずに遊んでいいんですか？」

「ぬぅ。訓練をせぬと不安なような気もするな」

「わたしも少し不安が……」

「あのクロエさん、本当にそんなことをしていいんですか……っ!?」

　戸と惑まどいまじりに尋ねてきたミソラに、クロエは笑顔で頷うなずいた。

「もちろん。だって、下手したらこれが最後になるかもしれないんだよ。だからさ、やりたいことがあるならやっておかないと」

　直後、ミソラたちの瞳ひとみの奥に静かな闘とう志しが宿った。最後の日ぐらいカナタと遊び尽くしてやる、という秘めた気合が滲にじみだす。

　クロエの言葉の真意を、ミソラたちは理解できなかっただろう。クロエ自身も理解できないと知ったうえで、この言葉を口にしている。

　カナタが伝えない以上、クロエから教えるつもりはないが、これぐらいの救いはあってもいいだろう。

　ミーナが同意する。

「わたしも喜んで参加させてもらうわ」

「はんっ！　《ミストガン》の学生は脳天気ね。遊ぶならあなたたちだけやってなさいよ」

「あれ？　ノエルちゃん、もしかして水着姿に自信ないの？」

「な、ないわけないでしょうがっ!?　……いいじゃないの。わたしもあなたの提案に乗ってあげるわよ……っ!?」

　ノエルの同意も得たところで、上級生を中心に簡単な分担を決め、クロエが総括する。

「じゃあこれから夏らしいイベントの用意があるから、ここで一いつ旦たん解散。みんな自宅に戻もどったあと必要な準備を整えてきてね」










　ま、こういうのも悪くねーか。

　実技棟。屋上。

　プールが設置されたそこには、プールサイドでバーベキューコンロの火熾おこしをするカナタの姿があった。サンダルに海パン、カラーシャツを着て、完全にオフといった体ていである。

　半数以上の学生たちが自分の故郷に帰ったいま、《ミストガン》に残留する空士は思ったより大分少なく、決戦志願組はさらに人数が限られる。フロンは決戦志願組にはリラクゼーション施し設せつ利用の優先権、そしてカナタ・エイジには訓練場の優先使用権も付ふ与よしていた。

　おそらくはフロンも、カナタが最終決戦での鍵となる人キーパーソンであり、彼の士気モチベーシヨンを保つことの重要性を理解しているのだろう。当初こそ反論があったものの、クロエたちと訓練するカナタの姿は危き機き迫せまるものがあり、すぐに不満の声は上がらなくなった。

　バーベキューコンロに団扇うちわで風を送り始めたカナタの頭は、教官として今日までミソラたちに施ほどこしてきた指導を自然と振ふり返っていた。

　残された時間で自分が考えうる限りの指導を施したつもりだけど、でもやっぱり厳しかったな。

　指導を重ねるごとに、新しい問題が生まれてくる。人が育つ瞬しゆん間かんを目まの当たりにする喜びには、常に新しい課題への対処がつき纏う。

　教官の務めにはきりがない。

　もうちょっとだけ、あいつらの教官でいたかったな。

　そんなとき、

「やっほー、カナタっ！　クロエに誘さそわれたから遊びに来たわ……っ！」

　声のした方を見ると、《ミストガン》に遊びに来ていたリーゼリットたちの姿があった。どこから調達したのか、リーゼリットは幼年学校の頃ころに着るスクール水着を身に着け、肩かたの上には「ふふっ」と微笑ほほえんでいるエミリーの姿もある。

「カナタさん、今日はお招き頂き、ありがとうございます」

　さらにこの日は一いつ緒しよに、薄うす緑みどり色のワンピースタイプの水着を纏うアリアの姿もあった。リーゼリットはアリアと交戦経験がないせいか最初から友人として見なしており、一番年も近いせいか人間関係は良好だ。

「これはつまらないものですがどうぞ」

「こっちはエリス様とクリス様から」

　アリアとリーゼリットが、肉と野菜が入った買い物袋ぶくろを差し出してきた。

「そっか、助かるよ。今日は愉たのしんでいってくれ」

　その直後、屋上のドアが開いた。ドア口から貌かおだけ出して覗のぞき込むミソラと、カナタの視線が合う。

　だが、次の瞬間、ミソラははっとした貌で慌あわててひっこもうとした。

　なにやってんだあいつ？　訝いぶかしむカナタが耳を澄すますと、なぜか開きっぱなしになったドアの向こうから、ミソラたちの話し声が聞こえてきた。

「ホ、ホントに緊きん張ちようしてきたんだけど……っ!?」

「ふっ、ならばここはわたしが行こう」

「ダ、ダメですリコさんっ!?　こ、こここ、ここはわたしが……っ!?」

「ぬぅ。ユーリ先せん輩ぱいもどこか緊張しておる様子。ここは妻である私が……」

「あ、あのぅ……ここはわ、わたしがっ!?　わたしは一度カナタさんと入浴した経験がありますし」

「聞き捨ずてならないわねレクティ・アイゼナッハっ！　あなた、カナタとはどういう関係なの……っ！」

「あらチビ虎とらさん。やっぱりあなたもカナタが気になるのかしら？」

　などと言い争う声が聞こえたあと、クロエの声で、

「こらこら、みんな入口に溜たまらないでレッツ・ゴー」

　いったいドア向こうでは、ミソラたちがどんな姿勢を取っていたのか。クロエの一声で積み木が崩くずされたかのように、ミソラたちがずてーんと転げるように屋上に出てきた。

　じっとカナタに見られ、堂々としている者もいれば、おどおどとしている者もいる。その反応は様々だが、全員でひとつだけ共通していることがあった。

　それはミソラたちが揃そろって水着を着ていることだ。

「ふふっ、カナタの好みは誰だれなのかな」

　最後におっとりと入ってきたクロエが口にした。アダルトな魅み力りよくを持ち始めた双そう丘きゆうが、淡あわいピンク色の水着に覆おおわれている。以前、サバゲー特訓のご褒ほう美びのときに着ていたものだ。

「ちゃかすなよ。こいつらは俺の教え子なんだぞ」

「じゃあさ、今日はその教え子さんたちにもっとサービスしてあげなよ」
















「サービス？」

「うん。カナタは何か希望があったら俺も付き合ってやるよって言ってたけど、みんなで一緒に遊ぶだけじゃ足りないよ。個人的なお願いがある子がいるかもしれないから、訓練を頑がん張ばったミソラちゃんたち一人一人のお願いを聞いて、ひとつずつ叶かなえてあげるの。当然それぐらいは聞いてあげられるよねカナタ？」

「ま、こいつらにお願いがあるならいいけど」

　つぶやきながら貌を向けると、起き上がったミソラたちの表情がどうもぎこちないことに気づいた。

「？　どうしたんだよお前ら？」

「なにかひとつお願いしていいって言われてるからどう使おうかと……」

「その……せっかくの機会ですから、ぜひお願いをさせて頂きたいと思うんですが……」

　躊躇ためらいがちにミソラとユーリが言った。

　こりゃ最初のお願いが出るまで大分時間がかかるかな、とカナタが思った刹せつ那な、黒いセパレートの水着を纏うリコが澄まし貌で、

「ふっ、わたしはもう決まっているぞ。そこにあるデッキチェアの上で、マッサージをしてくれ」

「お前はそう来ると思ってたよ」

　リコはプールサイドに置かれたデッキチェアに寝ね転ころがると、黒いセパレートの水着のトップを外し、ボトムだけになった。

　何度か見たことがある抜ばつ群ぐんのボディスタイル。名のある芸術家の彫ちよう刻こくのように、非の打ちどころのない美び貌ぼう。誰もに高たか嶺ねの花と思わせる、均整のとれた美しさがそこに広がっていた。そんなリコの華きや奢しやで無防備な背中を、カナタはそっと指でなぞる。するとリコが「あっ」と喘あえぎ声を漏もらした。恥はずかしかったのか、うつぶせになっているリコの横顔が珍めずらしくうっすら上気。それに構わず、カナタは皮ひ膚ふの上から硬くなった筋肉を探り当て、適度なチカラ加減で凝こりを揉もみほぐした。

「どうだ？」

「悪くはない。……有あり体ていに言うと気持ちいい」

　リコの体に触ふれるカナタには、訓練で硬くなったリコの体が弛ゆるみきっているのがわかった。リコの戦ス闘タ姿イ勢ルでは、肩と首にかかる負担が大きいが、その部位を本当の意味でほぐすには、まずは指先から徐じよ々じよに筋肉の緊張を弛めていかなければならない。

　何度もリコの体を診みてきたカナタは、どこを触さわればリコの凝りがほぐれるのかは充じゆう分ぶんよくわかっている。体中の凝りがほぐれると、まるで溶とけたハムスターのように、澄まし貌のリコからは想像もつかないような弛し緩かんしきった幸せな表情を零こぼしていた。

「お前のそんな表情は初めて見たよ」

「ふっ、疲つかれが溜まっていたからな。女め神がみなわたしだけに天国にいる気持ちだったといっても過言じゃない」

「でも、水着は少し肌はだ寒ざむくないか？　周りはどうかわからねーけど、お前は冷え性しよう気味だろ」

「まあ、多少は肌寒いな」

　肯こう定ていし、リコは何気なくこう付け足した。

「だが、この程度は我が慢まんできる。キミにわたしの美貌を見せつけることができるからな」

「あのな、俺はそういうのは──」

「ふっ、最近キミは教皇に面めん倒どうくさい仕事を押し付けられたせいで疲れてるときがあるだろう。わたしの美貌を見て、元気を出すといい」

　何気なく向けられた言葉に、カナタは少し意表を突かれた。どうやらリコは、カナタを元気づけるために、水着マッサージを希望したらしい。

「……そっか。気をつけるよ」

「なら、キミが空士から教官に戻ったときはまたマッサージしてもらおう」

　また、か。

　リコに気づかれぬよう、表情を変えずに、カナタはその言葉の重さを胸中で嚙かみしめていた。

　リコへのマッサージを終えると、入れ替かわりにレクティが声をかけてきた。

「あのぅ……カナタさん。わたしもお願いがあるんですけど。そのぅ……お菓か子しを作るのを手伝ってもらえませんか？」

　パレオ付きの黄色い水着を纏まとうレクティは、小こ柄がらな体たい軀くに反して胸の発育がすこぶるよい。胸の谷間もクロエ同様、立派なものができあがっており、同世代の男子から注目を浴びることは間ま違ちがいなしであった。しかも恥ずかしがり屋はかなり克こく服ふくしたはずだが、やはりカナタの前であるせいか、どこか気恥ずかしさを帯びていて、前で組んだ腕うでがレクティの胸をむにゅっと押し上げている。

「そんなことでいいのか？」

「はい、お、お願いします……っ!!」

　緊張するレクティに導かれるように、カナタはアウトドアテーブルの前に立った。テーブルの上には、まな板とたくさんのリンゴが入った籠かごが置かれている。クロエたちが野菜を切る傍かたわらで、フリルの付いた白いエプロンを纏うレクティがお菓子作りについて説明しようとする。

「じつは今日はこのリンゴを使うんですが──」

「わかった。皮を剝むけばいいんだろ」

　レクティの説明をロクに聞きもせず、カナタが果物ナイフを手にしたとき、レクティが慌てて制した。

「あうあうっ!?　ち、違いますカナタさん……っ!?」

　そう言って、レクティはカナタの手にあった果物ナイフを取ると、カナタの眼の前でリンゴの頭に切れ込みを入れ始めた。

「こうやって切れ込みを入れて、芯しんだけをくりぬくんです。底まで抜ぬいちゃうと、あとから入れる中身が漏れてしまうからダメですよ。芯をくりぬいたあとは、中にレーズンとブランデー、グラニュー糖を入れてアルミホイルで包みます」

　レクティは慣れた手つきで、次々とリンゴを加工していく。アルミホイルで包まれたリンゴをダッチオーブンで加熱すれば、おいしい焼きリンゴの出来上がりだ。カナタもレクティの真似をして焼きリンゴ作りをしてみたが、これがなかなか思うようにいかない。

　獲え物ものを斬きるときの刃は物もの扱あつかいは心得ているのだが……こうしてレクティと一いつ緒しよに調理すると、彼女の熟練度の高さがよくわかる。

　最初にダッチオーブンに入れたリンゴが、見事な焼きリンゴになったときは、カナタもお菓子作りに達成感を覚えていた。

「すごいじゃんかレクティ。お前は本当にお菓子作りが上う手まいな」

　アイゼナッハ特有の獣けもの耳みみのようなくせっ毛がある辺りを、くしゃくしゃになるまで撫なでてやる。

「あうあうっ！　くすぐったいですカナタさん……っ！」

　そう言って、レクティはにぱにぱとした笑みを零した。

「でも、本当に俺と一緒にお菓子作りすることでよかったのか？」

「はい、一度カナタさんとこうしてお料理してみたかったんです」

　レクティは無む邪じや気きそうに微笑ほほえんで、

「じつはここ最近、カナタさんは忙いそがしそうにしていて、なんだか声をかけづらかったんです。でも、こんな機会を作ってくれてありがとうございました。また一緒にお願いします」

「……………………」

　満面の笑みを零したレクティが作った焼きリンゴは、みんなに大好評だった。

　そしてみんながバーべキューを愉たのしみ、ひと心地ついた頃ころ、

「主あるじよ、次は私のお願いを叶えて頂いてもよろしいでしょうか？」

　薄うすい水色のセパレートタイプの水着を身に着けたブレアがやってきた。

　仲間たちと一緒にひと泳ぎしてきたのだろう、髪かみは濡ぬれそぼり、獣耳のようなくせっ毛が若じやつ干かん形かた崩くずれを起こしている。普ふ段だんは露ろ出しゆつ面で臆おくすることがない彼女だが、この日は着慣れぬ水着だからか、妙みように自信なさげで貌を赤くして俯うつむきがちになり、手を後ろに組んでいるのだ。

　水着から覗のぞく胸の谷間を見やり、アイゼナッハ一族は胸の発育がいいのかもな、とカナタは思った。《メルキア》との交流学校の際、レクティの裸はだかを見たことがあるが、首筋から胸の谷間を伝うように零れる水すい滴てきが、年齢以上のグラマラスさと艶なまめかしさを際きわ立だてていた。いまのブレアもまさにそれだ。

「ああ。お前はなにをしたいんだ？」

「じつは真しん剣けん勝負をお願いしたいと思いまして」

　ブレアの真剣勝負っていうと斬り合いか、とカナタは思う。だが当のブレアはさっと体の後ろに隠していた四角い菓子箱を掲かかげる。

「これです……っ！」

　赤いパッケージの箱の中には、チョコレートが塗ぬられた細長い焼き菓子が何本も入っている。学園浮ふ遊ゆう都市ではポピュラーなお菓子だ。

「アイゼナッハ家に代々伝わりし秘伝の恋れん愛あい術によれば、主と一緒にお互たがいに両りよう端たんからこれを食べればいまよりもっと仲良くなれるらしいのです。ルールは簡単で、先にこの細長い焼き菓子を折ったほうが負けです」

　これは間違いなく……あれだな。

　ブレアは無邪気な様子で、細長い焼き菓子の端はしを口に咥くわえると、もう一方をカナタに咥えさせた。純じゆん粋すいな眼まな差ざしを向けるブレアと眼が合う。結果に察しがついたカナタは、さて、どうやって躱かわそうか、と思案する。

　ブレアはどこか世間知らずな節があるから、きっと今回もそのパターンだろう。毎度のことに慣れたカナタは少しずつ齧かじり、二人の唇くちびるが触れ合う直前に、前歯にそれとなく力を加え、細長い焼き菓子を折った。

「わりー。ブレア、俺の負けみたいだ」

　頭の後ろを搔かきながら、さりげなくカナタがブレアの様子を窺うかがうと、彼女はじーっとこちらを見ていた。

「どうしたんだブレア？」

「ふふっ、初めて主に勝負で勝てました」

　ブレアは達観した様子で、

「如い何かに世情に疎うとい私でも接せつ吻ぷんぐらいは知っております。主は、教え子である私に下へ手たなことはできないと接吻を避さけたのでしょう。これでも私は、主のもとで狡こう猾かつさを学びましたから」

「……………………」

　……意外だったな。

「どうですか主、驚おどろかれましたか？」

「ま、多少はな」

　カナタが素直な感想を口にすると、ブレアが満足そうに頷うなずいた。

「うぬ。久しぶりに主が呆あつ気けに取られた表情を見ることができました」

「俺が裏をかかれることなんてそうそうないからな」

「いえ、そういう意味ではないのです。《ミストガン》に戻もどってきて以来、主は重責を担になわれているせいか、険しい表情をするときが多くなっておりましたからな。僭せん越えつですが、私の本当の望みは、主に少しでも重責を忘れさせることだったのです。どうですか主、少しはリラックスできましたか？」

「……ああ。お前には完敗だよ。ありがとうなブレア」

　教え子の意外な側面を目まの当たりにして、カナタはぐうの音ねも出なかった。

　どうも教え子たちの願いを叶かなえるつもりが、逆に気を遣つかわれてしまっているらしい。

　気を取り直し、カナタはプールで遊ぶミソラたちと一緒に水遊びすることにした。カラーシャツを脱ぎ捨てて、準備運動もせずにプールへ飛び込む。突とつ然ぜんのカナタの乱入に、ミソラたちは大はしゃぎで歓迎。一緒に追い駆かけっこしたり、ボール遊びをして水の中で適度に体を動かす。

　訓練でもなんでもなく、何も考えずにミソラたちとこうして遊ぶのは初めてのことだったかもしれない。普段は教官として、どうしても打算や計算が入ってしまう。

　ひと通り遊び尽つくして、プールから上がったカナタがデッキチェアで休んでいると、ジュースを飲んでひと休みするミソラが眼に入った。

「そういや、お前のお願いはなに？」

「えっ!?　あ、あたし……っ!?」

　不意にカナタに尋たずねられ、紙コップを手にしていたミソラはあからさまに動揺した。

　ノエル同様、身体的コンプレックスを抱かかえるミソラはたしかに胸もお尻しりも小さい。だが、そのことを補うだけの艶つややかで紅あかく長い髪と、それにマッチした真っ赤な水着が、まるで一輪の可か憐れんな薔ば薇らの花のように彼女を彩いろどっていた。

「その……ま、まだどうしてほしいかわからなくて……」

　とつぶやくように口にしたあとは、赤くした貌を俯けてずっと黙だまったままだった。

「お前さ、少し体つき変わったよな。ここ最近さ、少し背も伸びてきたし、引き締しまったいい筋肉がついたよな」

「そ、そう……っ!?」

「それに少しだけ胸も大きくなったみたいじゃんか」

「えっ!?　～～～～～っ!?　ど、どこ見てんのよ……っ!?」

　かっとなって怒ど鳴なるミソラを見やり、カナタはふっと微笑んだ。

「そっちのほうがお前らしくていいよ」

「～～～～～っ!?　な、なに言ってんのよ……っ!?」

　今度は眼を見開き、耳まで赤くなって俯いたミソラは、カナタを叩たたこうと左手を振ふりかざそうとする。だが、すぐに思いとどまって下ろした。

　カナタは気にせず、

「そんなことより、それくれよ」

「えっ!?　あ、ちょ、ちょっと……っ!?」

　ミソラの右手にあった紙コップをひょいと手に取り、カナタは一気に飲み干した。

「喉のど渇かわいてたから助かったよ」

「～～～～～～～っ!?　か、間接キ……」

「そんで、お前のお願いはなんだよ？」

「その……か、叶ったからもういいっ!?　ま、また機会があったら、よ、よろしく……っ!?」

　それだけ口にすると、ミソラは貌を真っ赤にしてリコたちのほうへ駆け去って行った。

　本当にいいのか？　怪け訝げん貌でカナタが見送っているとき、クロエが元気よく手を挙げ、

「はーい、じゃあ次はわたし。わたしのお願いはね──」

「お前は教え子じゃないから却きやつ下か。今回はミソラたちへのご褒ほう美びだからな」

「……カナタのけち」

　ふざけ半分甘え半分のクロエを無視し、カナタはミーナたちと一緒にこちらの様子を窺うユーリに視線を合わせた。

　以前ユーリの水着を見たときは、たしか水玉模様にフリルのついたもので、控ひかえめに言っても幼げなデザインだった。だが、今回は違ちがう。クロエかリコがアドバイスでもしたのだろうか、青いマイクロビキニを着けた彼女は、ミソラとは違い出るところが出ていて、引き締まるところは引き締まり、無む駄だな贅ぜい肉にくが一切なく、スポーティッシュな美しさを誇ほこっていて、さらっとした濃のう紺こん色の髪と相まって、まるで水の妖よう精せいのようにこの場を彩っていた。

「あとはユーリだけだけど、お前は、俺にいったいなにをしてほしいんだ？」

「カ、カナタ先せん輩ぱいっ!?　わ、わたしはその……」

　ごにょごにょとユーリは口にしたあと──心を決めたように、しかし一いち抹まつの不安を帯びた瞳ひとみでカナタを見やり、

「空戦武踏祭エリアルソードの決勝前夜に、優勝したら大事な話があると言ったのを覚えていますか？」

「まーな」

　ユーリが伝えた時期が時期だけに、本当に大事な話なのだろう。

　明日以降、別便で移動するカナタが教え子たちと出会うのは、スケジュール上では最終決戦が終わった後だ。だが実際のところ、戦いの結果にかかわらず、世界中の誰だれもがカナタのことを忘れてしまう。だから、ユーリの大事な話を聞けるのはこれが最後と考えて間違いない。

「あれを優勝とは思っていません。ですから、その話をするのは本当は最終決戦のあとがいいかもしれませんが、それだとなんだか話をする機会を失ってしまいそうな気がして」

　女の勘かん、とでも言うのだろうか。ユーリの予感は、間違いなく正解だった。ふと事情を知っているクロエを見やると、彼女は驚きを隠かくしきれず微かすかに眼を見開いていた。ユーリがこのタイミングで話を切り出したのは、クロエがカナタの秘密を教えたからではなく、自分の直感らしい。

「カナタ先輩、いまはこんな格好ですからお話はしませんし、まだ心の準備もできていません。でも明日の朝までには必ず心の準備をします。ですからそのときが来たら、わたしのために時間を割さいて、真剣にわたしの話を聞いてくれませんか？」

「ああ、わかったよ。お前の心の準備ができるまで待つ。そんでそのときが来たら、本気でお前の話を聞かせてもらうよ」

　ユーリの気配に只ただならぬ覚かく悟ごを感じ、カナタは真しん摯しに返事をした。

「ふーん、やるねユーリ」

「なによ、人前であんな宣言を堂々とするのが偉えらいっていうの？」

「ふふっ、チビ虎とらさんじつはカナタ・エイジのことがお気に入りだったんでしょ」

「ば、馬ば鹿か言ってんじゃないわよ乳デカ女っ!!　カナタ・エイジのことなんて、これっぽっちも興味ないわよ……っ!!」

「そうね。あなたの言いたいことはよくわかったわ。クロエさん、失しつ恋れんしたチビ虎さんが男の子にモテるように、わたしたちでマッサージをしてあげましょうか」

「あははは、いいかもしれませんね。頑がん張ばってマッサージをすれば、背だけじゃなくて胸も大きくなるかもしれないし」

　そう言って、クロエとミーナは両側からがしっとノエルを拘こう束そくすると、ふふふと不気味な笑いを零こぼしながら、競泳水着の上からノエルの胸を揉もみしだき始めた。

「ちょ、調子に乗りすぎよっ!?　ミーナ・パープルトンっ!?　クロエ・セヴェニー……っ!?」

　怯おびえたノエルがじたばたと暴れるが、二人は一向に止やめる素そ振ぶりを見せない。

「ちょ!?　ちょっとお二人とも、その辺にしておいた方が……っ!?」

　見かねたユーリが仲裁に割って入り、すぐにユーリの大事な話とやらの話題は切り上げられた。おそらくクロエとミーナが気を遣って、ノエルをからかったのだろう。

　ま、そういう話なんだろうな。

　戦場に出る前、大きな運命の分ぶん岐きを前にする話。これが戦友であれば、幸運を祈いのるだとかまたここで会おうとかそういった未来を祈き願がんする話になるだろう。

　だが、相手はユーリだ。彼女が自分のことをすごく慕したってくれているのは気づいているつもりだ。呪じゆ力りよくを宿してからは将さ来きが見えず、特別に親しい人間を作ろうと思ったことはない。それが冥めい力りよくに浄じよう化かされてからは、自分に未あ来すがあることはわかったが、それでも……

　どう頑張っても結末が変えられないなら、せめて教え子たちあいつらに悲しい想いはさせたくない。余計な不安を与あたえずに、最後の戦いに専念させる。

　それが教官としてのカナタの答えだったのだが、まさかここで誤ご魔ま化かすわけにはいかない。それが真しん剣けんに教え子に向き合うということだ。

　カナタの返事を聞いたら、ユーリはどう思うだろうか、どんな反応をするだろうか。そんなことを考えていたとき、リーゼリットがこちらに駆け寄ってきた。

「ねえカナタ、ミソラたちのお願いを聞いてあげたみたいだけどさ、わたしのお願いも聞いてもらってもいい？」

　期待に胸を弾はずませるように、眼を輝かがやかせている。

　願いを叶えるのはミソラたち限定という理り屈くつで退しりぞけるのは簡単だが、それだとまだ精神的に幼いリーゼリットにはきっと不公平だと嘆なげかせてしまう。

　しかもリーゼリットはミソラたちより年下であるにもかかわらず、エリスの護衛役として参戦することが決まっている。

　なら、この子の希望を叶えることは決して悪いことではない。

「そうだな。特別大サービスで、お前の願いも叶えてやるよ。どうすればいい？」

「じゃあパジャマパーティーのとき、わたしと一いつ緒しよに寝ねてちょうだい」

「「「「「「「……………………（ね、寝るって、どういうこと……っ!?）」」」」」」」

　カナタと二人のアイゼナッハを除いたミソラたち七人が一いつ瞬しゆんで静まり返った。レクティとブレアは『寝る』の意味がわからず、エミリーは意味深な笑みを浮かべている。

　傍かたわらにいたアリアが驚いたように問う。

「あの……リーゼちゃん、な、なに言ってるの……っ!?」

「リーゼリットっ!?　あんた『寝る』って意味がわかってるの……っ!?」

「うん、エリス様から、機会があったらカナタを寝取って来いって言われてるの。いまのままだとカナタは教皇の配下みたいな構図になってるから、なんとかして自分の配下になっているように見せたいんだって……」

　エリスさん、ふざけすぎです、とでも言うかのようにミソラたちは頭を抱えたり、天を仰あおいだりしている。そんな中、カナタはきっぱりとこう告げた。

「ああ、いいよ」

「「「「「「異議あり……っ！」」」」」」

　レクティとブレアがきょとんとし、アリアが頭を抱え、エミリーが笑う中で、ミソラたちは口を揃そろえて反対した。




　　　　※※※




　学園浮ふ遊ゆう都市《ミストガン》。学園統とう括かつ長室。ベランダ。

「明日にはここも見納めね」

　夜風が吹ふくベランダで夜景を眺ながめながら、エリスはつぶやいた。

　傍らに立つクリスの希望で、エリスたちはどうにかスケジュールを調整し、《ミストガン》に帰き還かんしていた。

「やっぱりあなたはここに想い入れがあるの？」

「ええ、それなりの時間を過ごしましたから」

　星々の煌きらめく夜空は以前と変わらないが、空戦舞踏祭エリアルソード以後《ミストガン》の人口は半減し、都市の灯あかりもめっきり減っている。それでもエリスから見て、クリスの瞳には、見えぬ灯りが映っている気がした。時折り夜風に混ざってロケット花火の音が聞こえ、決戦前のひと時を愉たのしむ学生たちの姿を想像し、その逞たくましさを羨うらやましいとエリスは思った。

「わたくしが入学してからこれまで、多くの学生を見守ってきました。中には魔ま甲こう蟲ちゆうとの戦いで命を落とした者も少なからずおりました。ですが、友を失ってなお彼らは戦い続けておりました」

　散っていった学友、墜おちていった仲間。

　向こうの世界で数多あまたの人の死を経験してなお、クリスは人の死を憐あわれむ心を忘れたことはないのだろう。それはエリスも同じだ。

　だからこそ、戦いの犠ぎ牲せいを最小限にするため、つい先日までアンネローゼと行動をともにし、情報提供と人心掌しよう握あくに努つとめてきた。

　お蔭かげで、人型魔甲蟲にも平和を望む者がいると認知されつつある。人型魔甲蟲の子供たちも、いまだ監かん視し付きだが地下都市ではなく、地上で暮らすことが赦ゆるされるようになった。

　エリスたちの努力はいくらか実りつつあったが、彼女の心が晴れることはない。

「エリス、ゼスの件は、まだ覚悟は定まっていないのでしょう？」

「ええ。本当はまだ悩なやんでいるわ。正直なところ、わたしはまだお兄様と戦いたくはないの」

　エリスは重い息を吐はき、

「周りから見れば、愚おろか者に映るでしょうけど、わたしは殺されかけたとしても、お兄様のことを心の底から怨うらむことはできないのよね。一時的に腹を立てることはあっても、やはりどこかお兄様のことを信じようとしている自分がいるわ」

　兄が間違っており、正さなければいけないのはわかっている。それでも、兄を殺そうとは思えず、できることなら捕ほ縛ばくしたいと思っているのだ。

　現状、人型魔甲蟲を無力化する手立てはない。捕縛したところで、《崩ほう力りよく》を使われれば、抵てい抗こうを止める術すべはない。ゆえに人類陣じん営えいの方針は、人型魔甲蟲の抹まつ殺さつ。敵対する人型魔甲蟲たちに降こう伏ふくを求めることはない。

　だが、

「ねえクリス。わたしがお兄様を殺あやめずに降伏させたいって言ったら笑うかしら？」

「笑いません。もとから、貴方あなたがゼスを殺すイメージは湧わきませんでしたから」

　エリスの意を汲くみ上げるように、クリスが口を開く。

「それにわたくしには、ゼスを殺す方法が浮うかびませんでした。ですから、もしかしたら貴方の策は非常に合理的なのかもしれません」

　縋すがりつくような願いを、クリスは認めてくれた。だが、この件については、エリスに全面的に同意するつもりはないらしい。

「しかし、これだけは言っておきますよエリス。たとえわたくしたちが自らの手を下さなくとも、カナタさんはゼスを倒たおすつもりで策を用意していると思います」

「不死王ノスフエラトウスのチカラを前に、どうやって戦うというの？　《絶力》だろうと《崩力》だろうと、あの呪じゆ詛そを破るのは不可能なはずよ」

　そう。ゼスを倒すことは、不可能だ。

　人類陣営の全力を結集しようと、兄を倒すことは不可能なのだ。

　致ち死し性の攻こう撃げきを喰らったゼスは、無限のエネルギーを以って自らの体を再生することができる。人類陣営が間断なく攻撃を放ち続け、ゼスの肉体を滅ほろぼそうと努力すれば、一時的にはゼスを消しよう滅めつさせることができよう。

　だが、倒すことは不可能だ。

　そして人類陣営の魔ま力りよくが尽つきたとき、再生したゼスは必ずこちらへ刃やいばを向け、《崩力》を駆く使しした致ち命めい的てきな一いち撃げきを放ってくる。

　人類陣営の崩ほう壊かいは必ひつ至しだ。

「わたくしには具体的な策が浮かびませんでした。人類陣営の作戦計画にも、ゼスと遭そう遇ぐうした場合はカナタさんが足止めするとしか書かれておりません。ですが、今度の作戦計画は、要所にカナタさんの策が反映されたものになっております。であればこそ、カナタさんは何らかの策を用いてゼスを倒すと考えるのが適切でしょう」

「カナタ・エイジなら、やりかねないわね」

　飄ひよう々ひようとして摑つかみどころがない上に、とても狡こう猾かつな男だ。なにを考えているかわからないが、考えなしに強敵と交戦するとは考えられない。

　彼の狡猾さは、エリスもよくわかっている。

　勝てない相手を前にして、ただ屈くつする男ではない。強敵の穴を突つき、引っ搔かき回し、引きずり回した挙句に墜おとしてしまう。

　誰だれもが予想もしない結末を齎もたらすのがあの男だ。

　でも、妙みようね、とエリスは思った。もし本気でカナタがお兄様を倒すつもりなら、そのための作戦を用意するはずだけど……

　現状の人類陣営の作戦計画に、対ゼス戦についてのものはない。

　もしカナタにゼスを倒す意図や策があるのであれば、単独ではなく、人類陣営全体で対処する方法を選ぶべきではないのか？　そのことがやたらエリスの胸の内でひっかかった。

　作戦会議中、アンネローゼは無策とすら思えるカナタの答えを聞き、追つい及きゆうを控ひかえていたが、もしかして……

　いや、仮にそうでなかったとしても、わたしは欲しい。

　お兄様ともう一度話をする機会が欲しい。

　そうすれば、全ての問題を解決できるかもしれない。

「ねえクリス。最終決戦で、わたしたちは戦力として数えられていないようだけど──」

　飛空艇ていに搭とう乗じようし、アンネローゼとともに旗艦に配属されているエリスが口にする。

「機を見て動くわよ。場合によっては戦場を突っ切ってでもお兄様のもとへ向かうわ」




　　　　※※※




　夜間。研修棟とう。宿しゆく泊はく室。

「もーう、なんでみんなしてわたしのお願いを邪じや魔まするのよ……っ！」

　白いキャミソール姿のリーゼリットが、ぷんぷんとミソラたちに喰くってかかっていた。

　いま彼女たちがいるのは、クロエが事前に借りていた、広めの間取りのトリプルルームだ。研修棟にあるこの部屋は学生の家族が泊とまりがけで来訪した際に開放するのだが、この時期は浮遊都市間での渡と航こう制限がかかっているため、カナタたち以外の利用者おらず、予約は簡単。今回はその場所をパジャマパーティーの会場として利用するため、さらにベッドを五つ運び込み、組み合わせて巨きよ大だいなベッドを作っていた。

　バーベキューのあとの花火大会に続き、ここまでは全く問題ない。しかしリーゼリットが怒おこっていたのは、

「ねえカナタ、どうしてわたしたちが一緒に寝ようとするのをミソラたちは邪魔するの？　わたしはカナタと同じベッドで寝たかっただけなのに」

「さーな。こいつら、なにを考えたんだろうな」

「ふふっ、わたしまでついうっかりして」

　照れ笑いを浮かべながら、クロエが口にした。

　むろん、あの後カナタがきちんと確認したところ、リーゼリットはエリスの口にした『寝ねる』を正しく理解していなかった。単にエリスからの指示を実行するために、無む邪じや気きに口にしていたに過ぎない。

　リーゼリットがしたかったのは、カナタとの添そい寝だ。

　それでも、みんなが寝る場所を決める際、カナタの隣となりで寝ようとしたリーゼリットは邪魔者扱あつかいされ、ミソラたちによって弾はじき出されたのである。ちなみにカナタの隣には、ミソラとユーリが寝ることになった。

「だって、わたしもカナタ・エイジの隣で寝たかったもの」

　恥はずかしがりもせずそう主張するミーナは、上はワイシャツだけを着て、下には白いショーツだけを穿はいている。きちんとワイシャツのボタンをかけておらず、胸元はやたらはだけていた。

「なあミーナ。お前、ちゃんと服着ろよ」

「あら、着てるじゃないの。これでも気を遣つかってるのよ。わたしは全ぜん裸らで寝る派なんだから」

　あからさまに巨きよ乳にゆうを見せつけられて、黒いネグリジェ姿のノエルが喰ってかかる。

「素すっ裸ぱだかで眠ねむるなんてどうかしてるんじゃないの!?　直じきに乳が垂れてくるわよ……！」

「あら、あなたにそんな心配をしてもらえるなんて光栄ね」

「ふふん、ミーナちゃんはわたしと趣しゆ味みが合いそうねん」

　同じく裸ワイシャツのエミリーが、枕まくらの上にちょこんと腰こし掛かけながら口にした。彼女が性にあけすけなのはカナタも熟知しているので、ツッコむことはない。

　そんなとき、リーゼリットがおねだりしてくる。

「ねえカナタ、肩かた車ぐるまして」

「ま、お前のお願いはみんなに便乗されちまったからな」

　そう言って、カナタはリーゼリットを肩の上に乗せてやる。するとリーゼリットがきゃっきゃっとはしゃぎ出し、

「わーい、高い高い……っ！」

「高いって言っても、お前普段から空を飛んでるから、この程度の高さどうってことないだろ」

「ううん、飛行魔ま術じゆつなしでミソラを見下ろせるから愉たのしいわ」

　そんな言葉を聞き、最終決戦に備え、リコたちと荷物を確認していたミソラはばっと立ち上がり、

「こらリーゼリットっ!?　あんた、そいつから降りて謝りなさいっ!!　またあたしを呼び捨すてにして、しかも見下ろすなんていい度胸じゃないの……っ!!」

「へへーん、嫌いやだよー」

　追いかけるミソラを前に、リーゼリットはベッドの上を勢いよく跳はね、逃にげ出した。

「リーゼちゃん、愉しそうだなー」

　アリアが羨うらやましそうに眺ながめる中、リーゼリットは逃げる過程で、荷物を確認中のリコたちのスーツケースを盛大にひっくり返した。ミソラとリーゼリットが仲間たちから叱しつ責せきを受ける中、クロエが口を開く。

「ねえカナタ、わたしもお願いがあるんだけどいい」

「おんぶとか肩かた車ぐるまとかはお断りだぞ」

「うーん、それもお願いしてみたいけど、いまはちょっと違ちがうかな。頑がん張ばって訓練をやり抜いたミソラちゃんたちに、わたし特製のミルクセーキをあげたいんだけど、ひとりで作って運ぶのは大変だから手伝ってちょうだい」

　それならしょうがない、とカナタはクロエとともに部屋を出て、一階にある給仕室へ向かった。そこにはクロエたちが予あらかじめ買い込んでいた食材が残っていて、カナタはクロエとともに卵を割り、砂糖で味を調ととのえた牛乳に黄身を入れて搔き混ぜる。

「ねえ、結局ミソラちゃんたちには何も伝えなかったの？」

「何も伝えなかったわけじゃねーよ。少なくとも、俺の生き様ざまは伝えられたと思うぜ」

「そうじゃなくて……」

「いいや、同じことなんだよ」

　混ぜ終えた液体をカップに注ぐクロエを見ながら、カナタが口にする。

「教官として俺が伝えようとしたのは、ミソラたちが戦う術すべだ。だからこそ、俺のことを覚えていなくなっても、あいつらの魂たましいに刻みつけられた何かがきっと役に立つときが来るよ」

「魂に刻みつけられた何か？」

　カナタがカップを電子レンジに入れ、ダイヤルをいじりつつ答える。

「そ。誰かから教わったものとかじゃなくて、俺の指導を受けて、ミソラたちが自分で考えたり想ったりするようになったもの──それがあいつらの魂に残っていれば、俺の記き憶おくが消えてなくなったとしてもきっと意味がある。だから、俺は教官として自分が信じる最善の選せん択たくをしたつもりだよ」

　電子レンジが低く唸うなる中で、クロエが尋ねる。

「でも、カナタ個人として後こう悔かいはないの？　自分のことを忘れられて、寂さびしくはないの？」

「お前からミソラたちの教官を引き受けるように言われたときさ、俺は責任を持って、あいつらを一人前の空士にするって誓ちかったんだ」

　本当なら、最低一年間は面めん倒どうを見るつもりだった。

　だが、状じよう況きようはそんな時間すら赦ゆるしてくれなかった。それどころか、教官としてあまりにも中ちゆう途と半はん端ぱな終しゆう焉えんを齎そうとしている。

「たしかにミソラたちに何も知らせずに去るのは口くち惜おしいよ。寂しさもある。でもさ──」

　ふっと不敵な笑みを浮うかべ、カナタはこう宣言する。

「次の戦いで俺は墜おちるつもりはない。たとえ記憶が失われても、何らかの形であいつらとまた会いたいと思ってる」

「……そうなんだ」

　そんなクロエのつぶやきが聞こえた直後、カナタは自分の体が後ろから抱だかれているのを感じた。背中から伝わる温かい感覚に安らぎを覚えながら、カナタは腰こしのあたりに伸ばされた手をそっと握にぎった。

「ありがとなクロエ。心配してくれて」

「いえいえ、どういたしまして。これでも幼おさな馴な染じみだから」

　どれほどその時間が続いただろうか。電子レンジがちんと小気味いい音を立てたが、暫しばらくの間、クロエの手はカナタのもとを離はなれることはなかった。

　その後、二人揃そろってミソラたちのもとへ戻もどり、ミルクセーキを振ふる舞まったあとは、みんなで就しゆう寝しんとなった。慣れぬ女性だらけの空間に、カナタは多少なりとも寝つきの悪さを覚えるかと思ったが、少しもそんなことはなかった。クロエのミルクセーキのお蔭かげだろうか、不思議と普段よりぐっすり眠ることができた。

　そして翌朝。まだ朝日が昇のぼりきらぬうちに、カナタの肩かたをとんとんと叩たたく者の姿があった。

　覚かく醒せいした彼に、彼女はこう言った。

「カナタ先せん輩ぱい、お話があります。少し場所を移してもらってもいいですか？」

　遠えん慮りよや躊ちゆう躇ちよのないユーリの言葉は、それだけでカナタに覚かく悟ごを伝えるには充じゆう分ぶんであった。

　……カナタたちが場所を移した直後、続いてミソラが眼を覚ました。重たい瞼まぶたを擦こすり、まずは時計を見ると、まだ出発までには充分な時間がある。眠ねむ気け覚ざましの体操をするために彼女は屋上へ向かうことにした。










　研修棟。屋上。

「カナタ先輩。今日からしばらくの間、お別れですね」

「……ああ、そうだな」

　そう言ってカナタは少しの間、朝焼けに燃える東の空を見た。

「どうかしたんですか？」

「そうだな、どうかしたのかもな」

　ユーリが言った『しばらくの間』という言葉が気になったのだ。おそらくユーリはゼスとの戦いが終わるまでの期間を指しているのだろう。だが、実際は……

　怪け訝げん貌をするユーリに、カナタは何もなかったかのように問う。

「もう心の準備はできたのか？」

「ええ、カナタ先輩に時間を頂いたお蔭です」

　そう言って、やや上うわ擦ずった声でユーリが想いを伝えてくる。

「カ、カナタ先輩っ！　わ、わたしは……カナタ先輩に伝えなければならないことがあるんです……っ！」

　澄すみ切った空気を肺いっぱいに吸い込み、ユーリは一度深く呼吸をした。ゆっくりと吐はき出される呼気が、彼女に落ち着きを与あたえる。

「カナタ先輩」

　その一言が放たれたとき、ユーリの瞳ひとみは物もの怖おじすることなく微び動どうだにせずこちらを見み据すえていた。

　戦場以外で、彼女がこんな瞳をするのをカナタは見たことがない。

　いや、戦場とはいささか様相が異なっていた。迷いも気き後おくれもない、清せい廉れんなエメラルドブルーの瞳は、他の誰だれでもなくカナタだけを捉とらえていた。

「カナタ先輩、初めて出会ったときからずっと好きでした。いままで言えませんでしたが、ずっと好きでした。ずっと想い続けていました」

　そう言って、ユーリは微笑ほほえんで、あの言葉を口にする。

「カナタ先輩、わたしと付き合ってください」

「……………………」

「本当なら、空戦武踏祭エリアルソードで優勝したらこの想いを伝えるつもりでした。ですが、形式上の優勝に意味なんてないと思って、伝えませんでした。だけど、いま伝えようと思ったんです。伝えたいと思ったんです。カナタ先輩、わたしは……」

　勇気を振り絞しぼり、

「わたしはあなたのことが大好きです」

　そう言って、ユーリはカナタの胸に抱きついてきた。堪こらえきれない想いが、彼女を突つき動かす衝しよう動どうになっていることは疑いようがない。

「なあユーリ、俺にとってお前は一言じゃ言い表せないような大事な存在だ。予科生の頃ころからずっと俺のことを慕したってくれていたし、呪じゆ力りよくのことが発覚してからは本気で俺を支えようとしてくれたことも知ってるよ」

　カナタは思わず抱きしめたくなった。抱きしめてずっとこのままでいたいと思うほど、この瞬しゆん間かんは愛いとおしい。

「お前にそこまで言ってもらえるなんて、悪くない気分……いや、最高の気分だ」

　胸の内にいるユーリを抱き返したくなる手をぐっと堪え、カナタはこう言い添そえた。

「もし、次の戦いを控ひかえていなければだけど」

「………………っ!?」

　胸の内にいるユーリが驚おどろいたようにこちらを見上げてきた。

　当然の反応だろうな。

　だが、言わないわけにはいかないのだ。たとえこのまま噓うそを貫つらぬき通すことができるとしても、ここで言わないわけにはいかない。

　向き合わなければならないのだ。

　それが自分のもとを旅立つ教え子に捧ささげるカナタ・エイジの礼れい儀ぎなのだから。

「じつは俺さ──」

　そう言って、カナタは大事な話をした。







　あれは、あいつと……？

　屋上に来たミソラが目もく撃げきしたのは、カナタの腕うでの中で涙なみだを流すユーリの姿だった。赤く泣きはらした瞳が、カナタを見上げている。儚はかなく悲しげなこの瞬間を憂うれうような表情だ。

　あっと声を漏もらしそうになる口を咄とつ嗟さに塞ふさぎ、ミソラはドアの陰かげからそっと様子を窺うかがった。

「なら、せめて最後にひとつだけ願いを叶かなえてもらってもいいですか。そうしたらカナタ先輩への想いに一区切りつけることができます。カナタ先輩、抱きしめてもらってもいいですか？」
















　カナタはユーリの華きや奢しやな体を、始めはそっと、そして次第に力を込めて、優しく抱きしめた。

　ミソラは息を殺して、そっとその場を後にした。心臓が高鳴るが、体は鉛なまりのように重い。気が遠くなるような想いだった。

　何かの間ま違ちがいであってほしいと思う。

　だが、完かん膚ぷなきまでに粉ふん砕さいされた心はその光景が事実であり、脳のう裏りに焼きついたその瞬間はこれが紛まぎれもない現実であることを示していた。

　嗚お咽えつを必死に堪え、ミソラは階段を下りていく。

　そしてカナタとその教え子たちは、訣けつ別べつの朝を迎むかえた。







　　　エピローグ







　一体のアルケナル級が翅し翼よくを羽ばたかせ、飛行していく。

　その空域には、ぽつんとした黒い影が浮うかんでいた。万ばん物ぶつが限りなく小さく見えるほどの遠方からだとたったひとつの黒点に過ぎないそれは、近づくにつれてやがて全ぜん貌ぼうが明らかになる。

　まずそれは、多くの魔ま甲こう蟲ちゆうを引き連れるように宙に浮いていた。遠目には魔甲蟲と認識できないが、近づけば間違いなく無数の魔甲蟲を認識できた。それは黒い鱗うろこに覆おおわれた超ちよう巨きよ大だいな爬は虫ちゆう類るいのような姿をしており、人類陣じん営えいと魔甲蟲陣営の双そう方ほうから、原初の魔甲蟲──《ゲート》と呼ばれていた。

　浮ふ遊ゆう都市を一吞みにできそうな巨大なワニ口。前脚あしに当たる部分には、大陸を削けずり取れそうな巨大な鍵爪クロー。後ろ脚はなく、空中を浮遊するために進化したのか、魚類の巨大なヒレのようなものが二つずつついており、見る者によってはその巨大さゆえの鈍どん重じゆうそうな容姿から、空に浮かぶ黒い鯨くじらという印象を与えるかもしれない。

　その存在に、傷をつけられた空士はいまだ存在しない。

　そしてその上空には、ゼスが乗る飛空艇ていの姿があった。

「ゼス様、人類陣営がそろそろ戦せん闘とう準備を終えるようです」

　偵てい察さつから帰き還かんしたアルケナル級から報告を受けたキルスティがゼスに伝えた。

　艦かん橋きようには、ゼスとキルスティに加え、ユミエールたちの姿もあった。

「想定通りだね。ちょうど、こちらも準備が終わるところだ」

　無数の魔甲蟲たちの再編もあらかた終えている。

　人類陣営の読み通り、アルケナル級やプロキオン級などの原種型魔甲蟲には、複雑な戦術や戦略を理解する知力はない。必然、戦力として彼らを指揮するにはより知性ある魔甲蟲である変キ異メ種ラを必要としたが、その絶対数は少なく、しかも必ずしも高度な知性を有するとは限らない。

　指揮官適性のある個体の欠けつ如じよ。それが、魔甲蟲陣営が決戦準備に時間がかかった理由であった。

「ゼス様、もうすぐお望みが叶いますね」

「ああ、そのようだ」

　負ける要素が見当たらない戦いだ。

　戦闘の規模こそ史上最大だが、為なすことは単純だ。血と暴力の応おう酬しゆう。圧あつ倒とう的なチカラを以もって、抗あらがう者たちを全て血祭りにあげる。

　戦う術すべを失ったとあれば、この世界の人類も降こう伏ふくせざるを得まい。

　あとは自らが王として君臨し、世界を統すべる。

　それで、ゼスは覇は道どうを成すことができる。

「だがキルスティ、油断してはいけないよ。状じよう況きようによっては、カナタ君のチカラはこちらに痛打を与あたえることができる。それに、我々に協力してくれる空士が誰だれもいないのは想定外だった」

　味方しようとする空士がゼロということはありえない。

　ゼスたちの圧倒的なチカラに抗うことを恐おそれ、間違いなく判断に苦しんだ空士もいたはずなのだ。

　だが、そんな空士はこの二か月間のうちに拘こう束そくされるか、アンネローゼの配下によって悉ことごとく殲せん滅めつされたのだろう。

　人類陣営で内乱が起きれば、《ゲート》での決戦ではなく、開戦準備に戸と惑まどう人類陣営の機先を制す手もあったのだが、まあいい。

　いずれにせよ、魔甲蟲陣営の勝利は揺ゆるがないのだから。

「ゼス様、戦い甲が斐いがある敵てきは我らに優先的に回して頂きたい」

「いいだろうユミエール。強敵が出てきたら、キミに譲ゆずろう。念のためだが、カナタ君の相手については──」

「カナタ・エイジについては、わたしに任せて頂けませんか？」

　復ふく讐しゆうに燃えるキルスティが口にする。

「あの者には、地下都市で虚こ仮けにされた借りがあります。わたしにそれを返させてください」

「だそうだが、ユミエールはどうだい？」

「いいでしょう。……だが、貴様が敗やぶれたときは我がもらうぞ」

「こらこら。キルスティが突とつ破ぱされたなら、カナタ君は《ゲート》まで真っ直すぐに辿たどり着くことだろう。そうなれば、彼を相手にするのはわたしの役目だよ」

　絶対の確信を持って、ゼスが言い放った。

　それは間違いなく確信であって、驕おごりではなかった。

　不死王ノスフエラトウスがある限り滅ほろびることはない身だ。この世界の如い何かなチカラを以ってしても、ゼスを滅ぼすことは叶わない。

「ユミエールたちには、カナタ君以外の強敵を相手にしてもらおう。状況によっては敵本ほん陣じんに斬きり込んで、教皇を仕留めても構わないよ」

「大将首ですか。それなら、多少は愉たのしませてもらえそうです」

　ユミエールが好戦的な笑みを浮かべると、配下のグレゴールたちも口元を弛ゆるませた。

「いずれにせよ、この世界はもうすぐわたしたちのものだ」

　空を埋うめ尽つくすような魔甲蟲に囲まれた飛空艇の艦橋で、ゼスが言い放つ。

「さて諸君。最終戦争の始まりだ。この戦いで、我々が世界の覇は権けんを頂こうじゃないか」







　決戦空域。人類陣営旗き艦かん〈アルタミラ〉艦橋。

「教皇陛下アークビシヨツプ、偵察部隊から《ゲート》発見の報しらせがありました」

　通信担当からの報告に、アンネローゼが素早く指示をする。

「わかりました。全軍に攻こう撃げき態勢を整えさせてください。それから工作部隊に連れん絡らくして、あれを移動させるようにと」

「は……っ！」

　アンネローゼの指示に従い、通信担当が周辺の部隊に指示を飛ばした。

　いま〈アルタミラ〉の周辺には、大小様々な飛空艇が合計一千隻せき。五万人以上の空士が結集している。

　他にも幾いくつかの別働隊があり、この決戦に臨む人類陣営の総数は十万人に及およぶ。

　むろん人類陣営の空士は他にもいるのだが、各地の浮遊都市の警護や大陸からの度たび重なる襲しゆう撃げきを防ぐための要よう塞さい浮遊都市に、思ったより人員を割さかねばならなかった。

　敵の戦力は確認できているだけで一いつ騎き当とう千せんの人型魔甲蟲が七体。変キ異メ種ラ、原種型の数は敵が密集しており正確には把は握あくできないが、ちょうどいま通信担当から入った追加報告によると、空に大陸が浮かんでいるように見えるとのことだ。

　総数は数億程度といったところか、と傍かたわらで報告を聞いていたリバーが思う。

　近この衛えであるリバーの役目は命に代えてもアンネローゼを護まもることであり、仲間の近衛とともに旗艦での護衛任務に就ついていた。またこの飛空艇には、父親であるハルトマンの姿もある。

「リバーさん、現状をどう分ぶん析せきしますか？」

「はい、敵がまだ密集している以上、カナタ君の策には気づかれていないと考えるのが妥だ当とうだと思います。むろん、天才ゼス・ヴィーゲルトが最後までこちらの意図に気づかないと考えるのは希望的観測だと思いますが」

「でしょうね。できる限り工作部隊の存在は隠いん蔽ぺいしたつもりですが、あれの存在は隠かくしきれるものではありません。直じきにこちらの狙ねらいに気づかれることでしょう」

　そのように結論を出し、アンネローゼが尋たずねてきた。

「そういえば、カナタさんの調子はどうでしたか？」

「今朝会ったときは、普ふ段だんと変わらないように見えました。最終決戦前だっていうのにあの落ち着きようは流石さすがという他ないです」

　そう。流石という他ない。

　学生とは思えないほど、彼は落ち着き払はらっている。

　その強きよう靭じんな精神力の一いつ端たんを、リバーは地下都市で垣かい間ま見みた。

　カナタ・エイジという空士は、諦あきらめない男なのだ。

　であるからこそ、不思議でならない。気になってならない。時折りカナタが見せるあの眼まな差ざしが──

「教皇陛下アークビシヨツプ、カナタ君の件ですが」

「何か問題でも？」

「いえ、そういうことではないんですが……なんだかたまにカナタ君が遠い眼をするようになった気がするんです」

「……………………」

「これから始まるのが、エグザイル暦れきが始まって以来、未いまだかつてない規模の戦いであり、生せい還かんが期待しがたいことは心得ているつもりです。ですがそれを踏ふまえてなお、カナタ君ほどの器量がある人物が遠い眼をするとは思えないのです」

「……そうですか」

　リバーの言葉を耳にし、アンネローゼが数すう瞬しゆん眼を瞑つぶった。まるでカナタの境きよう遇ぐうに同情や理解を示すかのように。続いてリバーはハルトマンを見ると、彼は眼を伏ふせ俯うつむいていた。

　何か僕の知らない事情があるのか？　思い切ってリバーが尋ねてみる。

「教皇陛下アークビシヨツプはあまり驚おどろいていらっしゃらないのですね。もしかして何かご存じなのですか？」

「だいたいの事情には察しがつきます」

　きっぱりとアンネローゼが口にした。

「ですが、その件についてはわたしが口を挟はさむべきことではないのです。いえ、むしろ口を挟む資格がないというべきかもしれません」

　教皇陛下アークビシヨツプが負い目を感じている……？

　これまでアンネローゼはカナタを常に『強力な駒こま』として認識していた。だからこそ、そのことにリバーは少なからぬ違い和わ感かんを覚えていた。

　カナタが人類陣営に協力するからといって、その認識が変わることはあり得ない。アンネローゼはたとえ全ての空士を消しよう耗もうさせても、悲願を果たすという強固な意思を持っている。

　そんなアンネローゼが負い目を感じるほどの何かを、カナタは抱かかえているのだ。

　カナタ君、ひょっとしてキミは──

　言いようもない不安がリバーの脳のう裏りを過よぎったとき、向かう空に黒い影かげが広がり始めた。それに応じて、前線の空士たちも動き始める。

　ハルトマンが言う。

「教皇陛下アークビシヨツプ、御ご下げ知ちを」

「これよりゼス・ヴィーゲルト討とう伐ばつ、及び《ゲート》の破は壊かいを目的とした──天オペ槌レーのシヨン一撃・ヘブン作戦ズブローを開始。全軍に攻撃を指示してください」

　できる限りの準備をしたが、成功確率は決して高くない。

　それでも最後の戦いに臨のぞむ人類陣じん営えいの前に、暴力の塊かたまりが現れたのは一いつ瞬しゆんのことだった。

「教皇陛下アークビシヨツプ、前衛に動きが……」

　通信担当からの一言で、アンネローゼが戦せん闘とう空域を見やる刹せつ那な、強きよう烈れつな漆しつ黒こくの光が一瞬煌きらめいた。直後、漆黒の光の奔ほん流りゆうが敵味方問わず前線を駆かけ抜ぬけ、アンネローゼがいる後方空域へと迫せまってくる。

　ゼス・ヴィーゲルト……っ!?

　それが旗艦〈アルタミラ〉に届こうとする刹那、アンネローゼは怒いかりに燃えた瞳ひとみでその漆黒の光の奔流を睨にらみつけた……！







　　　あとがき







　お世話になっております。諸もろ星ぼしです。

　お忙いそがしい中拙せつ著ちよを手に取って頂き、ありがとうございます。

「空戦」は激動の11巻を迎むかえ、クライマックスが近くなってまいりました！




　本編でも顕けん著ちよですが、時間が経たつのは本当にあっという間ですね。

　僕にとっては衝しよう撃げき的な事実なんですが、もう今年も終わりに差しかかっているんですよ。発売日的に考えて、残り40日ぐらいしか今年が残っていないんです。気持ち的には、まだ２０１６年の１月頃ごろなんですが、なんでこうなったというのが本音です。

　せっかく東京に引ひっ越こしたのに、ほとんど友達と遊べてないんですよねー。　わりと毎日原げん稿こうばかり書いているので、友達と遊べるのが月一であるかないかという状態です。




　毎日友達と遊べた10代に戻もどりたいなーって、しみじみ思います。

　学校に登校するために早起きするっていう拷ごう問もんは嫌きらいですけども（笑）。







　最後に謝辞を。

　担当編集さまへ。いつもお世話になっております。今後とも何なに卒とぞよろしくお願いいたします。

　甘あま味みみきひろさまへ。大変綺き麗れいなイラストをありがとうございます。ご多た忙ぼうの中、本当に恐きよう縮しゆくでございます。

　獅し童どうありすさまへ。連載お疲つかれ様さまでした。コミカライズ最終巻拝見させて頂きました。あっという間でしたが、本当にありがとうございます。お菓か子しもご馳ち走そう様さまでした。

　関係者の皆みな様さまへ。流通や販はん売ばい、印刷など、いつもお世話になっております。ありがとうございます。

　読者の皆様へ。皆様のお蔭かげで、ここまで来ることができました。ありがとうございます。これからも応おう援えんをよろしくお願いいたします。




　次は、カナタの策がぶつかる12巻でお会いしましょうっ！　では……っ！








諸星悠

●もろぼしゆう



第24回後期ファンタジア大賞、金賞受賞作『空戦魔導士候補生の教官』でデビュー。１００人の友達よりも、１人の気がおけない親友がほしい。そんなどこにでもいるありふれた漢のひとり。
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